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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　僕にはわからないが、どうも世間の皆みな様さまが言うには「神は死んだ」のだそうだ。


　ごちゃごちゃした哲てつ学がく的な意味じゃない。


　ある時期──具体的には今から十七年前から、妙みような力を持った子供が産まれてくるようになったのだ。


　その力ってのは、まるで神話の神々か、地じ獄ごくの悪あく魔まを彷ほう彿ふつとさせるもので……。


　俗ぞくっぽく言ってしまえば、その年を境に、いわゆる超ちよう人じんが街にあふれ出したのだった。


「人類が進化をはじめた」とか、「いや、これこそがこの世の終わりだ」とか、いろいろと人々は噂うわさしあったのだが、結局、わかったことはほとんどなく、しまいにはこんな言葉で納なつ得とくするしかなかった。


「神様が死んで天国と地獄の底が抜けたんじゃねーの？」


　まさに、それがぴったりだった。


　この世は、年若い天使と悪魔が争う場所になった。


　異形の力を持つ者たち、現在、最さい高こう齢れい十七歳。


　つまり、僕たちの毎日は生半可じゃない戦いの日々ってわけだ。





　とはいえ、僕らだって一歳児の頃ころから力を発揮していたわけじゃない。大体は物心ついてから、なんらかのきっかけがあってそうなるってわけらしい。


　僕は記き憶おくにないが、まだ幼よう稚ち園えんに通う前くらいの頃は、奇きっ怪かいな事件が頻ひん発ぱつしているって噂だけが流れていたのだそうだ。都市伝説か怪談かなにかの類たぐいだと思われていたらしいが、実際のところ、本当に子供が起こしていた事件だったってことは確かだ。


　もっとも、事件の一件ずつを確かめるわけにはいかないから、真相がわからない噂ってのもあった。それが何か例の不思議な力にからんでいることかどうかはわからない。ただ、状じよう況きようからいって、僕が出会った彼女は特別な存在であることを、今では確信している。


　少し、話がわからなくなったことと思う。おぼろげな記憶で過去のことを、しかも幼児の頃のことを語るのだから、話も前後するし、わけもわからなくなる。


　ともかく、僕は、幼稚園の帰りに、その彼女に会ったのだった。


　幽ゆう玄げんな──というのは後になって覚えた言葉だけれども──そんな不思議な雰ふん囲い気きがあった。年齢はその頃の僕よりずっと上、具体的には高校生くらいだろう。


　黒と白の二色が印象的だった。髪かみと瞳ひとみが黒くて、肌はだと服が白い。


　長い黒髪に、白いワンピース。平たく言えば幽ゆう霊れいみたいな格好だ。


　しかも、彼女は廃はい屋おくになったマンションの一階、錆さびた自転車が放置してあるエントランスに一人で立って、顔に手をあて、さめざめと泣いていた。


　その頃、流れていた噂を僕も知っていた。捨てられたマンションに女の幽霊が出るって話を。その頃、騒そう動どうになってた空飛ぶ赤ん坊ぼうや、高速道路を百キロで駆かけていく子供に比べたら、いくぶんか古風で、信しん憑ぴよう性せいも低かったけれど、実際に見てみると、これは普ふ通つうの人にとっては、恐怖以外の何ものでもないだろう。


　普通の人にとっては……。


　いや、僕が普通の人と違ちがうってことじゃない。ただ、僕には、人とはちょっと違う感じ方をしてしまうことがあるらしい。そのせいで、どうも他人とうまくやっていけないところがあったのだ。


　今も、彼女を見て、僕が感じたことは「泣くのを止めてあげよう。笑わせてあげよう」ってことだった。


　だから、僕は、幼稚園でもらったカスタネットを取り出した。それを叩たたいて、カチカチいわせながら、彼女に歩み寄る。


　幽霊みたいな彼女は、それに気づいたのか顔を上げた。手はまだ頰ほおにあてられていたが、その顔ははっきりと見えた。


　今でも憶おぼえている。


　綺き麗れいだった。


　透すき通るような肌に、化け粧しようもしていないのにしっかりと黒く縁ふち取どられた目。ピンク色の唇くちびるは何かを言いたそうに軽く開いている。ただ、その頰には涙なみだの伝った跡あとがあるのだ。


「どうして泣いているの？」


　僕は聞いた。


　彼女は、首をゆっくりと横に振ふった。


「理由はきっとキミにはわからないから……」


　そう言っている彼女の両目からは、とめどなく涙があふれてきていた。それを見て、僕は彼女が人間ではなく、なにか不思議な存在だとわかった。


　じっと顔を見てみると、不思議な特とく徴ちように気づいた。うっすらとした暖かい光が、その肌から発せられていた。


　それまで、彼女のことは怖こわくはなくとも幽霊だと思っていた。


　が、目の前にいる人は天使なんじゃないか、と考え直した。


「理由はわからなくても、泣かないでよ。カスタネットを叩いてあげるから」


　その時の僕の行動を、子供らしい発想だったと笑うことはできるけれど、今になってみれば、それこそ運命ってやつに突つき動かされてそうしたのだとしか思えない。


　僕が叩くカスタネットは、自分で言うのもおこがましいが、奇き妙みようなほど神こう々ごうしく響ひびいた。カスタネットなんて、本来はリズムしかとれないものだ。だが、その時は違った。まるで、その材質が一回叩くごとに変化したかのように、音は多様に、美しく響いた。鈴すずのような金属の高い響き、ガラスのような澄すんだ音色、それらが僕の思い通りの音楽を奏かなでてくれた。


　それを聞いて、彼女は、少し驚おどろいたように目を見開いた。


　そして、相変わらず、その目からは涙がとめどなくあふれていたけれど、それでも、とても美しい笑え顔がおで、にっこりとしたのだ。


「ありがとう。でも、私の涙は止まらないの」


　そう言って、彼女は少し腰こしを曲げると、両手で僕の手を握にぎった。


　音は止やんだ。でも、暖かい空気が僕の周囲を満たした。


「どうして？」


　僕が聞くと、彼女は悲しそうに首を振った。


「全部終わってしまったから。だから、私は終わってしまったことに泣いているの。そして、もう二度とはじまらないの」


「よく、わからないよ」


「ね、わからないって言ったでしょう？　キミもこのことを憶えておく必要はないわ。でも、もし、次に会えたなら、そして、私の涙が止まったなら……」


「止まったら？」


　僕は聞き返した。でも、その時は彼女の言葉の意味をまるっきり理解できなかった。いや、今でも、そうだ。


「よしましょう。キミ、音楽が得意なのね。一いつ瞬しゆんだけど、私は終わりを忘れたもの。ありがとう」


　そう言われて、僕は、はっ、とした。音楽が得意なんだってはじめて知った瞬間だった。そして、その後、すぐにそれが僕に与あたえられた例の尋じん常じようじゃない力だってことを知るのだけれど、ともかく、その時に大事だったのは、僕が彼女の涙を止めようとして、それが一瞬でもうまくいったことだった。


　正直、この後のことは憶えていない。彼女は、まさに風のように消えてしまったのだ。


　でも、この瞬間、僕の生き方は決まってしまった。


　それが、どんな生き方かって？　それはこれからわかるってことさ。
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握った拳こぶしは漢おとこの証あかし


拳が鉄なら証は永と遠わに


漢雪ゆき千ち代よ、優やさ男おとこ


されど舐なめるな、その筋金を


鉄の拳に、黄こ金がねの心




　始業式に向かう列車の中は、すでにどんよりとした空気に包まれていた。


　宮みや殿どの芳ほう一いちは、列車に乗り込むや、乗客がすべて同じ高校の生徒であることに気づき、車両を変えようと左右を見回したが、どうやら一いつ般ぱんの乗客は一人としてこの列車には乗り込んでいないらしかった。


　おまけに列車の内装はそこかしこが傷いたんでいる。ドアにはスプレーでナニやら書き込まれているし、シートは切られてウレタンがはみ出している箇か所しよがある。吊つり広告はすべて破られていた。


　芳一は、車両の一番端はしっこ、連結口のすぐそばの空いている席に座り、ちら、と車内に目をやる。


　この車両には、生徒が五、六人程度。皆みな、思い思いの格好でだらけている。長なが椅い子すに寝ねている者、片足だけシートにあげている者、大おお股また開きの両足をだらりと伸のばしている者などだ。全員がズボンだけは制服のそれに近いものを身につけているが、上は思い思いの格好をしている。柄がらシャツ、ロンＴ、スカジャン……。


　芳一も噂うわさには聞いていた。県下で一番の荒あれた高校と言えば、聖せい湘しよう学がく園えんだと。


　──いや、これは噂以上だよ……。


　さすがに朝の列車に一般人が乗っていない、という体験ははじめてだ。


　芳一は、この春からの新入生だが、この街には、つい最近、流れ着いたばかりだ。中学までは転校を繰くり返してきて、様々な学校を見てきたが、ここまで荒れた高校はそうそう目にしたことがない。転校が多い者の常として、流れ者の流りゆう儀ぎのようなものは身につけていたから、トラブルを避さけることには自信があるが、それとてどこまで通じることか。


　恐おそれていたことは簡単に現実になる、というべきだろう。列車が駅を出てしばらくすると、隣となりの車両からあきらかに芳一を目指して大股に歩いてくる者がいた。黒くろ革かわのライダースを着て、今時リーゼントにきめた生徒だ。


　リーゼントは芳一の前に立つと、つり革に右手の指を引っかけた格好で、身を乗り出してきた。


「は、はい？」


　芳一はだらしのない笑みを浮うかべる。いや、内心、緊きん張ちようしてはいるのだが、その笑みにはしまりがなかった。元々そういうゆるい顔立ちなのだ。眠ねむそうな目にあまり印象の感じられないぼやけた鼻と口。まぶたの重そうなたれ目を描えがいて、縦線と横線をひっぱれば芳一の似顔絵になると、昔のクラスメイトの女の子は言っていた。


「てめぇ、一年坊ぼうか？」
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　とても高校生とは思えないドスのきいた声でリーゼントは言う。


「はい。あ、先せん輩ぱいなんですか。よろしく」


　へらへらと、しかし、当人としては十分に敬意を払はらっているつもりで芳一は言った。


　リーゼントは、その態度をどうとったものか迷ったようだったが、手早く用件を済ませてしまおうというのか、こう切り出した。


「よう、手前ぇ、まさかエテ公じゃねぇだろうな」


「いや、さすがに猿さるじゃないですけど……」


「馬ば鹿か野や郎ろう、そういう意味じゃねぇ。無能かどうかって聞いてんだよ。聖湘に来ようって奴やつは、大たい抵ていなんか生まれつき出来る奴だ。出来ねぇ奴は人間じゃねぇだろうが」


「ああ、そういうことなら、エテ公じゃないですね。ただ、まぁ……。なんというか、僕は堅かた気ぎですよ？」


　芳一は、肩かたをすくめた。


　今、車内で制服の上下を着ているのは芳一だけだ。ベルトでなくショルダーホルスター型のサスペンダーでズボンを吊り、ネクタイはなく、音楽プレイヤーのヘッドホンを首にさげているが、これでも一番真ま面じ目めな格好なのである。


「堅気ぃ？　手て前めぇが塩分強いのは格好見ればわからぁ。ちったぁマシな服着やがれ」


　リーゼントは顎あごをしゃくった。


「いやー、この街にきて数日しかたってないんで、勝手がわからないんすよ。じきに慣れますけど、なんかあるんだったら教えてください」


　どうにもしまらない顔で芳一は言う。リーゼントはなんというかすごむタイミングを失っていた。ともかくも用件を続ける。


「おう、ウチの二年は『キングダム』ってチームが仕切ってる。エテ公じゃねぇってんなら、手前ぇそれに入れ」


「え？」


「ここじゃそういうシキタリなんだよ。二年で最強はキングダムだ。早くから入ればちったぁいい思いができるぜ」


　リーゼントはにやりとして言った。


「へぇ、そりゃあ、いいですね。じゃ、入りますか」


　こともなげに芳一はうなずいた。


　なんとも適当、成り行き任せというのが芳一のやり方だった。転校続きで方々をさまよううち、何かにつけてとりあえず周囲に流されておけばトラブルを避けられるというのが彼なりの結論だった。もし問題が起こったとしても、深入りはせずに逃にげ出してしまえば、それなりにはやっていけた。他人から嫌きらわれたとしても、その頃ころには別の土地が待っているというわけだった。


　リーゼントは、思いもよらぬ反応に、少し言いよどんだが、それならば話が早い、と思い直したのか、芳一に顔を少し近づけた。


「そうか入るんだな。そんじゃ、言っておくことがある。このチームにゃ年ねん貢ぐってもんがあるんだ。早さつ速そくだが徴ちよう収しゆうさせてもらう」


「年貢？　いや、お米はちょっと……」


「馬鹿。会費みてぇなもんだ。俺がヘッドに届けてやるからよ」


「いやいやいや、お金をとるっていうのは、ちょっと……」


「ちょっと、じゃねぇよ。上納金があるに決まってるだろ、チームなんだからよ」


　リーゼントは顔から笑えみを消した。左手で芳一の肩を強く握にぎる。


　芳一は、顔を引きつらせ、首を横に少し動かした。


「ははは……いやぁ、何しろ文無しなもので。あはは」


　その笑い声を消そうというのか、リーゼントは芳一の肩を列車のシートの背に、どん、と押しつける。


「持ってる分だけでいいんだよ、財さい布ふ出してみろや、おら」


「……っと、やめてくださいよ。ほら」


　芳一はポケットに手を入れ、素す直なおに財布を出した。そして、札入れと小銭入れのチャックを開いて見せた。どちらも本当に空だった。出てきたのはコンビニのレシートだけ。


　これには、またもリーゼントは肩すかしを食らったらしい。手の力が弛ゆるみ、声にも先さき程ほどまでの張りが無くなる。


「手前ぇ、調子狂くるうなぁ……。おい、他に隠かくしているんじゃねぇのか、こら。しけてるとかそんなもんじゃねぇぞ。普ふ通つう、いくらかは持ってるもんだろうがよ……」


「いや、隠してないですよ、ほんと。お金なんて持って無くても、わりとこれでなんとかなるもんなんですってば」


「マジかよ、クソ。このウンコ坊ぼう主ずが。アテが外れたぜ、ったく。だったらよ、手前ぇナニがデキんだ？　エテ公じゃねぇっつってたよな？」


　左手を芳一の肩から放し、つり革にぶら下がりながらリーゼントは聞く。


「そりゃあ、まぁ、生まれつきの力ってことなら、僕は詩が詠よめますよ」


「……ハァ？」


　リーゼントは顔をしかめた。


「えっと、あの……ポエムのことです。ポエットって言った方がいいかな。音楽も得意で、曲も作れますし、大抵の歌なら一度聞いただけで……」


　芳一の言葉は最後まで続かなかった。


「ボケたこと言ってんじゃねぇ！　イライラさせてんじゃねぇぞ、コラ！」


　リーゼントはつま先でゴツゴツと芳一のすねを蹴けりはじめた。


「いたっ、ちょっと、やめてくださいよ、話の途と中ちゆうで」


「うるせぇ、結局手前ぇ、エテ公じゃねぇかよ！　仕方ねぇ、タタキでもシノビでもやって明日、十万持ってこい！」


「だから、蹴らないでくださいってば！　それに、タタキだのなんだのって、物ぶつ騒そうな」


「あん？　殺されるよりゃいいだろうが！　エテ公なんざ俺ら人間様の餌えさみてぇなもんだからな！　死ぬよりゃあ俺らのために働いた方がいいだろ。キングダムのエテ公隊に入れてやるからよ、金持ってこいってんだよ！」


「そんな、勘かん弁べんしてくださいよ。チームに入ればなんか適当にやるから、それでいいじゃないですか……。もう、やめて……」


　芳一は蹴ってくるつま先を避けようと足をばたつかせる。


　が、リーゼントのつま先は的確に芳一のすねをとらえていた。


「いたた……。ほら、持っていないものは持ってないんですから、もう、気楽にやりましょうよ、気楽に。先輩後輩の仲じゃないですか」


「誰だれが先輩後輩だ、畜ちく生しよう。けっ、ダサ坊が。面つらぁ憶おぼえたからな。明日十万持ってこいよ」


　そう言うとリーゼントは蹴るのをやめたが、両手で芳一の襟えりをつかむと、ぐいと持ち上げ、シートに叩たたきつけるようにして放した。


　芳一が、去りかけるリーゼントにまだ何事か言おうとしたその時だった。


　リーゼントの後方から声が聞こえてきた。


「よぅ、センパイ。天下の聖湘ってのは、俠おとこ気ぎを磨みがくところって聞いてたんですがね？　さっきから見てりゃふざけたとこみたいっすね」


　口調は威い勢せいが良いが、その声が奇き妙みようだった。


　声は確かに男性のものと聞こえたが、女性のように穏おだやかに響ひびくのだ。


「何だぁ？」


　内容よりは声に驚おどろいてリーゼントは振ふり返った。


　芳一もシートに座ったまま、思わずそちらに目をやった。


　声の主は、連結口から出てきたところだった。安あん全ぜん靴ぐつ、ボンタン、ペイズリーのシャツに、モスグリーンのミリタリージャケット……というよりはジャンパー。恐ろしく古風なヤンキー・スタイルだ。


　その程度の格好は、この列車内では普通だが、問題は……。


「手前ぇ、ナニ考えてんだ？」


　そう言ってリーゼントは、驚きと嘲ちよう笑しようの混じった目を向けた。


　その古風なヤンキー・スタイルの生徒は、少女漫まん画がの王子様役がぴったりのサラサラヘアーの優やさ男おとこだったからだ。さわやかな笑顔に白い歯が光る。つまるところ、そのスタイルはあまり似合っていない。いや、むしろカジュアルのように着こなしてしまっていて、本来その服装が発するはずのチンピラ臭くささはまるで失うせているとも言えた。


「そりゃ、俺に言ってんのか？　You talkin' to me?」


　明らかに喧けん嘩かを売っている口調だが、柔やわらかい声と優男ぶりによって、その効果は半減どころの話ではない。


　彼は、右手を下に腕うでを組んでいたが、その体つきも細く、ひょろりとしていて、まるっきり荒あら事ごとには向いていない様子だ。


　さすがにリーゼントも笑い出した。


「へ、へへ……ふはは！　なんだ、この馬鹿は。おとなしく少女漫画の世界に帰れ！　見たところ一年坊主のようだが、聖湘は甘くねぇぞ。エテ公じゃねぇからそんな口きけるんだろうが、その面じゃ喧嘩慣れはしてねぇみてぇだな。傷ひとつねぇんじゃ、どこのダサ坊だよって話だ」


　しかし、優男も退ひかなかった。さわやかに笑うと、似合わぬ言葉を口にする。


「俺を馬鹿にするのはいいけど、俺の相棒がね、ちょいと気難しいんだ。あんたをぶん殴なぐりたいってさ」


　リーゼントは顔をしかめた。


「なんだと、もう一人いやがるのか。けっ、誰でもいいぜ。早く連れてこい。つまらねぇ、やっぱ手前ぇは見かけ通りのフニャチンってことかよ」


「だから、俺の相棒は気難しいから馬鹿にするなって言ったぜ」


　優男は、組んでいた腕をするりとほどいた。


　ぎら、と鈍にぶい光が優男の懐ふところから漏もれる。


　リーゼントは、今度は純じゆん粋すいな驚きに目を見開いた。


　輝かがやいていたのは優男の右みぎ拳こぶしである。


　拳そのものが金属になっているとしか思えなかった。


　シルバーメタルの拳には、使い込まれた工具のような気配がある。


「得え物ものかよ……。いや……そんなグローブみてぇなメリケン見たことねぇぞ……」


　リーゼントはつぶやいた。


「グローブじゃないさ。生まれつきってやつでね。俺のせいじゃない」


　優男はジャケットを脱ぬぎ去った。半はん袖そでシャツから覗のぞく肘ひじの部分で肌はだと金属質が混じり合っていた。


「最初は嫌きらっていたが、今じゃ相棒さ」


　誇こ示じするように右手を小指から親指まで曲げ伸のばしする。


　左手はごく普通だ。彼は右手だけが金属製なのだった。


「そうか……中ちゆう坊ぼうに悪漢生徒ばかりを狙ねらってる奴やつがいると聞いたが」


「街のダニどもは俺が始末する、ってのが信条でね」


　渋しぶくきめたつもりだろうが、やはり柔らかいとしか言いようのない声で優男は言うと、右手を前にサウスポースタイルのボクシングの構えを取り、鋼鉄の人差し指だけで「かかってこい」とジェスチャーした。


「ダニ呼ばわりかよ。威勢が良いが、高校の厳しさ教えてやるぜ。そして伊だ達てに悪漢生徒を名乗ってる奴ばっかりじゃねぇってことを。名前を聞いておこうか」


　リーゼントは喧嘩慣れした様子で啖たん呵かを切ると、身体からだをほぐすように軽く飛び跳はねた。


「雪千代。月つき影かげ雪千代」


　優男は名乗った。


　その歌か舞ぶ伎き役者のような名に、思わずリーゼントが噴ふき出す。


「ぷっ。なっ、なんだその馬鹿みてぇな名前は……」


「笑うとは思ったぜ。だから……」


　雪千代は、踏ふみ込むと、右のジャブを放った。不意打ちではないが、隙すきだらけになっていたリーゼントに鋼鉄の拳が凄すさまじい勢いで襲おそいかかる。


　と、リーゼントの姿が消えた。


　いや、そう見えただけだ。実際には、リーゼントは後方に跳とんだだけだった。


　雪千代が驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。


「速い……！」


　リーゼントは自信に満ちた笑みを浮かべた。


「へっ……。速い？　まだまだこんなもんじゃねぇぞ。俺はスピードにはうるせぇ。パンチってのは、エテ公のボクシングチャンピオンで時速は四十キロ出れば最速だ。だが……」


　そう言いながら、リーゼントは再び姿を消した。


　いや、彼は軽く左右にステップを踏んだだけだった。ただし、その速度が尋じん常じようではない。彼の姿は立ち止まった一いつ瞬しゆんの残像しか視し認にんできなかった。


「……俺はジョギングで時速八十キロは出せる。瞬間なら時速は二百キロだ」


　瞬時にぴたりと雪千代の前に止まったリーゼントの、その言葉は噓うそではないようだった。彼は瞬時に加速し、停止することができるのだった。ジャンプ力、キック力も想像を絶するものだろう。


　二人の超ちよう人じんを目まの当たりにして、芳一は目を丸くした。もちろんこれまで巡めぐってきた街にも超人は出現していたし、芳一もその一人だと自負してはいたが、ここまで強力な能力の持ち主にはそうそうお目にかかったことはない。ネットの噂うわさやニュース映像で、かなり強力な超人がいるだろうことは知っていたが、実際に目にすると驚く他はない。


　雪千代の拳が鉄だったとしても、これには太た刀ち打ちできないだろう、と芳一はあの優男の顔を見る。


　しかし、雪千代の余よ裕ゆう自体はそれほど崩くずれてはいなかった。


「速いね。でも、速いと言っても、一発だけで十分さ」


　雪千代は、先程までリーゼントが立っていた位置にあったつり革かわを指さす。


　すると、その瞬間、ぴきり、と音を立てて、つり革のリングが割れて落ちた。雪千代の鋼鉄の拳がそれを砕くだいたのは明らかだった。


「ぶら下がった物を砕いた……。しかも、あのリングを……」


　そうつぶやいたのは、すぐ前のつり革を見上げていた芳一だった。


「へへっ、褒ほめられると照れるね」


　雪千代はさらりとした髪かみを左手で払はらいつつ言った。


　どうやら雪千代も、その細い身体に似合わぬパワーを秘ひめているらしかった。


　しかし……。


「……なんだ、そりゃ、それほどすげぇのか？　プラスチック割っただけだぞ？」


　リーゼントは芳一に問いかけた。それは挑ちよう発はつというよりは、頭が悪くてまるっきりわかっていないという雰ふん囲い気きだ。


　芳一は、その間ま抜ぬけさに、ずるりとシートから落ちそうになったが、半ば呆あきれつつも、説明をはじめる。


「ぶら下がってるものは、揺ゆれてしまうから、殴っても力が逃にげちゃうんです。さらに、つり革のベルト部分は一トンくらいの引っ張りに耐たえられるんです。そうなると、リングはそれ以上の凄まじい衝しよう撃げきに耐えられるわけで……」


「うぉっ、そうなのか」


　リーゼントはようやく理解したようだった。感心したようにうなずく。


「そりゃ、エテ公じゃ即そく死しだな。さすがの悪漢生徒でもＫＯは間ま違ちがいねぇ。そいつに免めんじて名前だけは教えてやる。俺は曽そ野の浩こう三ぞう。憶えておけ」


　リーゼントは名乗り、堂々と胸を張った。


　雪千代は顔をしかめる。


「そいつはどうも、センパイ。で、名前を教えてくれたのは、俺から年賀状でも欲ほしいってことか？」


「いちいち顔と台詞せりふの合わない男だな。手前ぇが負けたら、キングダムに入って俺の舎しや弟ていになれって言いてぇんだよ」


　浩三はにやりとした。


　雪千代も笑えみを見せる。


「条件つきか。それもそうだな。俺が邪じや魔ましたいのは、そいつの勧かん誘ゆうだからな」


　雪千代は芳一を指さす。


「知り合いには見えねぇが？」


　浩三が聞くと、雪千代は首を横に振った。


「ああ、知らない。だが、俺が勝ったら、そいつのキングダム入りはナシだ。困っている人と捨て猫ねこは見み逃のがせないクチでね」


「格好つけてもいいことないぜ。伊達に悪漢生徒やってるんじゃねぇんだ」


　浩三が見得を切った。


　雪千代と浩三の間に緊きん張ちよう感が満ちる。


　そして、雪千代が左手を振ふった。


「前説は終わりか？　ゴングを鳴らすぜ。Ding Ding!」


　雪千代は突とつ進しんし、大きく右手を振り回す。


　空気が破は裂れつするかのような音が響ひびいた。先さき程ほどのジャブはまさにジャブ。こちらが本気のパンチの速度だ。


　すべてを一撃で終わらせそうなフック。


　が、その先に浩三はいない。


　すでに、雪千代の背後に浩三が立っていた。


　浩三が余裕の笑みを浮かべる。


　しかし、それを雪千代は読んでいた。


「どうせ後ろにいるってなぁ！」


　大振りのフックを空振りのまま、腰こしをひねって一回転させた。


　背後の浩三を鋼鉄の拳が狙う。


「っと！」


　これには背後からの蹴けりを見み舞まおうと構えていた浩三も慌あわてて後ろに下がる。


　凄まじい金属音と、火花が飛び散った。


　空振りのパンチが列車の鉄棒にぶち当たったのだ。


　列車が脱だつ線せんでもしたかのように激しく揺れる。


　シート脇わきの鉄棒が「く」の字にぐにゃりとゆがんでいた。もちろん、その曲がりの中心は雪千代の拳で、そこにはくっきりと拳の跡あとが刻まれていた。


　間近にそれを見せられた芳一は凍こおり付いたように動けない。成り行きを面おも白しろそうに眺ながめていた他の生徒たちは、幾いく人にんかがその車両から逃げ出しはじめた。それでも何人かがこの喧けん嘩かの行く末を見届けようと構えているのは、この高校ではこの程度の超人は驚きよう異い的なことではないということか。


「けっ、逃げるだけか」


　雪千代は、またも一撃必殺のフックを見舞う。


　浩三は余裕の表情でそれをかわした。


　再び列車が巻き添ぞえを食らった。今度は轟ごう音おんと共にドアがひしゃげて外へと飛んでいく。風が車内に流れ込みはじめた。


「派手だな。だが、当たらねぇぞ」


　浩三が笑う。今度は雪千代の横に回り込んで蹴りを入れようとする。


　しかし、その浩三に再び拳が襲いかかる。


「ちっ……！」


　浩三は、またも後退を余よ儀ぎなくされた。


「どれだけ速くてもなぁ……こうすりゃいいってことさ！」


　雪千代は浩三の動きを読んで拳こぶしを振り回してはいないようだった。どうやら闇やみ雲くもに自らの周りをなぎ払っている。


「やぶれかぶれかよ！」


　浩三は毒づいたが、それでも、その振り回しは効力を発揮していた。浩三は雪千代に近づくことはできても、攻こう撃げきすることはできない。蹴りを入れるべく止まった一瞬の隙を拳が襲って来るのだ。たとえ突進の勢いそのままに跳び蹴げりを挑いどんだとしても同じことだ。蹴り足そのものを拳が襲うことは間違いない。


「ウィルディと同じさ。一発当たれば終わりだ」


　そうつぶやきながら雪千代は拳を振り回す。それはまるで銀の暴風だった。


「ナンだよ、ウィルディってのはよ！　聞いたことねぇぞ！」


　浩三は憎にくまれ口を叩たたくが、逆に言えばそれしかできない。じりじりと迫せまってくるそれをかわし続けるのみだ。


「すんげぇ拳けん銃じゆうだよ、知らねぇのか？」


　雪千代の空振りは壁かべだけでなく床ゆかにも及およんだ。一撃で列車の床には大穴が空く。流れていくレールの枕まくら木ぎがすぐ足あし下もとに見える。


　それには浩三もさすがに目を丸くした。が、何事か思いついたのか、つばを床に吐はくと、にやりとした。


「確かにすげぇ威い力りよくだが、そんなことしてたら疲つかれるだけだぜ。俺は待たせてもらう」


「その前に当てるさ」


　雪千代はさらに激しく右みぎ腕うでを振り回しはじめた。


　銀の暴風が、銀の台風へとグレードアップした。


　轟音、火花、荒あれ狂くるう風、と破は壊かいのすべてが揃そろっていた。その被ひ害がいは、床、窓、壁、ドア、と車内のほぼすべてに及んでいた。


「だが、そんだけやってれば疲れるだろう。もっと振り回せよ！　もっとだ！」


　浩三はステップを踏みながら、そう言って大たい笑しようする。


　と、そんな浩三に反対の声をあげた者があった。


　他ならぬ芳一だった。


「いや、やめさせてください！　というか、殴なぐられて負けてください、先せん輩ぱい！」


「何だと、手前ぇ！」


　浩三は芳一にすごむ。


「だって……」


　芳一は車内を指さした。


　この車両はすでに動く骨組みと化していた。シートは芳一が座っているそれを除いて、すべて脱だつ落らくするか、ひんまがってかろうじて骨組みに張り付いている。


「あ……マジか……おいおい……」


　浩三もここでようやく事態に気づいて顔をしかめる。


「鉄てつ腕わん！　手前ぇこそあきらめろ！　いつまで壊こわす気だ！」


　浩三は雪千代に怒ど鳴なった。


　雪千代はそこで動きを止めた。赤熱しつつあった右拳を冷やすように振ると、ゆっくりと立ち上がり、長く息を吐き出して言う。


「これで終わりさ。ここまでが必要な分なんだよ」


　そして、さわやかに微笑ほほえんで左手で浩三の足下を指さした。


「……な！　こうするつもりだったのか……」


　浩三は足下を見て驚おどろく。


　退路が無くなっていた。後方は芳一の座っているシート以外は線路が直じかに見えている。そして前方には、雪千代が立っている場所への一本道しか残されていない。他には足場はひとつもないのだった。


　浩三は細長い崖がけの先せん端たんに追い詰つめられたような格好だ。


　足場を外すと、走る列車の車外に放ほうり出されることになる。


　事態を認にん識しきした浩三は舌打ちしたが、まだ絶望はしていないようだった。


「だが、俺は跳とべるぜ。隣となりの車両にも移れる。それに、列車より速く走れる俺なら、落ちてもどうってこたぁねぇ」


　浩三は言ったが、雪千代は首を振った。


「わかってるさ。だが、悪漢生徒を自任するようなあんたなら、そんなことをしたら負けだってわかるだろうが。こいつはタイマンだぜ。一本道で正面からって状じよう況きようになったら、逃げた方が負けだろうが」


　やや息を切らしながらも雪千代は笑みを浮うかべた。


　浩三は苦々しげな顔になる。


　そのルールは浩三にも納なつ得とくできるところだった。悪漢生徒には、いや、悪漢生徒を名乗る者ならばこそ守らなければならない仁義はある。舐なめられたら終わりなのだ。


　が……。


　その瞬しゆん間かん、列車は急ブレーキをかけて停車した。これは当然といえば当然のことだった。雪千代の最初の一撃から一分ほどが経過しているが、いつも生徒が暴れている列車であろうから、運転手が異常に気づくのが多少遅おくれたのだろう。本来なら最初の一撃で停車していてもおかしくはない。


　両者の間に沈ちん黙もくが流れる。


　走っている列車ならまだしも、止まっていてはどうもルールに説得力が足りなくなる。


「おい、そりゃ止まった列車から降りても負けなのか？」


　浩三が聞いた。


　雪千代もトーンが下がる。


「そりゃ、道はこれしかないからな……」


「いや、これじゃ場所変えて喧嘩したって同じじゃねぇか。外でやろうぜ」


「ちょっと待て。ここでやるに決まってる」


「そりゃ手前ぇの勝手な言い分だ。いや、むしろそこから動かねぇってのが負けだろうが」


「そんなわけがあるか。こっちはあんたの方に突つっ込むトコだぜ」


「だから、俺はそうなったら外でやるってだけだ」


「あんた、逃にげるだろ、だったら」


「逃げねぇよ！　近くで疲れるまで見てるだけだ！」


「そんなやり方恥はじだろ。悪漢生徒の名が泣くぜ」


「うるせぇ、タコ！　コラ、表出ろ！」


「表に出たらあんたの負けだって言ってるだろう！」


　先程までの超ちよう人じん的な戦いはどこへやら、妙みような意地の張り合いになってしまった。


「いや、まぁ……どっちでもいいけど遅ち刻こくしますよ？」


　芳一が言った。


「手前ぇのために喧嘩してんだろうが！」


「あんたのための喧嘩じゃねぇのかい！」


　浩三と雪千代が声を揃えて怒鳴る。


「いや、まぁ、そうですけど……引き分けってことで……どうっすか？」


　芳一がおずおずと言う。


　が、浩三は退ひかなかった。雪千代を指さして言う。


「引き分けでいいわけねぇだろ！　俺は鉄腕を舎しや弟ていにしようってんだから！」


「そんなにこだわらなくてもいいじゃないですか」


　浩三と雪千代の問題であるのに、芳一はそう断じた。


「うるせぇ！　手前ぇはどうでもいいが、あいつはどうしても舎弟にしたいんだよ！」


「でも、引き分けならおさまるわけで……」


　芳一は、雪千代の方を見た。


　雪千代は「それでいい」と、うなずいた。


「んじゃ、彼は舎弟にならないし、僕はキングダムに入るってことでいいんじゃ？　それで引き分けでしょ？」


　芳一は、それが良いアイデアであるかのように言った。


「だから、エテ公！　手前ぇなんざどうでもいいって言ってるんだよ。ちっと金が欲ほしかっただけなんだからよ！　ち、わかった。手前ぇのルールでいい。やろうぜ」


　浩三はあきらめたように首を振ふった。


　脱力したように両手をだらりとさげて構える。


　一本道での決けつ闘とうに最後を賭かけるつもりだ。


　と、構えた浩三の右手の甲こうに、シミのようなものがあるのに芳一は目を留めた。


　──あれ？


　それは入れ墨ずみのように見えた。黒く「３」という数字が書かれている。


　──キングダムってトコはナンバーの入れ墨をするのか。それは嫌いやだなぁ。


　そんなことを芳一は考えたが、妙にその入れ墨にひっかかるところがあった。


　が、そんな芳一をよそに状況は進む。


「行くぜ……。しゅ！」


　浩三は短く息を吐き出すと、時速二百キロと自じ称しようしていた突とつ進しんを見せる。右足の裏を雪千代の腹めがけて突き出すケンカキックだ。


　が、たとえ二百キロとはいえ、来るとわかっていれば、運動神経の良い凡ぼん人じんでも受け止めるだけならば可能だろう。まして超人なら……。


　雪千代は右手のひらで浩三の右足を受け止めていた。


「くそっ……」


　浩三は毒づく。


「あんた、今までの相手じゃ一番強かったよ」


　雪千代は、浩三の足を握にぎって放さず、左ひだり腕うでで浩三の足を抱かかえ込むと右手を放した。浩三は動けない。


「Make my day」


　雪千代は言って、轟ごう音おんを上げる右拳を浩三の顔面に……叩き込む前に止めた。


　鼻先にぴたりと静止した鋼鉄の拳に、浩三の顔面が強こわばる。


「て、手前ぇ……」


「俺の勝ちっすね、センパイ」


　にこりとさわやかに雪千代。


　それでも油断せず、浩三の身体からだを左腕で突き放すようにして離はなれる。


　浩三は苦々しげに、顔じゅうに浮いた汗あせをぬぐった。


「ち、しゃれた真ま似ねしてくれるじゃねぇか……だがよ、後こう悔かいするぜ。手前ぇは目立ちすぎる。後で俺の舎弟になっておけば良かったって思うぜ」


　そう負け惜おしみのようなことを言いながらも、浩三は潔いさぎよく手を振ると背を向けて外へ跳び出して行った。走って学校へ向かうのだろう。


　──どうして舎弟にならないと後悔するってんだろう……？


　その浩三の言葉に釈しやく然ぜんとしないものを芳一が感じていると、雪千代が寄ってきて微笑ほほえみかけてきた。


「いや、助かったよ。というべきなのかな」


　芳一は言った。


「礼を言われるのは苦手だ。いいさ」


　雪千代は首を振った。


　こういう台詞せりふは彼に似合っていた。だが、数々の〝男おとこ臭くさい〟台詞はどうにも違ちがう。


「ところで……」


　芳一は彼が隣の車両で脱ぬいだミリタリージャケットを拾ってきて渡わたしながら聞く。


「……このジャケット、タンカースだよね？　それに、俺に言ってるのか？　ってのは、やっぱりデニーロ？」


　ジャケットを受け取った雪千代の顔が喜びにゆがむ。


「わかるのか！　嬉うれしいね！　今まで趣しゆ味みの合う奴やつに会ったことなかったよ！」


「やっぱり。すると、ブルース・リーにイーストウッドだ」


「見てるのかい？」


「転校が多くてね。ＤＶＤが友達だった」


「若いのにやるねぇ」


　雪千代が右手を差し出して来た。


　それを握り返そうとして、芳一が逡しゆん巡じゆんする。


「いいのかい？　相棒を俺に預けて。君のウィルディだろ？」


「それがわかりゃ相棒を預けるに十分さ」


　二人は鋼鉄の手と生身の手で握あく手しゆを交かわした。


「ブロンソンは例の五作目は見ていないけどね」


「いいさ、あれは見なくて」


　雪千代が笑う。


　二人が話しているのは、アクション映画とその俳優のことだ。雪千代はその台詞どころか、精神まで模も倣ほうしようと正義の味方をやっているということらしい。


「まだ名前を聞いていなかった」


　雪千代が聞いた。


「芳一。宮殿芳一」


「改めて、雪千代、月影雪千代だ」


　見つめ合い、二人はにやりとする。


　と、そこにいきなり割り込んできた声があった。しかも、上からだ。


「その名乗り方はジェームズ・ボンドでいいのかね？」


　ぎょっとして二人は上を見る。


　壊こわれた天てん井じようから顔を出したのは、一見するとまだ小学生に見えかねない美少年だった。彼は、身を乗り出してきて、ひょい、と下に降りてくる。


　背は低いが、その顔立ちのせいで妙な存在感がある。欧おう州しゆう系の美形の子供がそうであるように、天使のような、と形容される顔だ。が、その表情には意地悪な笑みが張り付いている。おまけに、しゃれたパイプをくわえ、そこからぷかりと煙けむりを吐はき出しつつ、斜はすにかぶった粋いきな帽ぼう子しのつばを指でもてあそんでいる。


　どうやら一年生のようだが、なんにせよ彼もただ者ではないのは確かだ。


「君は？」


　芳一が聞く。


　すると、この粋な帽子の少年は、パイプから煙を出しつつ答えた。


「いや、今日からここの一年なんだけどさ。金を払はらいたくないから、屋根にいたんだ。そしたら、この騒さわぎだろ。ま、いいけどさ」


　わかったような、わからないようなことを言うと、この粋な帽子の少年も、ひょいと列車の外に出る。


「いいけど、列車は動かないんだから、急がないと遅刻するよ」


　その言葉に、芳一と雪千代は顔を見合わせて笑う。


　確かにそうだった。


「とはいえ、僕は、こんな学校だとは知らずにここに来たんだけど……」


　芳一は、どちらかといえば苦笑いである。初日、いや、登校時からこんなことが起こるような学校に長くいられるはずがない。


　と、雪千代は首を振った。


「いいさ。俺とおまえの仲だ。何かあったら俺のところに来てくれ」


　そう言って笑った雪千代の笑顔は、当人も無意識のうちに女を口説くようなものになっていた。


　芳一の苦笑いがさらに深くなる。それでも、笑みの下からこぼれ出たのは、こんな言葉だった。


「さっきまでは、正直、やっぱりここを出て行こうと思っていたところだった。でも、君がここで何をするのかは、ちょっと見てみたいな」


「面おも白しろくするぜぇ」


　雪千代と芳一は、軽く拳こぶしをあわせた。
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毒虫に気をつけろ


奴らは君のすぐ近くに潜ひそみ、蔭かげから襲おそってくる


刺さされたら最後、死へのカウントダウン


だが君よ、忘れるな


毒が侵おかすのは身体でなく心


虫の背後には真ま壁かべ嘉か門もん


誰だれよりも毒を持ち、毒を知り尽つくした男




　やはり超ちよう人じんたちに法は通用しない。


　そのことは宮みや殿どの芳ほう一いちもすぐに知ることになる。


　日本政府は青少年に対しての法律を変えなかったが、変えたとしてもまるで効果はなかっただろう。悪漢生徒の中には、殺さずに捕とらえることが困難な能力の持ち主が数多くいた。さらに、捕らえたところで、厳重な警備の刑けい務む所しよからでも楽々と抜ぬけ出す能力の持ち主も幾いく人にんもいたのだ。そして、悪漢生徒たちは独自の規律と序列を持っており、名の知れた者となれば、自身がそれほどの能力がなくとも、脱だつ獄ごくを可能にするような組織を持っているのが常だった。


　そんな組織のひとつがキングダムであり、そのトップこそ真壁嘉門である。





　芳一と月つき影かげ雪ゆき千ち代よが乗った列車が止まったのは聖せい湘しよう学がく園えん最寄り駅のひとつ前の駅だった。


　一駅歩くのは、映画の話に熱中していればそれほど苦にはならなかった。そのため、校門近くでの異変に気づくのが遅おくれたのだが、それでも校門近くに来れば嫌いやでも気づくほどに異様な光景だった。


　校門から、黒と黄色の服に身を固めた、いかつい男たちの列が延びていた。それはまさしく暴力団の親分を待ち受ける組員だ。違ちがうのは、構成員がすべて学生ということだ。黒と黄の服も制服やスーツでなく、ライダースや革かわジャン、Ｔシャツやスウェットなど、思い思いの中から黒と黄を選んで着るようにしているのだ。


「ありゃあ、何だ？」


「ま、親分の出所にしか見えないよねぇ」


　雪千代と芳一がささやき合うと、横からひょいと顔を出してきた者がいた。


「お前ら、知らないのか？」


　そう言ったのは、妙みような服を着た少年だった。よく見ればそれは凄すさまじい装そう飾しよくがほどこされた改造制服だった。小さなクリスタルガラスで縁ふち取どりされたジャケットは、布地がベルベット。ボタンもクリスタルで、チェーンで繫つながれている。ポケットと背中には、やはりクリスタルの刺し繡しゆう。その服だけでも新宿のホストもかくやという風ふ情ぜいだが、さらには耳には三連ピアス、顔のあちこちにクリスタルのシールが貼はられているという始末だ。


　装飾に隠かくれて目立たなかったが、顔立ちも特異だった。間延びしたような長めの顔に、小ずるそうな笑えみが貼りついている。これほどうさんくさく信用できない顔つきの者は珍めずらしいと言っていいだろう。


「君も新入生？」


　芳一が聞くと、詐さ欺ぎ師しめいた少年はうなずいた。


「門もん馬ま青あ緒お。憶おぼえておくと役に立つぜ」


「役に立つ？」


「俺は、地獄耳ってやつなんだよね。まぁ、いろいろ界かい隈わいの知識は蓄たくわえているわけよ」


「情報屋か……友達に一人は欲ほしいところだ」


　ぱぁっ、と雪千代は顔を明るくした。確かに映画のヒーローたちはうさんくさい情報屋を知り合いに持っている。


　どう見たって信用できそうにない人物だが、雪千代は単純馬ば鹿かとしか言いようのない面があるようだった。


「んで、門馬君。あれは何なんだい？」


　芳一が改めて校門の列について聞く。それのせいで生徒たちは中に入れずに校門の外に溜たまりはじめていた。


「いつもは有料だが、今回だけは特別に教えてやるよ。ありゃあ、キングダムのヘッドの帰還だ」


「帰還？」


「まぁ、見かけ通りってやつだな。ヘッドは二年の真壁嘉門だが、少年院にいたんだ」


「なるほど。で、刑期があけたわけね」


「まさか。壁かべ抜ぬけ、壁破は壊かい、鍵かぎ開け、そんなことが出来る奴やつが仲間にいれば好きなときに出たり入ったりできるに決まってらぁね。新学期にあわせて出てきたんだよ」


「律りち儀ぎに学校来るなんて、真ま面じ目めだなぁ」


　間ま抜ぬけな感想を芳一が漏もらす。


　雪千代と青緒は、二人して首を横に振ふった。


「違うって」


「間抜けか、てめぇ。実際、今の高校二年が超人たちの最高年ねん齢れいだろうが。で、この聖湘はよ、強きよう烈れつな奴らばっかり集まるところだ。聖湘名物……ったって、二年目だが、新学期序列戦争がはじまるってわけだ」


「新学期序列戦争？」


　芳一は耳慣れない単語に首をひねる。


「自分たちが無能力者や大人のことをエテ公って呼んでるわりにゃ、やってることはこっちこそ猿さると同じよ。誰が一番強いのか、喧けん嘩かして決めるわけだ。どうしたって上下関係を決めずにゃいられないらしいぜ」


　青緒は、きしし、と笑った。


「それじゃあ、二年の喧嘩を改めてするのか……」


　そうつぶやいた芳一の感想は、再び否定された。


「いや、勝敗は決まってるようなもんだね。なんたって、二年のトップは誰だって知ってる神様みてぇなあのお方だからなぁ」


　青緒が言うと、雪千代もうなずいた。


「ああ。知らない人はいない、あの究極の……」


「誰？」


　きょとん、としている芳一に、二人がずっこけた。


「アホ！　聖湘に通うのは、大体があの人目当てだろうが！」


「そうだぜ。映画で言えば、ドクター・マンハッタン。最強って言えば、彼、単独国家こと天あま澤ざわ創そう海かいだろ」


　突つっ込む二人に、芳一は、「ああ」と手を叩たたいた。


「ネットで見たことある。すごい評判になっていたね」


「この学校は彼が買い取って、彼のものになっているしな。それで全国からすげぇ奴らが集まってきたってわけだ」


「じゃあ、キングダムのヘッドって、二年ではどういう位置づけなんだい？」


　いまいちわからずに芳一が聞くと、青緒が興味深げにうなずいた。


「天澤創海が相手にしていないんだ。実際、ヘッドの真壁嘉門の攻こう撃げきは全部通じなかったというしな。それで、嘉門はキングダムを大きくして、創海を倒たおそうと画策しているって話だぜぇ」


「じゃあ、これから学校は荒あれる可能性があるってことか。近寄りたくないなぁ……」


「何を言ってるんだい。面おも白しろくなってきたんじゃないか。花火は派手なほどいいってね。こっちはキングダムに勝ってもらうと商売繁はん盛じようしそうなんだよ。創海が勝てば、今まで通りってことになるからな」


「今まで通りだと悪いわけ？」


「ううむ。実は、この界隈じゃ学校内が一番安全かもしれねぇぜ。学校のルールを破ると創海がやってきて制裁をくわえるんだそうだ。んで、エテ公に手を出したり、無む駄だな喧嘩をするのは禁じられてるんだと」


「ふうん。そりゃいい話だねぇ」


　しみじみと芳一が言うが、青緒はまたも首を横に。


「いや、荒れてねぇと俺みたいな奴は商売が繁盛しないじゃねぇか。今だってそれなりに金を持っちゃいるが、まだ足りねぇ。それに学内でキングダムの勢力が強くなって創海がやばくなりゃ、あいつからいくら金が引き出せるか……。よだれが出そうだぜ」


　何やらバスタブに金きん塊かいを積つんでいる夢でも見ているのか、うっとりしている青緒である。その時、校門前に、一台の黒くろ塗ぬりのベンツがやってきて止まった。


「お、お出ましだ」


　雪千代が、軽く口笛を吹ふいた。


　黒ずくめのキングダム構成員の一人が、ベンツの後部ドアを開けた。


　そこから、ぬぅ、と姿を現したのが真壁嘉門であることは、キングダム構成員たちの態度により一目でわかった。


「おかえりなさいませ！」


　挨あい拶さつの声も、頭を下げる角度も統制されていた。


　嘉門は手を上げて挨拶を返す。


　が、その姿は、とても構成員たちが敬うに値あたいするようなものには見えなかった。


　嘉門の服装はスウェットの上下に黒い薄うす手でのロングコートだ。コートにはスズメバチの刺繡とキングダムのロゴがある。同じ刺繡のあるキャップをかぶっており、そこから手入れの悪い長い髪かみの毛が背に伸のびていた。


　顔立ちは、悪相とはこのことか、と言いたくなるほどにゆがんでいた。そのゆがみは後天的なものだろうことは、野心に満ちてぎらつく三白眼と、常に舌打ちをしているような口元に表れていた。元々はそれなりの顔立ちだったに違いないが、犯罪者に特有のそのような相そう貌ぼうが、ゆがんだ内面をも想起させた。
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「あれが真壁嘉門……」


　芳一が思わずつぶやくと、青緒がうなずいた。


「ああ。手を出さない方が長生きできるってのは、見りゃあわかるだろ。兵隊もあの通り揃そろってるしな。その統とう率そつぶりは……」


　が、その青緒の口舌は長く続かなかった。


　なんと、雪千代がずかずかと嘉門に近づいて行ったからである。


「ちょ、ちょっと待って、月影君……！」


「うひゃ、こりゃいいや……これからどうなるんだ？」


　芳一は心配げに声をかけ、青緒は面白そうに目を見開いた。


　一方、当の雪千代は、芳一の心配もよそに、あのさわやかな笑みを浮うかべつつ、すでに恐おそろしい台詞せりふを嘉門へと放っていた。


「まったく、可愛かわいい面つらしてるな、あんたたちは」


「ナンだと！」


「貴様！」


　ざ、とキングダムの男たちが動く。


　それを、す、と嘉門が手を上げて制した。


「まだ勝手のわからない一年坊ぼう主ずの言うことだ。見み逃のがしてやってもいいじゃないか。ところで、坊主、俺が何者かはわかっているんだろうな？」


「わかってるさ。チンピラの年少あけだってな」


　その嘲ちよう笑しようを聞いて、嘉門の目の色が変わる。


「自じ慢まんにはならないが、まさにあそこは別べつ荘そうでな。いつでもただ飯が喰くいたきゃ入るにすぎない。ここにいるこいつらじゃなく、チームのトップが入るからには、俺が何でパクられたかわかるだろう？」


　しかし、雪千代は端たん整せいな口元をゆがめて、あえてとぼけた。


「わからないね」


「では、教えてやる。殺しで入ったんだ。少しは自発的に反省するべきかと思ってね」


　こともなげに殺人を告白した嘉門に、校門外にたまっていた生徒たちはざわつく。


　しかし、雪千代は動じなかった。


「じゃあ、ぶん殴なぐられても文句はないな」


「何ぃ？」


　ぎろり、と嘉門が目を剝むいた。


　その迫はく力りよく、というよりは、狂きよう気きを抱いだいた者の発する妖よう気きのような雰ふん囲い気きに、キングダムの構成員さえ凍こおり付く。


　ただ、雪千代はけろりとしたものだ。


「殴られりゃ、痛いぞ」


　その軽口に、生徒たちが静まりかえった。


　キングダム構成員たちに殺気がみなぎる。その数、四十人はいるだろう。


　嘉門が何事か言おうとしたが、それよりも早く、構成員の中から声が飛んだ。


「ヘッドが手を出すまでもねぇ！　蝦が蟇まにチャッカマン！」


　その声は、まさに今朝の列車にいた浩こう三ぞうから発せられたものだった。彼はキングダム所属だとは言っていたが、その口ぶりからするにナンバー２の位置にいるのだろう。構成員に命令できる立場にいるのだ。


　黒ずくめの中の二人が動いた。


　蝦蟇にチャッカマンとはよく言ったもので、そのあだ名が能力を反映しているのは明らかだった。太り気味の一人が宙高くジャンプし、雪千代に向けて舌をしゅるりと伸ばしてきた。もう一人は、口元にライターを持っていくと、強く息を吹きかける。その息が可燃性の何かを含ふくんでいるのか、ライターの火は火か炎えんの球となって襲おそいかかる。


「その程度の能力、残念といえば、残念……」


　列車の中でそうであったように、雪千代が振るう右みぎ腕うでは、銀の暴風となった。蝦蟇の舌をはじき飛ばし、チャッカマンの炎ほのおの球を拳こぶしの風圧で消し去ると、落下してくる蝦蟇にアッパーを見み舞まい、チャッカマンを突とつ進しんからのボディブローで眠ねむらせた。


　生徒たちがどよめく。


「一年坊主だが……強えぇ……」


「シンプルだが、喧嘩だからな……小細工なしがそりゃあ強いか……」


　にわか評論が口々に生徒たちの間でかわされる。


　これらの感かん嘆たんとは違ちがう感想を持っていたのは、芳一と、誰だれあろう浩三であった。


「だから、目立ちすぎると言ったんだ……」


　浩三が、小声で憎にく々にくしげに言い放つ。


　それが耳に入ったのは、芳一だけだった。


　──ん……？　どうしてあの先せん輩ぱいは月影君のことを心配しているような態度を……。


　その疑念は、次の瞬しゆん間かんにさらに深まった。


　仲間二人のＫＯに気色ばんで一いつ斉せいに飛びかかろうとしていたキングダムの構成員たちを制して、嘉門が前に出てきたとき、浩三だけが明らかに落らく胆たんした表情を密ひそかに浮かべていたからだ。


　──なんなんだろう、一体……。


　芳一は、他の生徒たちが盛り上がるのをよそに、一人、嫌いやな予感に身体からだを震ふるわせた。


「坊主。気に入った。直じき々じきに相手をしてやろう」


　嘉門はそう言った。


「そいつはありがたいが、俺が勝ったらキングダムってのは解散しちまうんじゃあないのかい？」


　雪千代が構えた。


「確かに負ければそうなるだろうが、一向に構わんな」


　平然としている嘉門である。


「そっちは条件は付けないのか？」


「条件、俺が勝ったらってことか？」


　不思議そうに嘉門は聞いた。雪千代は怒ど気き交じりの声で答える。


「そりゃそうさ。そっちはキングダムを賭かけてるんだ。俺が負けても何もないってのはフェアじゃない」


「いらんね」


「何だと？」


「それでいいと俺が言ってるんだ。そろそろかかってきたらどうだ？」


　そう言った嘉門だが、一向に構える気配は無かった。ぼんやりと立ち尽つくしているように見える。格かく闘とうの前にそういった自然体の構えを取る者もいるにはいるが、それとは違い、まるで集中すらしていないかのようなのだ。


　それには雪千代も苛いら立だちを隠かくさなかった。


「けっ、俺の拳はちぃと痛いぜ！」


　意い気き込ごんで嘉門へと突つっ込んでいく。


　すべてを砕くだいてしまうかのような突進。


　が、その銀の拳が嘉門に届くはるか手前で、その勢いは止まってしまう。


「う……」


　雪千代がうめいた。


　右拳を振ふり上げたままの格好で、よろよろと二、三歩進むと、突然、心臓の痛みに襲われたかのようにその場にうずくまる。


「月影君……！」


　思わず芳一が駆かけ寄る。


　雪千代は、「来るな」と左手を動かした後、苦しみに耐たえる表情で、自らの首筋に手をやった。


　その首筋から、小さな何かが結構な速度で飛び去るのが芳一には見えた。


「蜂はち……」


　それを目で追う。スズメバチだった。オレンジ色の大きな頭を持つオオスズメバチ。微かすかな音を立てて嘉門へと飛んでいくと、手入れの悪い長い髪の毛の中に潜もぐり込んだ。


　──虫を操あやつる……のか。


　その奇き怪かいな能力に、芳一は言葉を失った。


「たかが虫じゃねぇか……」


　苦しげに言い、雪千代は立ち上がる。


「どうやら毒は特別製らしいが、刺さされた瞬間にちょっとショックを受けただけだ。俺はまだ立てるぜ」


　取り戻もどした活気を見せつけるかのように雪千代は、右手を、ぶん、と振った。


　と、その右手を見た芳一の顔が驚おどろきにゆがむ。


「つ、月影君……。そ、その右手の甲こう……」


「え？」


　そう言われて自らの手の甲を見た雪千代も、ぎょっとしたように目を見開く。


「な、なんだこりゃ、数字？」


　雪千代の銀の拳の上に、〝10〟の数字が浮かんでいた。


「これがあんたの能力か？　数字が出たらどうだっていうんだ？」


　勢い込んで脅おどすように雪千代が言った。が、それは傍はた目めにも強がりに見えた。動どう揺ようは明らかだ。


　嘉門は、見下したように笑う。


「ははは……。俺の毒は特別製でね。他人の体内に侵しん入にゆうした毒は俺の意志でコントロールできるんだ」


「毒をコントロール……？」


「俺は即そく座ざに人を殺したくないんだ。つまり……」


　嘉門は右手を前に上げた。そして、その指を、ぱちん、と鳴らす。


　それが合図だったかのように雪千代が膝ひざをついた。


「ぐわっ……！」


　刺された時と同じように雪千代は痛みに身を震わせる。


　右拳で、数字が〝９〟へと変化していた。


　──そういうことか！


　芳一の頭の中ですべてが符ふ合ごうする。


　浩三の手の甲の数字、そして雪千代への態度。


　キングダムの構成員の手の甲を見ると、数字がある者も無い者もいる。数字のある者の大半は〝10〟で数字が止まっている。ＫＯされた蝦蟇にチャッカマンは、倒たおれた彼らを確かく認にんしてみると〝６〟と〝４〟。嘉門に抵てい抗こうした者は数字が少ないのだろう。そして、数字の無い構成員は、自らキングダムに志願したか、力の弱い者ということだ。


　真壁嘉門は毒で人を脅きよう迫はくするのだ。


　──そうすると、曽そ野の浩三先輩の舎しや弟ていなら、むしろ毒にやられる可能性は少なくなるってことか……。


　あの雪千代へのむきになった勧かん誘ゆうは、そういった理由だったのだ。


　──もちろん、僕への勧誘はたんなる金ほしさだろうけど……。


　ちら、と浩三を見る。内心を悟さとられまいと、どこか押し殺した表情をしていたが、今の状じよう況きようを快く思っていないのは明らかだ。


「これが俺の力。死へのカウントダウン。俺の意志で毒は強度を増し、カウントは減っていく。もちろん、ゼロになったときには……わかるだろう？」


　嘉門はもはや勝ち誇ほこることもなく、淡たん々たんと自らの力を説明していた。


　それは、雪千代への宣言でなく、その場に溜たまっている一年生たちへの脅しだった。


　一年生たちは顔色を失っている。


「毒を通じて、俺は毒虫を操れる。そして、毒虫はどこにでも潜り込める」


　嘉門は、ようやく立ち上がった雪千代の足あし下もとを指さした。ボンタンの裾すそから一いつ匹ぴきの蜘く蛛もが滑すべり出てきた。小さく黒い蜘蛛だ。それが雪千代の靴くつを這はい、コンクリートの道路を嘉門へと向かっていった。


「いつの間に……」


　雪千代は顔面を蒼そう白はくにしていた。蜂ならばたたき落とせる。だが、気づかぬうちに蜘蛛が入り込んでいたとなると……。


　他の生徒たちもその事実に気づいていた。かなりの数の生徒が居たが、周囲は、しん、と静まりかえった。


「俺の虫はどこにでもいる。気をつけろ。一匹や二匹殺したところで、どうということはないぞ」


　嘉門は薄うす手でのコートの前を広げて見せた。その裏側を見て、一年生たちは、男子も女子も悲鳴をあげた。そこには、様々な種類の毒虫がびっしりと張りつき、うごめいていた。


　一年生たちの反応を見て、嘉門は笑う。


「キングダムに入りたい一年はいつでも申し出ろ。俺が認めた奴やつには数字を与あたえてやる。そいつは死が近い証だが、やがてキングダムの一員たる誇り高い証に思えてくるはずだ」


　そう言って嘉門は一年生たちの反応を待ったが、当然と言うべきか、進み出る者は誰もいなかった。


「まぁいい。力のある者は、こちらからスカウトに行く。その時は刻印を与えられることを喜んでくれよ。俺に認められた証なんだからな！」


　不快感のある笑いを漏もらしながら、嘉門が校内へと入って行った。蝦蟇とチャッカマンを助け起こした構成員たちもぞろぞろと後に続く。最後に列に入った浩三が振り返ると、驚いた表情を見せ、次の一いつ瞬しゆん、テレポートしたかのようなスピードで雪千代に駆け寄った。


「お前も来るんだよ」


　浩三は雪千代に手を差し伸のべたが、雪千代はそれを払はらいのけた。


「死ぬのが怖こわくてチームに入るってか？　ごめんだね」


「強がる奴があるか。カウントを減らされるぞ」


「知ったことか。もう痛みもない。カウントが減る痛みにも慣れるだろうさ」


「そうじぇねぇ。死ぬって言ってるんだ！」


　浩三は語気を荒あらくしたが、雪千代は応じなかった。


「だからどうした」


　ぎらり、と雪千代の目が光る。顔立ちに似合わぬ迫はく力りよくがそこにはあった。


「ちっ……わかったよ」


　雪千代の決意を目から感じ取ったのか、浩三はあきらめてキングダムの面々の後を追って行った。


「月影君……！」


　芳一が駆け寄る。


　雪千代は、微笑ほほえんで見せたが、その笑みにはやはりどこか陰かげがある。


「大だい丈じよう夫ぶさ。死を怖がるなんざ、男じゃないぜ」


「そうは言っても……」


　芳一は助けを求めるように青緒の方を見る。


　青緒は首をぶんぶんと激しく横に振った。


「俺のせいじゃねぇよ。俺が止める前に飛び出してったろうが」


「そうじゃないよ。なんとかできる情報はないの？」


　芳一がすがるような目で青緒を見る。雪千代も、期待している、とはわからぬように目を伏ふせているが、青緒の次の言葉を待っているのは明らかだった。


　青緒は、困り果てた様子で顔を硬こう直ちよくさせた。


「いや……。その……」


「知ってるんだろ？　あの毒の秘密を」


「し、知らない……。というか、あの説明ですべてだ。手の数字は真壁嘉門が見ている前で減る場合がほとんどだ……。だが、見ていない所でも減るかもしれない」


　言葉を探すように青緒は言う。


「そんなあやふやな……」


「だってよ、いくら俺でもわからないこたぁあらーな。そもそも助かった奴はいないんだ。最低でも一人死んでるってことだけは確かだぜ。キングダムを潰つぶそうとした学外の奴だ。俺も中ちゆう坊ぼうの時にそいつを知ってた」


「じゃあ、どうしたらいいっていうんだよ！」


「だから、わからねぇって！」


　芳一と青緒は怒ど鳴なり合う。


　すると、雪千代が二人を止めた。


「いいって。もう」


「だけど……」


　まだ納なつ得とくいっていない芳一に、雪千代は頭を振ふった。


「詳くわしくはわからねぇが、あの真壁嘉門をふっとばしゃいいんだ。そうすりゃなんとかなるだろうぜ」


「そ、それで終わればいいけど……」


　心配顔の芳一を安心させようというのか、右みぎ拳こぶしを雪千代は握にぎる。


「俺が今以上に強くなればいいんだよ……。さ、もう行くぜ。クラス分けを見て、それから始業式だ」


「あ、ああ……うん……」


　芳一はうなずいたが、まだ青緒の方に未練があるように向き直る。


「調べるといくらかかるんだい？」


「え？」


　青緒は面食らった。


「だから、情報屋なんだろ？　真壁嘉門のことを調べて欲しいんだよ」


　真しん剣けんに芳一が言っているので、青緒も無下にはできない。


「そりゃ、俺だって鬼おにじゃないけどよ。あれ見て真壁嘉門の周囲をうろつくとかねーわ。もしやるとしたら、前金五百万の後金一千万とかだぜ。それにしたって、ろくな情報入らなくてもご容よう赦しやってレベルだ」


　動揺していながらもかなりの値段をふっかける青緒である。芳一としてはがっかりせざるを得ない。


　芳一が無言になり、青緒、雪千代がその場を動けずにいると、突とつ然ぜん、生徒たちがざわめきはじめた。


　車の音がする。かなり大きなエンジン音だ。


　真っ赤なポルシェのカブリオレが、滑るようにやってきて校門の前で止まった。


　運転しているのは、白いジャケットを羽織った美少年だった。美少年、というより、青年に見える大人びた顔立ち。その顔は芳一とて知っていた。


　天澤創海である。


　創海は、間近で見ると引き込まれそうな不思議な魅み力りよくに満ちていた。成功者ではなく、強者に特有の柔やわらかい雰ふん囲い気きだ。普ふ段だんから常に緊きん張ちようを絶やさぬ成功者に対し、強者はそんなことはない。その差が他人を受け入れる懐ふところの深さがあるかどうかに繫つながっている。彼を近寄りがたいと感じるのは、実際に出会ったことのない者だろう。イメージよりも親しみやすい雰囲気が彼にはある。噂うわさに聞く超ちよう人じんぶりと、彼の自然に浮うかべた笑顔の間には確実にギャップがあった。


「みんな、おはよう。早くクラス分けの掲けい示じ板ばんを見てくるといいよ。事前調査もあって、不満のないクラス分けになっているはずさ」


　そう言った創海の声は、大人の落ち着きと、弾はじけるような若さという矛む盾じゆんしたふたつを同居させるというにわかには信じがたい離はなれ業わざをさりげなくやってのけているように思えた。それだけでも彼が底知れない人間であることは、わかる者にはわかるのだが。


　創海の車の周囲に、生徒たちが群がる。指導者としての魅力が自然とそうさせるのだ。


　生徒たちは、熱ねつ狂きようしているわけではなかった。むしろ創海の周囲にいることが落ち着きを感じさせるのだろう。リラックスして創海に話しかけ、創海も冗じよう談だんを言って笑う。


　が、次の瞬しゆん間かんのことだった。


　創海を中心に、爆ばく発はつが起きた。


　……いや、そうと見えただけだ。それでも、生徒たちは創海を中心に、同心円状に吹ふき飛ばされたかのようにのけぞっていた。


　実際には、創海の身体からだに緊張感が満ちただけだ。


　創海の視線が、芳一たちに注がれていた。正確には、その向こう、ぼんやりと歩いてきた一人の背が低い一年生に、だ。


「……おい、なんだ青緒、また人をだましてるのか？」


　その一年生は、芳一たちが列車を出るときに屋根から降りてきた少年だった。粋いきな帽ぼう子しに、パイプをふかし、小春日和びよりの散歩のような雰囲気を身に纏まとっている。




[image: ]


「違ちがうよ、げんちゃん。それより……」


　何事か言いかけた青緒だったが、その時、創海から向けられるただならぬ雰囲気に気づいたらしい。背中に電気でも流されたかのように、びくり、として振り返る。


　創海の少年を見つめる瞳ひとみがこちらを見ていた。視線だけで人が殺せるとしたら、このような目だろう。


　自分たちのことで精せい一いつ杯ぱいで、最初は創海に視線を向けもしなかった芳一も、雪千代も、先さき程ほどまでのことを忘れて、身体を硬直させていた。


　まるで止まった時の中、動いているのは、帽子にパイプの少年だけだ。


「それより、なんだって？　あん後ろがどうかしたか……？」


　彼は創海の視線に気づかなかったのか、ようやく振り返る。


　誰だれもが凍いてついてしまうような創海の視線を見ても、彼は、まるで動じなかった。何事も平常通り行われています、とでも言いたげに、小さく右手を上げた。


「ども」


　その一言だけで、また彼は歩いて行く。


「うわ、ちょ、待ってよ、げんちゃん」


　青緒は彼の後を追って小走りになる。


　それで生徒たちも、魔ま法ほうが解けたように動きはじめた。


　しかし、さすがに創海に近づいて行く者はいない。皆みな、慌あわてて校門をくぐりはじめる。


　やがて残されたのは、芳一と雪千代だけになった。


　創海はポルシェをゆっくりと再始動させ、校門を過ぎて駐ちゆう車しや場じようへと向かいはじめた。そのとき、芳一は創海のつぶやきを聞いた。


「魔ま淵ぶち幻げん死し郎ろう……か」


　それが帽子にパイプの少年の名なのだろう。


　芳一は、その名も気になったが、今は何より雪千代のことだ。


「ね、ねぇ……ホントに大丈夫なのかい？」


　雪千代は、強がって笑みを見せた。


「男は……男には負けるとわかっていても戦わなければならない時がある」


「ああ、違いない……。だけど……それって、何の映画だっけ？」


「聞くなよ。こんな時でもなきゃ使えない言葉さ」


　雪千代は言った。
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曰いわく、最強


曰く、究極


曰く、頂点


身に一いつ片ぺんの欠点もなく


生しよう涯がい一度の後こう悔かいもなく


戦いくさに一回の敗北もなく


その名を天あま澤ざわ創そう海かい


彼は無限


彼はゼロ




　クラス分けは雪ゆき千ち代よとは別だった。が、クラス分けの掲けい示じ板ばんを見ていると、自分の名前の真下に、芳ほう一いちにとって気になる名があることに気づいた。出席番号が自分のすぐ前、魔ま淵ぶち幻げん死し郎ろうである。


　──あの天澤創海が口にした名前だよな……。あの帽子にパイプの。人違いかもしれないけど……。


　それが人違いでないことが確実になったのは、始業式のためクラスごとに分けられた椅い子すに出席番号順に座ったときだった。芳一の前には、だらけた姿でパイプをふかしている幻死郎が座っている。


　──あの創海が、気にしていたってことは、彼にお願いすれば、月つき影かげ君のこともなんとかなるかも……。


　そう芳一は考えていた。


　何しろ天澤創海の規格外ぶりは、伝説だ。


　きっかけは、インターネットに投とう稿こうされたひとつの動画からだった。


　子供たちが超ちよう人じん化していることが問題になりはじめた折のある日、コミュニケーション・サービスの掲示板に「ちょっと某ぼう国こくを制裁してくる」というトピックが立てられたのが、騒そう動どうのはじまりだった。最初は誰だれもが冗じよう談だんと信じていたが、その掲示板にはやがて生なま中ちゆう継けいの映像が流されることになる。


　後に多くの人々によって編集されることになり、動画投稿サイトで今でも再生回数一位を誇ほこるその映像は、このようなものだ。





　荒あれ地。高画質のカメラはくっきりと遠くまでを映していた。枯かれ草と石の向こうには掘ほっ立たて小屋のようなバラック。さらに向こうに近代的なビル群。


　やがてカメラはぐるりと回転。撮さつ影えい者自身に向けられる。


　幼い顔の創海が映される。その年ねん齢れいにしては流りゆう暢ちような英語で何事かしゃべり、その後に日本語でこう続けた。


「隣りん国ごくの国境から川を渡わたって独裁国家に入りました。そろそろ警備に見つかることかと思います。見つかっても問題ありません。とりあえず都市へ向かって、独裁者を殴なぐって謝らせるのが目的ですので」


　映像は再び荒れ地へ。草をかき分けてカメラは前へ進んでいく。


　やがて甲かん高だかい怒ど鳴なり声と銃じゆう声せい。サイレンも鳴る。


「来ました。弾たまが飛んできた方へ向かわないと目的地に行けないですね。私は当たっても大だい丈じよう夫ぶですが、カメラは守らないと。少し映像乱れるかも知れません」


　どうやらカメラは創海の小こ脇わきに抱かかえられたらしい。カメラの脇に服の袖そでがピンぼけで映り込む。


　と、カメラが高速移動。ざ、ざ、と風切り音がして、止まった次の瞬しゆん間かんには、驚きよう愕がくの表情を浮うかべる兵士の姿がアップになっていた。


　カメラ脇から伸のびてきた手が兵士の持っていたライフルの銃身を握にぎり、軽々と奪うばい取る。抵てい抗こうしようとした兵士だったが、ライフルの銃じゆう床しようで殴られ、倒たおされる。倒された兵士の顔がアップになる。創海が英語で何事か質問すると、兵士はうめくような現地語で何やら答え、首を横に振ふった。


「ええと、ここを通してもらうように頼たのんだのですけれど、駄だ目めでした」


　その後、カメラは遠くを映す。そしてライフルで兵士が殴られる音。


「……はい、少し騒動が大きくなりましたね。沢たく山さんの人がサイレンを聞いてやってきました。ちょっと大変そうです」


　創海がそう言っている間にも、ライフルの銃声は響ひびいている。国境警備が集まってきているのだ。時折、ボクサーがサンドバッグを叩たたいているような音が間近に聞こえる。似た音が世の中に存在しないであろう異様な音だ。


「結構、身体からだに弾が当たりますね。問題はないですが、ちょっとうっとうしいです」


　さらりと創海は言った。そして、カメラの映像はまた素す早ばやく流れ出す。


「兵士を倒したら、まさか次は戦車でも来るんじゃないでしょうか？」


　レポーター風に淡たん々たんと創海はしゃべっているが、映像はめまぐるしい。風切り音と共に景色が流れ、止まった時には兵士の驚愕の表情。そして、兵士が殴り倒されると、またも景色が流れる。しばらく同じような光景が繰くり返された。


「と……。まずはジープが来ましたね。重機関銃がついています。その弾は当たると少し痛いでしょうから、えーと、ジープを奪います」


　何度目かで景色が流れた後、大写しになったのはジープを操あやつっている兵士たちの後頭部だった。創海はジープの後ろに飛び乗ったのだ。そこからやや長い格かく闘とうが行われたらしい。しばらくの間、激しくカメラは揺ゆれる。次に映像が落ち着いた時、カメラは今までになく安定していた。ジープのナビシートに置かれたのだ。


「ジープに乗りました。これで少し楽になります」


　走り出したジープは、しばらくしてバラック群の中に走り込む。みすぼらしい服を着た住民の人々が驚おどろきの目で創海を見ているのがわかる。と、何事かに気づいたのか、彼らは我先にバラックから逃にげ出しはじめる。


「あー、ついに来ちゃいましたね。戦車です」


　創海が言うと、カメラに映されていたバラックが、いきなり吹ふき飛んで、その欠片かけらの中から黒い戦車がまさに〝飛び出して〟きた。


「戦車って、意外にスピード出るもんですね」


　ジープが急ハンドルをきったのか、バラックの景色が流れる。


　凄すさまじい機関銃の音が響き、映像がぐらりと傾かたむく。次の瞬間、カメラが抱かかえ上げられ、またも景色が流れる。創海がジャンプしたとわかったのは、放物線の頂点、静止する瞬間に映像が下に向けられてからだ。戦車の前方でジープが、今まさに機関銃で粉こな微み塵じんに破は壊かいされていた。


　その戦車に向かってカメラは降下。機関銃を撃うっていた砲ほう手しゆが慌あわてて上を向くが、重機関銃の銃口はその動きにはついてこない。


　今度カメラにアップになったのは砲手だった。が、創海の手で襟えり首くびを摑つかまれて戦車の外に放ほうり出され、すぐに画面からは消える。


「都市部に入ったら撃たれずに済むでしょうから、早くそちらに向かいます」


　創海が冷静に言った時、戦車の砲ほう塔とうが回転し、カメラに戦車砲の筒つつが接近してくる。創海の手が戦車砲を受け止める。砲塔の回転が止まった。創海は軽く受け止めているようだが、砲塔の回転自体は凄まじい力で行われているらしい。モーターがうなり声をあげているのが聞こえ、砲自体はぶるぶると震ふるえている。


「うるさい」


　創海は一いつ喝かつし、受け止めた手を放すと、拳こぶしを握り、砲筒を殴りつけた。鈍にぶい金属音が響き、そうとうな硬かたさを誇るはずの筒が曲がって、裂さけた。


　カメラは再び、ジャンプ。着地したのはバラック群の屋根だ。着地後には再び跳とんでいる。勢いよく前方へと映像は流れ、後方に銃声を残していく。


　かなりの速度だ。創海のジャンプ力はかなりのものらしい。跳はねながらカメラは都市部へと入る。


　綺き麗れいに整備されているが、誰も通りを歩いていないという不気味な道路だ。都市の中央部に近づくと、前方にはようやく人ひと混ごみが見えてきた。が、それは住民でなく、すべて警備員だ。


「ここは首都の中央部です。警備員をあまり傷つけたくはありませんが、視聴者の皆みなさんも飽あきが来ているかと思いますので、すいませんが、いろいろと割かつ愛あいさせていただきますね」


　創海は言ったが、〝割愛〟とは映像の中断ではなかった。カメラは警備員の群れの中に一気に突つっ込んでいく。彼らの発射したライフルや短銃の銃声が響くか響かないかのうちに、カメラには吹き飛ばされていく警備員たちの姿が映し出される。ボウリングの球にカメラを据すえてピンを吹き飛ばしたらこのような映像になるだろうか。


　あっという間に無数の警備員たちを吹き飛ばしながら、創海はさらに前進。カメラはこの国家の初代独裁者の銅像を映し、その横を通過していく。前方の階段を警備員たちが降りてくるが、創海はやはりものともしない。おもちゃの人形を蹴け飛とばすように警備員を一いつ蹴しゆうし、階段を駆かけ上がる。そこがこの国の議事堂だ。


「はい、今、ここで、この国の代表会議が行われています」


　恐おそろしい言葉が聞こえてきた。カメラは議事堂の入り口に強行突とつ入にゆう。警備員はさらに前から押し寄せてくるが、またも簡単に吹き飛ばされる。


　目的地がわかっているのか、カメラはためらいなく豪ごう奢しやな赤絨じゆう毯たんの上を走っていく。警備員も前から出現することは少なくなっている。議事堂の外側をぐるりと回っているのか、湾わん曲きよくした廊ろう下かを進み、階段を下に滑すべり降りると、今、まさに著名な独裁者が数人の警備の者と共に裏口から逃げだそうとしているところだった。


　労働服を下から押し上げているでっぷりとした腹、中ちゆう途と半はん端ぱに色の入ったサングラス、強い癖くせっ毛け。そんな外見、見み間ま違ちがえようもない。


「目的を発見しました。ただ、問題がありますね……」


　問題は独裁者の周囲を取り巻いているボディガードだった。


　子供である。身長が独裁者の腹までもない。全員が同じような坊ぼつちゃん刈がりの髪かみ形がたで、白シャツ、サスペンダーで吊つった半ズボン姿である。似通っているのは外見だけでなく、内面も同様に統一規格であるらしい。全員が妙みように輝かがやいた使命感に燃えた瞳ひとみで「ハッ！」とテコンドーの構えをとった。


「彼らが、現在国際問題になっている子供の超人兵士です」


　自分も超人で、他国に押し入っているというのに、他ひ人と事ごとのように創海は言った。


　超人兵士たちは、一いつ斉せいに襲おそってきた。外見や精神は同じでも、超人としての能力はそれぞれ違っていた。雷らい撃げき、怪かい力りき、分身、なんだかわからない物体を飛ばしてくる等……。が、創海は右手でカメラを構えたまま左手だけで攻こう撃げきをことごとく打ち落とすと、順番に超人兵士をぶん殴っていく。おそらくは選せん抜ばつされた一いつ騎き当千の強つわ者ものであろう超人たちが、ころころと倒されていく。


「な、なんだ、こいつは……」


　と独裁者が現地語でうろたえた（誰かがご丁てい寧ねいにも字幕を入れていた）。ボディガードを始末し終えると、映像は突撃インタビューのように独裁者に迫せまる。


「民主化って言葉知ってますか？」


　柔やわらかい言葉で、インタビュアーこと創海。


　独裁者は可動部に油をさされて快調に動く水飲み鳥のごとくにうなずく。


「じゃあ、民主化しましょうね。世界に流しているので、お約束をカメラに向かってよろしく」


　創海は英語とフランス語とスペイン語でそう言い、独裁者に促うながした。


　またもうなずくだけの独裁者に、ひょい、と創海の手が伸びて襟首をねじり上げた。


「言葉ではっきりとどうぞ」


　独裁者は最初は何も言わなかったが、創海が首を軽く締しめ上げると、すぐに甲高い声で話しはじめた。


「は、はい……民主化……します」


「はい、皆さん、言げん質ちはとりました」


　創海は独裁者を解放した。


　そして、その場に崩くずれ落ちた独裁者に向かって宣言する。


「やらなかったり、選挙が不正だったらまた遊びに来ますので」


　創海は独裁者の額を中指だけではじき飛ばした。彼は後方の壁かべに頭をぶつけて昏こん倒とうした。


　映像はこの後、半島を脱だつ出しゆつするため軍隊を向こうに回しての格闘がはじまるが、もう説明は不要だろう。大半は一方的に創海が軍人を倒し、戦せん闘とう兵器を壊こわしていくだけだ。


　しかし、最後は誰だれもが驚愕の光景を見せられることになる。


「あ、あれは……弾だん道どうミサイルですね」


　それまでも歩兵用携けい帯たい地対地ミサイルを投げ返し、あるいはジャンプして避よける映像は収録されていたが、弾道ミサイルとなると桁けたが違う。都市や拠きよ点てん攻撃用の兵器なのだ。その誘ゆう導どう性能はほぼ皆かい無む。つまり、創海を兵士や車両、航空機では倒せないと見て、周囲ごと吹き飛ばそうというのだ。


「事前に調べた情報では、ミサイルには核かくが搭とう載さいされているということです。ただし、起き爆ばく装置は搭載されていません。落下時の衝しよう撃げきで放射性物質をまき散らすことで、そこを汚お染せんしようという弾頭です」


　そう言って、創海はカメラを地面に置いた。固定されたカメラは、そこから小走りに離はなれる創海を映している。


　しかし、創海は逃げたのではなかった。やや離れた場所で止まると、カメラに向けて声をあげる。


「自国内を汚染してまで攻撃をするという意志には驚きます。確かに付近にいる生身の人間は確実に放射能汚染で苦しむことになるでしょうが。ですが、起爆装置はないはず。ということは、受け止められるかもしれません」


　まるで野球の外野手のように創海は構え、上を見ながら走り出した。


　カメラに弾道ミサイルの弾頭が映り込むのは一いつ瞬しゆんだった。


　大たい気き圏けんに再突入してくるのは、弾頭とコントロール装置のみで、ほとんど円えん錐すい形だ。その重量は一トン強といったところ。それが大気摩ま擦さつで赤熱してマッハ八ほどで落下してくるのだ。


　画面に向かって衝しよう撃げき波はが飛んでくる。円状に周囲に拡ひろがるそれの中心には、空に向かって両手を掲かかげている創海がいる。


　その姿は、なんと、光を放っていた。


　自らが熱を持っているのか、それとも弾頭の熱を吸い取っているのか、白熱した金属のようにまばゆい光が、全身を包んでいた。


　やがて、これまで聞いたこともないような轟ごう音おんと共に、激しく大地そのものが揺れた。


　光が画面を真っ白に飛ばしてしまう。


　が、数秒で画面は正常に戻もどる。


　創海を以前の輝く姿のままに映し出す。


　と、彼の両手の中には、円錐形の弾頭の先せん端たんがしっかりと握にぎられていた。創海のまばゆい白熱とは対照的に、それは赤熱して真っ赤に鈍く光っていた。


　やがて、光が消えていく。熱が引いていく。白い煙けむりが創海と弾頭の双そう方ほうから立ち上りはじめた。


　神話の英えい雄ゆうが巨きよ石せきを持ち上げている彫ちよう像ぞうのように、小さな創海が大きな弾頭を持ち上げている。それは奇き妙みようなほど神聖な光景に見えた。後に、彼を神と同一視する者が出現するのは当然と言えた。


　しかし、重そうに弾頭を地面に置いて、カメラを取りに戻った彼の笑え顔がおは、まだ十代前半の幼いものだった。


「それでは、中ちゆう継けいを終わります」


　映像はそこで、ぷつり、と切れる。





　その後、かの国では民主選挙が行われることになるが、再び同じ国家元首が大統領に再選されたのを見て、創海はもう一度議事堂に乗り込んでいる。独裁者は前回以上の武装で臨のぞんだが、創海はまたもすべてを一蹴してのけた。結局、創海の監かん視しの下もと、正常な選挙が行われ、民主化は進んでいくのだが、代だい償しようとしての周辺諸国への混乱は避けがたかった。


　日本は責任を追つい及きゆうされることになるが、ここで創海は日本を救うため、仰ぎよう天てんの提案を行うことになる。


　創海は、単身でありながら、国連に加盟したのである。


　こうして、一人だけで国土を持たぬ国家、天澤創海が誕生した。


　英語では、District of Amazawa（天澤特別区）と表記される存在となった彼は、数多くの常人、超ちよう人じんの暗殺者に狙ねらわれることになるが、それらすべてから生き残り、今では日本を拠きよ点てんに様々な事業、政治活動を行っている。その中心となっているのが、ここ聖せい湘しよう学がく園えんだった。


　普ふ通つうの高校であった聖湘学園を買い取り、自らが理事長に就任したのである。


　その目的は、今、始業式で改めて説明される。


　壇だん上じように登った創海は、柔らかい、しかし、説得力に満ちた口調で演説をはじめた。


「本校入学、まずはおめでとうと言わせていただく。私の学校に入ったことを祝うというのは、いささか自負が過ぎやしまいかと思われるだろうが、私が祝っているのは、君たち特とく殊しゆな力を持った生徒たち同士の出会いのことだ。ご存じの通り、ここには超人が多く入学する。三年生はいないが、二年生は七割が超人であり、一年生は超人の割合が九割に達した。この占有率は他校ではあり得ない」


　それを聞いて、芳一は素す直なおに驚おどろく。もっとも事情を知らずに入ってきたのは彼ぐらいのものだ。


「校風とは、集まった生徒たちが作るものだ。その意味で言えば、ここの荒あれた校風、すなわち周囲より重犯罪者の巣そう窟くつであると目されているのも、現在の二年生が築いた伝統であると言えるだろう」


　現に二年生で最大のチームはキングダムであるらしい。芳一が後方をうかがえば、二年の中にスズメバチのマークを身につけている者は何人もいる。


「しかし、私は、その重犯罪者の巣窟という評判を否定したい、あるいは覆くつがえしたいとは思っていない。が、それはまだこの校風を過か渡と期きゆえの混乱としか見ていないという意味だ。この学園で学んで欲しいことは、力の制せい御ぎよである。すなわち、暴力としての強さをいかに飼い馴ならすのか、だ」


　この演説をつまらぬと思っているのか、一年生の中には寝ねている者もいる。とはいえ、それを気にしている様子は壇上の創海にはない。


「この学園では、その暴力の性質を知ってもらうため、各学年の筆頭を決める決けつ闘とうを奨しよう励れいしている。つまり、誰がその学年で一番強いのかを君たちで選出してもらうのだ」
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　それまで創海の言葉の意味をわかっていなかったらしい者たちも、この言葉にはざわつきはじめた。


「その学年で誰が一番強いのか。魅み力りよくのある問いだと思う。さて、その決定方法だ。一対一での対決をしてもらう。相手の決め方は自由だが、ルールがある。決闘を挑いどまれた者は拒こばんではならない。拒んだ時点で負けとなる。負けても即そく座ざに敗者とはならないが、上下関係は覆らない。加えて決闘者同士の協議は自由だ。すなわち、人間的に尊敬できる者の下について以後の決闘を避けることは奨励される。その場合、挑まれた決闘はその認められた上位者が代行することも可能だし、当人が受けても良い」


　その説明を聞いて、一年生たちは俄が然ぜん盛り上がりはじめた。静まるように創海は手で示すと、さらに物ぶつ騒そうなことを公こう認にんした。


「一対一であれば、武器の使用は自由となる。ただし使用する武器は対戦する両者が事前に確認しなければならない。武器の使用者の対戦相手は、新たな武器を調達する期間が一日だけ与あたえられる。これは任意である。完全な敗者となり、一いつ切さいの対戦が認められなくなる行こう為いは次のものだ。同じ組み合わせの二度の対戦は認められず、仕し掛かけた者の失格となる。降参者への攻撃。他生徒への攻撃。殺人。以上だ。ルールの審しん判ぱんは二年生によって行われる。違い反はん者は敗北し、二年生からの制裁が加えられる。詳しよう細さいは掲けい示じ板ばんに張り出してある。質問は生徒会まで」


　そのルールの意味は、芳一にも理解できた。


　しかし、その意図はまったくわからなかった。


　ルールには、意味と意図があり、それは別のものである場合が多い。


　例えばサッカーのことを考えてみるとわかりやすい。ルールにはファウルとなる事じ項こうが明記されている。だが、実際にはスムーズにゲームが進む限り、反則は見み逃のがされることがほとんどだ。ということは、いわば「スムーズなゲームが行われる」ことが隠かくされたルールの意図なのである。


　そして、この学年最強決定戦の場合、隠された意図はひとつのことを示していた。


　──どれだけ尊敬を集めることができるか。


　決闘者同士の協議が可能ならば、チーム戦になるのは間ま違ちがいなかった。特殊な能力を持つ超人同士が戦った場合、その関係はじゃんけんになってしまうこともある。ある能力者には勝てるが、ある能力者には絶対勝てない、というような……。それならば、リーダーを決めて徒党を組んだ方が有利になる。配下の者が多ければ、対戦を挑まれたときに身代わりにすることができるからだ。


　そして、勝敗が明確に決められておらず、勝っても何も得はないらしい奇妙なルールも、裏の意図があるとすれば妥だ当とうだった。勝った負けたは当人たちだけが決められることになる。だが、殺人はルール違反なのだ。暴力だけでは勝ち上がれない。


「俠おとこ気ぎだけの勝負ってことか」


　芳一はつぶやいた。


　と、そのつぶやきを聞いて、前の席の幻死郎が振ふり返った。


「勝った負けたに興味ない奴やつにとっては面めん倒どうなだけだよなぁ、お互たがいさ」


　退たい屈くつそうにパイプを上下させている幻死郎である。


　芳一は、どきり、とした。これは思わぬチャンスだった。探さぐりを入れようとしていた相手が向こうから話しかけてくれたのだ。


　が、あまりにいきなりだったためか、緊きん張ちようがあった。思わず口から出てきたのは、間ま抜ぬけなことに素そ朴ぼくな疑問だった。


「普通、パイプじゃなくて煙草たばこじゃないの？」


　しまった、と芳一は戸と惑まどう。が、幻死郎は、その天使のような顔で、にっこりと親しげにほほえんだ。


「煙草をはじめて吸った時のことを考えてみな。単にファッションだったはずさ。紙巻きってのは、一番不ま味ずい煙草の吸い方だよ。本当に煙草が好きなら、葉巻かキセルかパイプになるはずなんだよ」


　妙みようにこだわったことを幻死郎は言う。


　その口調に乱暴なものはなく、芳一も妙に親しみを感じてしまう。


「まぁ、それは、そうかも」


「だろ？　ラタキア葉の香かおりが好きでねぇ。ま、正せい露ろ丸がんの匂においって感じではあるんだけど。これに酒はアイラ・モルト・ウィスキーをあわせるわけ」


　何を言っているのかはあまりわからなかったが、自分の好きなことを熱っぽく語る口調に、芳一は好感を持った。


「タバコはやらないけど、こだわりがあるのはわかるな。アイラ・モルトは今度試ためすよ。どんなものなの？」


「銘めい柄がらはいろいろあるけど、まずはラフロイグが代表的で……」


　幻死郎は説明を始める。


　芳一もそれに思わず聞き入ってしまう。


　ひとしきり、当初の目的を忘れて話し込んだ後、会話が途と切ぎれて、芳一は当初の目的を思い出す。


「そういえば、校門で門もん馬ま君にも話しかけてるのを見たけど、彼も何かこだわりがありそうな服を着てたね」


「ありゃあ、そんなんじゃないな。いや、こだわってるけどセンスがあれっていうか」


「そうなんだ。その時、天澤学長が君をじっと見ていたけど、まさか三人は知り合いなの？」


　芳一は気になっていたことを切り出す。


　と、幻死郎は即座に首を横に振った。


「一度会ったことがあるだけだよ。一言か二言話したことがあるだけだ」


「そうなのか……」


「何か気になることが？」


　落らく胆たんした様子の芳一に気づいたのか、幻死郎が聞く。慌あわてて芳一は首を振った。


「いや。そんなたいしたことじゃないんだけど、君は強いのかな、って」


　聞かれた幻死郎は苦笑いを浮うかべた。


「さてねぇ、強いってのは何だろうね。ともかく確かなのは喧けん嘩かをしたって腹が減るだけってことだけだ。おっ……天澤創海のやり方に不満なのはボクらだけじゃないらしいや。ほら」


　するりと幻死郎は話をそらした。パイプで前方を示す。


　壇だんの前に、一人、するりと音もなく歩み出した者がいた。


　少女である。


　長い黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的だった。


　もうひとつ目についたのは、杖つえである。白く長い杖を前方の床ゆかに突つき出していた。盲もう人じん用の杖だ。


「式の途と中ちゆうで前に出るのは感心しないね。どうかしましたか？」


　創海が聞いた。


「途中で失礼します。しかし、今でなくてはなりませんでした」


　少女は言った。


　凜りんとして響ひびく良い声である。奇き妙みようなのは、正確に音程が取られている印象があることだった。歌うような、とはよく言うが、彼女は本当に歌っているような話しぶりだった。


「今でなくてはならない？　つまり、私と直接話したいということですか」


　創海は突とつ発ぱつ事態にも冷静に対処していた。


　少女はうなずいた。


「もちろんそうです。ただし、それだけではない」


　きっぱりと少女は言い、下げていた顔をあげた。


　やはり目を閉じている。それでも彼女の美しさは際きわ立だっていた。猛もう禽きんの美しさである。あるいは刀とう剣けんの鋭するどさである。触ふれれば切れる危険さだけが持つ魅力に彼女は満ちていた。


「それだけではない？　失礼だが、名前を名乗って用件に入っていただきましょう。私も予定している時間というものがある」


「私は新一年生の犬いぬ塚づか佳よし乃の。Ｂ組です。では、質問です。このルール、我々が守るためには二年生の強さを証明していただかなくてはならない」


　佳乃が言うと、創海はその通り、とうなずいた。


「それは簡潔に申し上げましょう。私もこの学園の二年生です」


「それは、わかりました。つまり、あなたが最強である限りにおいて、このルールは成り立っているということですね」


「そうなります」


　創海の態度は自信に満ちているものではなかった。ただ、自らが最強であることを揺ゆるぎない常識として知っているという態度であった。


　佳乃は、まるでその創海の表情が見えているかのように笑えみを浮かべた。


　妖よう艶えん、とも言える奇妙な笑みだった。獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのそれだった。


「それならば、あなたが最強でなければ、すべての前提は崩くずれる……。ならばこそ、今ここで、あなたを倒たおさなければならない、私は」


　佳乃は言った。


　その言葉が終わるのと同時に、しゅ、と銀の閃せん光こうが斜ななめに奔はしった。


　創海の眼前にあった演台が、閃光と同じ位置で切断され、するりと滑すべるようにふたつになって落ちた。


　佳乃は逆手に杖を握にぎっている。いや、杖であったのは握りだけだ。銀色の直刀がその握りより伸のびている。仕し込こみ杖である。白い杖の鞘さやが床にからりと転がっていた。


「なぜ、私を？」


　創海はその場から一歩下がっただけでこれをかわしていた。


「私は力を欲ほつしている。今の私には何もないからだ。そして、私は即座に力を得たい。あなたを斬きれば、それが手に入る」


　佳乃は言った。


　無茶な理り屈くつである。が、その無茶は、先程発表された最強決定戦のルールの無茶さによく似ていた。創海を倒せば、この学園全体を制したことになるのは理の当然だった。何しろ創海自身が自らをルールと名乗っていることがそれを保証しているとも言えた。


「君のような生徒が出てくるとは予測していた。そしてそれを制裁の具体例として皆みなに示すことに決めていた。私の本気を見せておかねば」


　創海は、佳乃でなく、むしろ全校生徒に向けてそう語っていた。


「その余よ裕ゆう、憎にくらしい」


　佳乃は、ひらりと壇上に舞まい上がった。この年ねん齢れいの女子高生の流行に反して、スカートは極きよく端たんに長い。壇上の彼女の姿は、袴はかまをはいた武芸者のように見えた。


「目が見えていないように思えるが？」


　創海が聞いた。


　佳乃はうなずき、その目を開く。その瞳ひとみが、人間のそれとは思えぬ金色に輝かがやいていた。


「ちょっとした呪のろいというやつで、目が見えない。だが、手加減は無用。剣けん術じゆつには覚えがある。我流だが、技わざは名だたる道場を巡めぐって盗ぬすんだ。技には番号を振っただけだが、それでも名乗っておいてやろう」


　するり、と佳乃の身体からだが前方に滑っていった。どのように足を運んだのか、まるで傍はた目めにはわからない。長いスカートの効果である。


「一の技、変化の二」


　逆手に持っていた刀が、順手に瞬しゆん時じに持ち替かえられていた。凄すさまじい距きよ離りを佳乃は前進し、身体と腕うでを思い切り前方へと伸ばす。動き出しから技の終しゆう了りようまでは、一瞬だった。瞬時に距離を詰つめ、渾こん身しんの突きを放つ技であった。


　縮地と俗ぞくに言われる技であろう。


　通常、勢いよく走り出すためには後ろの蹴けり足が重要となる。が、縮地は、前に出す足を滑らせていくのである。重心を前足におきながら、その足をわずかに宙に浮かす。この矛む盾じゆんしたふたつを両立した時、一歩の踏ふみ出しが数メートルにまで距離を伸ばす。結果、あり得ない距離を一瞬で詰めることになる。


　さらに、この〝一の技、変化の二〟は渾身の突きだった。示じ現げん流りゆう等にある身体を低くして刀を振り出していく動きに似ていた。どちらも距離を一気に詰めるという点で共通している。


「目が見えていないと思ったが、心音を聞いているのか」


　創海は言った。身体をわずかにひねっている。刀の切っ先は創海の身体のわずかに横を通過している。そこは丁度、一瞬先まで創海の左胸があった場所だ。


「見切られた……！」


　佳乃は驚おどろきを表情に浮かべ、とん、と後ろに跳とぶ。


　縮地の利点は技の終了時に前足に重心が乗ることである。呼吸さえ気をつけておけば、技終わりが死に体となって隙すきになるのは一瞬で済む。前足を蹴れば、後方へ跳び退しさり、再び構えへと移行できる。


「縮地が一の技の肝きもなら、変化は打ち込みの種類の違ちがいというわけか。そのスカートのおかげで気づかれぬうちにわずかに距離を詰めていることも手伝って、普ふ通つうの相手なら最初の打ち込みをかわすのは無理だろうな」


　創海は、次々と佳乃の技を暴あばいていく。


　こうなると、さすがに佳乃も手の内を見せることを躊ちゆう躇ちよしたか、即そく座ざに次の技には移らずに様子をうかがう。


　すると、創海が動いた。


　佳乃は一瞬身体を緊きん張ちようさせたが、創海は大したことをしたわけではなかった。ただ、胸にさしてあったボールペンを抜ぬき、それを佳乃に向かって投げただけだ。


「っ！」


　白はく刃じんがひらめいた。


　一瞬後、パンッ、と乾かわいた音が響いた。


　佳乃はそのボールペンを切り落としていた。ボールペンの速度は尋じん常じようではなかった。創海は「まずは試ためし」とばかりに軽く投げただけだったが、銃じゆう弾だん以上の速度と威い力りよくがあっただろう。


　佳乃の頰ほおを冷や汗あせが伝う。


「音速を超こえて投げてみた。それがかわせたということは、音や空気の揺れだけで攻こう撃げきを察知しているのではないらしいね。心音から相手の動きを一瞬早く読み取っているのか。大したものだ」


　創海は研究者のように興味深そうに言った。


　先さき程ほどの乾いた音は、ボールペンを切り落とした音ではなかったのだ。創海の手とボールペンが音速を超えた証あかしだったということになる。


　かろうじてかわしはしたが、佳乃はすべてを見み抜ぬかれてしまったに等しい。もはや、彼女は何のなすすべもない。


「通じない、というの……」


「結果としてそういうことになる。受け入れてくれると嬉うれしい。私は校則を皆に守らせる。そのために私はこのように力を振ふるうのだと全員に知らしめたい」


　創海が構えた。


　その身体が光を放ちはじめた。


　それは神話の神そのものの姿だった。後光。西洋東洋を問わず、神の身体は光を放ち、円形の光背を持つ。それが本気になった創海ということならば、すなわち、彼は神に近い者、いや、それこそ本来の意味での神なのかもしれなかった。


「心音が……聞いたことのない音に……！」


　佳乃が驚きよう愕がくの表情を浮かべた。


　彼女には光が見えない。だが、確実に、超ちよう人じんすら超えた創海の異変を感じ取っている。


「校則違い反はんにより制裁」


　神にまでなった者が発するにしてはスケールの小さい言葉であったが、殴なぐられる者にとって恐きよう怖ふは変わらない。


　誰だれもが驚愕の速度で、創海は佳乃の正面に立つ。佳乃を抱だきかかえるような仕草をした。だが、それは抱ほう擁ようではなかった。右手を彼女の腰こしに回し、左手で作った拳こぶしを腹に打ち込んでいる。


　光が左拳から佳乃の腹部に打ち込まれ、その身体を貫つらぬいて創海の右手に当たると反射して佳乃の身体の中で弾はじけた。いわば衝しよう撃げきそれ自体が可視化されていた。創海は右手で衝撃を逃にがさず、左のレバーブロウの威力を何倍にも増したことになる。


「かっ、はっ！」


　佳乃が口から血を吐はいた。衝撃により臓器のすべてをかき回されたのだ。


「女の子相手だから手加減したよ。君の身体なら一か月程度は戦せん闘とう不能だろうね。だが死にはしない」


　創海は気を失って倒れる佳乃を抱き留め、彼女の仕込み杖をその手に取ると、どちらも静かに床に寝ねかせた。控ひかえていた教師を呼び、保健室へ連れて行くように命じる。


「さて」


　創海は壇上に戻もどって、再び全校生徒に向けて言う。


「私は男にはもっと容よう赦しやがない。言わなくてもわかるだろうけれどね」


　冗じよう談だんめかした言葉だったが、誰も笑わなかった。


　ここに集まっているのは、中学では校内最強と呼ばれていた者ばかりだ。彼らは自分こそ最強という意識が抜けない。抜けようもない。物心つかない頃ころから我わが儘ままが通らなかった者などいないのだ。誰もが自分ならばいかに創海と戦うか、と考えているのである。


「勝つのは不可能」と最初からあきらめた者は誰もいなかった。ただし「不意打ちなら」、「自分に有利なフィールドなら」、「成長すれば」という条件のつかなかった者はいないのだが。


　ともかく、一年生たちは、眼前の光景に血を熱くした。


「まずは一年生戦争を制する……！」


　一年生はまだ自分に何がどこまで可能なのかを知らない者も多い。そして、この学園ならば、それを存分に試すことができるのだ。


　異様な緊張感が講堂に満ちはじめた。


　しかし、いまいち気き炎えんが上がらないどころか、テンションの下がっている者が二名。


「勘かん弁べんして欲しいな。生きていける気がしない……。どうして女の子まで殺気立ってるんだよ……」


「いやぁ、まったく嫌いやだねぇ。生きていける気がしないね」


　芳一と幻死郎である。もっとも、まるで別の理由でテンションが下がっていたことはすぐに判明する。


「せっかく共学なのになぁ。女の子から嫌きらわれるなんて、生きていく気力がなくなる」


　そう言って幻死郎は女子の方を見やる。芳一はずっこけた。


「いや、そうじゃなくてさ。明日から喧けん嘩かばっかりだよ？」


「別にいいじゃない。ボクがやるわけじゃないもの」


「だけど、喧嘩売られるわけで、さ」


「降参すりゃいい。ボクはそうする。ルールじゃそうなってるしな」


「……まぁ、そうか」


　芳一はうなずいた。


　そこで気づいたことがあった。


　これまでの自分なら、幻死郎よりも極端な結論をすぐに出していたはずだ。つまり、この学校から逃げ出せばいい。妙みように安い学費に惹ひかれてきただけで、こんなところだとは知らなかったのだから。その上、一年生戦争。こうなっては、即そく日じつで逃げるのが普通だ。


　しかし、逃げ出すということが考えの外にあったのは、やはり、あのことがひっかかっていたからだろう。


　──月影君は、どうなるのかな……。


　彼のことを放ほうっておいて学園を去ることはできなかった。ただ一度、助けられ、会話をしただけだが、それでも彼には初見から何かを感じていた。


「なんでこんなことになってるんだか……」


　思わず芳一はそう口にしていた。


　ただの独り言だったのに、それに幻死郎が答えた。


「楽しくやりゃあいいのさ」





　そうこうしているうち、始業式は終わった。


　今日は、各クラスのホームルームで予定は終了だ。教師は大人であるから、無能力者なのだが、担任はしっかりとした威い厳げんを保っていた。というのも、担任も学園のルールに組み込まれていたからである。


「学園関係者への加害は、校内校外を問わず理事長による制裁の対象になるからな。よく憶おぼえておくように。だが、そのかわりに、この学園の教師は、生活指導は行わない。教師は授業の円えん滑かつな運営についてのみ責任がある。言っておくべきことはひとつだ。授業の妨ぼう害がいは厳禁。つまり、授業を受ける気のない者は教室より出て行くこと。たとえ出席がゼロでも点数最低での合格単位を与あたえる」


　教師は一いつ切さいの世間話をしなかった。本当に生活指導を行う気がないのだろう。生徒と交流する必要すらないということだ。


　──なるほど。ホントに勉強だけ教えるのか。


　芳一も内心で感心する。喧嘩がしたいなら授業に出なくても問題がないような仕組みになっているのだ。本当に何から何まで徹てつ底ていしている。


　数学担当らしい教師は、黒板に今後のカリキュラムを書きはじめた。微び分ぶん積分を早々に済ませ、集合、線形代数、位相空間、などなど見慣れない言葉の授業へと続くらしい。本来、大学の数学専せん攻こうでやるべき分野もある。


「皆みなの中には、知能面の超人もいると聞いている。すべての授業はいちばん理解の進んでいる者を基準に進行するからな」


　教師がそう言った頃には、すでにクラスの半分は教室にはいなかった。


　──英才教育もするのか。それも僕は関係ないなぁ。


　それでも生き真ま面じ目めな芳一は、最後までホームルームに出席してから教室を出た。


　まだ午前中だった。外に食事に出て行く者もいるようだったが、大半は校内にとどまっていた。彼らは元の中学で同じ者だった同士で固まっているが、そのかたまり同士の間で、探さぐり合いのようなことをしているらしかった。自らの能力を隠かくして相手の能力を聞き出したり、地元の悪の情報交こう換かんをしたり、未知の超人がいないか探ったりと、やることはいろいろあるのだろう。


　芳一は、廊ろう下かを出て中庭に向かう。この学園に購こう買ばい部があり、そこが機能していることを確かく認にんすると、いつもの商売をしようとポケットから道具を取り出す。折りたたんだ新聞の折り込み広告と、ハーモニカだ。


　広告を折り紙の要領で箱形に組み、それを人通りの多い渡わたり廊下に置くと、前に座り込んでハーモニカで一曲、流行歌を演奏しはじめた。


　芳一の音楽センスは、いわゆる超人的能力、というやつだった。それが開花したのは、幼よう稚ち園児だったとき、幽ゆう霊れいか天使のような不思議な女性に出会ってからだ。


　それから、芳一の生き方は変わった。彼は歌で、音楽で世の中を渡ることに決めたのだった。世界を見て回り、行く先々で他人を笑え顔がおにし、ちょっとのお金をもらう。そんな風ふう来らい坊ぼう生活が性しように合っていると感じていた。


　いくつかの街の駅前と同じように、この学園でもたちまち芳一の周囲に人だかりができた。彼の演奏は耳に優やさしく、かつ遠くまで響ひびいた。誰もが足を止め、その音の下もとへと集まりたくなる抗あらがいがたい魅み力りよくがあった。


「リクエストは百円。今日は十人まで。寄付はいくらでも」


　芳一はそう言って、箱を指でつまみあげた。


　流行歌、ブルース、演歌、何を頼たのまれても芳一は見事に演奏した。リクエスト分の十曲を見事に演奏し終えて、芳一がアンコールとばかりに『スタンド・バイ・ミー』を演奏すると、全員がうろ覚えの英語をわめきだした。二重三重にできた人ひと垣がきが揺ゆれ、全員の顔に笑みが浮うかぶ。


　アンコールも終わり、万ばん雷らいの拍はく手しゆで迎むかえられた芳一の箱には、小銭で二千円ほどが入っていた。


「昼と、晩飯も大だい丈じよう夫ぶだな」


　そうひとりごちる芳一だった。


　まだ聴ちよう衆しゆうは芳一から離はなれがたく感じているらしかった。口々に芳一の演奏を讃たたえ、中には商売にならぬものかと企たくらんでいる者もいるようだ。が、ある瞬しゆん間かんから、そのざわめく一郡が、さぁっ、と蜘く蛛もの子を散らすように離れはじめた。


　何事、と芳一が顔を上げると、そこにはリーゼントの曽そ野の浩こう三ぞうがいた。


「よう」


　浩三は横おう柄へいに言った。


　キングダムのナンバーツーの登場とあっては、皆も散り散りにならざるをえまい。


「まいったな。お金、取ろうっていうんですか？」


　芳一はぼやく。


　が、浩三はしかめっ面つらをしつつも、首を横に振ふった。


「馬ば鹿か。校内でやったら理事長が飛んでくる。超ちよう感覚を持った奴やつが生徒会にはいるんだよ。そいつが暴ぼう力りよく沙ざ汰たやカツアゲを許さねぇ。今いま頃ごろ、それを知らない一年坊ぼうどもは見えない所なら理事長も気づくまいと思って悪さを試しているところだろうさ」


　浩三が言うと、遠くから凄すさまじい打だ撃げき音と悲鳴が聞こえてきた。


「……なるほど」


　芳一も納なつ得とくした。男には容赦がないと創海は言っていたが、どうも本当らしい。


「それより、あんまり手前ぇみたいなのと長く話していてリーダーに話が通っちゃまずい。手短に言うぜ。結局、月影雪千代は自分の意志でキングダムに入った」


「え……」


　芳一は絶句する。


「忠告だ。あまり近寄らない方が良い。助けようとなんてするなよ。それだけだ」


　浩三は、言い終わると即そく座ざにきびすを返した。


　呼び止める気力は芳一にはなかった。


　浩三がキングダムを内心で快く思っていないことも、そこに雪千代が入ることもあまり良くは思っていないようだった。だからこそ、浩三の言葉が噓うそや何らかの悪意があってのことでないことは理解できた。


　となると、本当に雪千代は自分の意志でキングダムに入ったのだ。


　なぜか？　答えとして思いつくものはひとつしかない。


　雪千代もやはり恐きよう怖ふに勝てなかったのだ。


「ああ、そうだ……」


　それだけ、と言ったはずの浩三が振り返り、言葉を付け加えた。


「手前ぇの演奏、良かったぜ。そういう能力もいいものかもしれねぇな。直接、心に響いてくるっての、さ」


　その言葉は、芳一に少しだけ気力を取り戻もどさせてくれるような気がした。


　助けようとするな、と浩三は言ったが、もし、自分の音楽に心を動かすものがあるのなら、彼の恐怖を和やわらげる役には立つかもしれない。


　芳一は走り出し、廊下、教室、校庭とキングダムのスズメバチの印を探して回った。それは校門で見つかった。


　キングダムの一団が、悠ゆう然ぜんと学園を出て行こうとしていた。


　その中に、芳一は雪千代を見つけた。


　思わず駆かけ寄ろうとした芳一の足が止まる。


　雪千代はスズメバチの印のあるスカジャンを着込んで、ヘッドの真ま壁かべ嘉か門もんに肩かたを組まれていた。


　それだけなら、まだ芳一も声をかけられたかもしれない。


　しかし、雪千代の顔には、媚こびたような笑みが浮かんでいた。何やらお世辞を嘉門にささやいているようだった。何言か嘉門が返すと、時折、大げさに笑っていた。


　その表情は、映画で見た男たちの真ま似ねをするよりも、彼には似合っていなかった。
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猛もう犬けん、狂きよう犬けん、猟りよう犬けん、闘とう犬けん


危険な犬は数あれど


真の危険は復ふく讐しゆう犬


犬いぬ塚づか佳よし乃のに近づくな


復讐遂とげるその日まで


切らぬは過日の想おもいのみ




　翌日、暗い気分で学校に顔を出した芳ほう一いちは、教室の扉とびらを開けたとたん、騒さわがしい一団に出くわした。しかも、まさに自分の机で騒いでいたのだからたまらない。


「話を聞くだけでも有料だぜ。ほら、近寄るな、近寄るな！　オッズは変動するぜ。今は開戦前の暫ざん定ていオッズだ。締しめ切りは月末の一週間前だからな！」


　騒ぎの中心にいるのは、門もん馬ま青あ緒おだった。


　冗じよう談だんじゃない、と芳一はぼやくが、近づきつつ青緒の言葉を聞くともなく聞いていると、その内容に思わず聞き入ってしまう。青緒は情報屋を自任するだけに、近きん隣りんの中学校の事情に通じていたようで、クラスと名前を並べ立てては特とく徴ちようを話していく。


「まずはクラスごとに喧けん嘩かがはじまるってのがセオリーだ。クラスで一番強い奴が誰だれかってのもポイントになるからな。まずＦ組。麻あさ田だ哲てつ平ぺいってのが西中でならしてた喧嘩屋だ。こいつの能力は単純で電でん撃げきを飛ばすことができる。だが、それより怖こわいのは、こいつの性格だ。実は極ごく道どうの息むす子こで、組の用心棒を早くからやってた。実戦経験もバリバリあるってわけだ」


　青緒の話はテンポがよい。まるで競馬の予想屋だ。周囲に集まった生徒たちは、感心したようにうめいている。このＡ組だけでなく、他のクラスからもわざわざやってきた者までいる。


「Ｅ組は、ご存じの月つき影かげ雪ゆき千ち代よ。実力は初日にキングダムの中心メンバーをぶちのめしたのでわかると思うが、Ｆ組の麻田が先に月影に手を出したらわからないぞ。鉄てつ拳けんは電撃をもろに受けるからな」


　月影の名を聞いて、芳一は思わず群衆をかき分けて前に出る。


「それ、本当なの？」


「本当も本当……って、話に割り込むなよ。金取るぞ、宮みや殿どの」


　青緒は文句を言った。


　芳一は、青緒に近づくと、彼が今腰こし掛かけており、賭かけ事に使うオッズ表が勝手に置いてある机を叩たたいた。


「金取るぞ、って、ここは僕の机だ」


「ああ、そうか。幻げんちゃんの後ろだから使いやすくってな」


　青緒が言ったのは魔ま淵ぶち幻げん死し郎ろうのことである。彼は芳一の前の席に座ってパイプを吹ふかしていた。


「最初はボクの机でやってたからどけと言ったんだ。そしたら一個後ろに移りやがった。みんなも情報受け取るだけならいいが、金は賭けるなよ。オッズは胴どう元もとの取り分が最初っから決まってるんだ。損をしないのは胴元だけさ」


　集まった面々に幻死郎はうそぶいた。


「そらないぜ、幻ちゃん。ほら、大だい丈じよう夫ぶ、胴元の取り分はすげぇ少ないだろ？　倍率見ればわかるじゃん」


　青緒は慌あわてて訂てい正せいする。周囲に媚びを売りまくる口調は、なかなかに堂に入っていて、根っからの商売人を思わせる。


「それに、ほら、クラス代表って意味だと、このＡ組最強は間ま違ちがいなくこの魔淵幻死郎に決まってるぜ！　いや、一年最強もこれで間違いな……って、幻ちゃん？」


「ボクは、そーゆーのやんねぇって」


　幻死郎は立ち上がった。そして、芳一の袖そでを引く。


「行こうぜ。どうせ授業フケるんだろ？」


「あ、ちょっと幻ちゃん……ちぇ。魔淵幻死郎は倍率高くなったよ！　あいつがその気になれば天あま澤ざわ創そう海かいだってやれるかもしれない！　その気になるかどうか賭けてみるってのも手だよ！」


　青緒は売り込み文句を変えたらしい。それを合図に、群衆は改めて情報収集と賭け事に夢中になりはじめた。


　その声を背に、芳一は幻死郎の後に続いて教室を出る。


「どこに行くんだい？」


　芳一は前を歩く小さい背に聞く。


「静かなとこに行きたいね。喧けん嘩かの起こらない場所がいい」


「そんなところ校内であるのかな？」


「校庭脇わきの用具倉庫があるだろ。あそこの屋根、登れそうだ」


　幻死郎が言った。向かってみると、その通りだった。高台にある校舎から校庭に向かうスロープのフェンスを乗り越こえると、用具倉庫の屋根の上に飛び移れた。


　コンクリートの屋根は汚よごれていたが、最近雨が降っていなかったこともあり、手で砂を払はらうと、白い地じ肌はだが覗のぞき、そこの上ならば座っても服は汚れそうになかった。


「ここで喧嘩する奴やつはいそうにないね、確かに」


　芳一は座り込んで、買ってきた缶かんコーヒーを開けた。


「校庭でやる奴は多いだろうが、ま、そうなれば、それこそ高みの見物という奴だ」


　幻死郎が隣となりにちょこんと座り、こちらは缶コーラを開ける。美う味まそうに飲むと、にっこりと笑った。天使のような容よう貌ぼうのため、中性的なかわいらしさがある。芳一は、その顔を横目で見る。暴力の香かおりは少しも漂ただよってこない。


「だけど、喧嘩嫌ぎらいって言ってる割には門馬君が君のことを強い強いって騒いでるね」


　不思議に思った芳一が聞いてみた。


「困ってるんだよな。面めん倒どうは避さけたい性格なんだ」


　幻死郎はコーラを置くと、ケースからパイプセットを取り出した。ボウルの灰を専用の折りたたみナイフで搔かき出して下に捨てると、缶から新しい葉をつまんで詰つめ、マッチを擦すってパイプに火を入れる。


　その手慣れた動作を感心して芳一は眺ながめる。視線に気づいて、幻死郎はにやりとする。


「紙巻きよりずいぶんマシだぜ。興味があるならキミも買ってみるといい」


　煙けむりを吐はき出すと、ボウルの浮うき上がった葉を専用ナイフの平らな尻しりで押し潰つぶした。


「昨日も言ったけど、僕は煙草たばこ自体吸わないんだ。それにしても、面倒を避けたいなら、どうしてこの学校へ来たんだい？」


「そいつはキミもだ。同類の匂においがするよ、ボクら」


　パイプで芳一を指し示す幻死郎に、芳一は苦笑いを浮かべた。


「流れ者なんだ。家出をしてる。僕は少々稼かせげるから、なんとかなってる」


「ここは学費が安いからねぇ。こっちもそんなところさ。面倒事が無い場所ってのは、お金がかかることになってる。で、危険な場所は安くできてる」


　幻死郎は、薄うすい煙を空に向かって吹かした。


　微かすかな紫むらさきの混じった白色のそれは、青空に溶とけるように消えていった。


「ここは、危険な場所、か。その割には今は静かだね」


「何事にもタイミングってものはある。静かなのが嫌きらいなら、しりとりでもするかい？」


　冗談を言う幻死郎に、芳一は笑った。缶コーヒーを飲み干し、缶を遠くのゴミ箱に放ほうる。乾かわいた音が響ひびいた。


　それから二人は何も言わず、ただ空を見上げていた。


　やがて、芳一が、ぽつりとつぶやく。


「しりとり」


　幻死郎も、ぼんやりとした顔で答える。


「リュクルゴス」


「すいか」


「カッサンドロス」


「するめ」


「メナンドロス」


「……数学」


「クレイトス」


「…………枢すう軸じく」


「クレオメネス」


　そう言われた芳一は黙だまり込んだ。


　二人とも空を眺めたまま微び動どうだにせず、顔も合わせない。


「あのさ」


　芳一はゆっくりと切り出した。


「なんだい？」


　幻死郎も気のない返事である。


「〝す〟攻ぜめってのもわかるけど……」


「古代ギリシャの人名を憶おぼえておくと、簡単なんだよ」


「ふうん。そうなんだ」


「ダレイオス」


「うへぇ」


　と、棒読みでわざとらしく驚おどろく芳一。


「またボクはしりとり無敗伝説を築いてしまった」


　やはり棒読みで幻死郎。


「それはすごいね」


　またしても、静かで、何も起こらない時間が流れる。パイプの煙は空に上がっていくが、それほど遠くまで行かずに消える。


　数分もした頃ころ、芳一は切り出した。


「あの、さ。僕の友達が、キングダムに入ってしまったんだ」


　やはりそちらには顔を向けず、しばらくして幻死郎は答える。


「ああ、見たよ」


「どうしよう」


「さてね」


　そう即そく座ざに口にする幻死郎である。


「……まぁ、そう言うと思った」


「そもそも、まだ二日目で友達とはな」


「そういうものだと僕も思っていたさ。でも、まぁ、出会った瞬しゆん間かんに、これだ、って感覚はあると思うんだよね」


「一ひと目め惚ぼれみたいなことを言いやがるなぁ」


「気味悪いね、確かに」


　芳一は苦笑いを浮かべる。


「ま、わかると言えばわかる。ボクら似ているとボクだって直感したわけだから」


　幻死郎もいたずらっぽく笑った。


「ああ、そんな感じだね」


「だけどボクに言えることはないさ。いや、ちょっと待った。あれは……」


　幻死郎は空から地上に顔を戻もどした。


　芳一も前に目を向ける。


　校庭にぞろぞろと歩いてくる二十人ほどの集団がいた。その先頭には二年生がおり、やや下がった左右に二名の一年生が並んでいる。やがて、最初の三人が中央に立ち、その周囲を見物人たちが取り巻いた。二年生が真ん中に立ち、一年生同士が向かい合っていることから見て、どうやら古式ゆかしい形式の決けつ闘とうが行われるようだった。


「どうやら最初の喧けん嘩かだな。だが……」


　幻死郎は含ふくみを持たせた言い方をした。


　決闘者の片方は女の子だった。しかも……。


「え？　彼女、昨日ひどくやられたんじゃなかったっけ？」


　芳一が思わずそう口にした。


　女の子は、特とく徴ちよう的な長ちよう髪はつから、遠目にも犬塚佳乃とわかったが、芳一の言った通り、仕し込こみ杖づえで倒たおれそうになる身体からだを支えている。そもそも盲もう人じん用の杖は身体を支えるものではない。それにすがらざるを得ないほどに消しよう耗もうしているということだろう。


「創海にたたきのめされた翌日、しかも女の子になら勝てるってことかね？」


　幻死郎は苦笑いを浮かべる。


　相手がまさしくそう考えているらしいことは、もう一人の決闘者の薄うす笑わらいを見ればはっきりとわかった。バンダナを海かい賊ぞく巻きにして、右手からチェーンをぶら下げている男は、いかにもおさえきれないといった嗜し虐ぎやく的な笑みで佳乃の顔を見ている。


「ひどいな」


「ああ、いかにもうんざりするな」


　と、幻死郎。


「……心配だな。ねぇ、どうにかならないかな？」


　芳一は聞くが、幻死郎は静かに煙を吐きながら言う。


「そう思うなら、キミが行ってぶん殴なぐるしかないんじゃないか？　それが一番早い」


「暴力以外の解決策を聞いてるのさ」


「それができれば世の中は平和さ。だからボクは話せばわかるって相手としか関係していない。そうでないと疲つかれるばっかりだ」


　幻死郎は首を振ふった。かなり無責任な言葉ではある。それには芳一もさすがに素す直なおにはうなずけなかった。


「だけど、それじゃあ、今、あの子は……」


「痛ましいのはわかってるさ。だけど、うんざりするってのは、彼女に対しても言ったんだ。自分で望んでゲームに参加してるんだから」


　それは確かにそういうことなのだった。


　芳一は釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま遠くの二人を見やる。


　今、まさに決闘がはじめられようとしていた。佳乃、バンダナとも距きよ離りを置いて立ったまま動かない。間に立った二年生の審しん判ぱんが、手を上げて構えていた。それを振り下ろすのが合図なのだろう。


　周囲もざわめくのをやめていた。静かな、緊きん張ちようした時間が過ぎていく。


　す、と審判の手が下りた。


　と、同時に佳乃が動く。だが、それは苦しさに耐たえられず、膝ひざから地面に崩くずれ落ちるかのような動きだった。


　バンダナは、薄笑いを浮かべ、チェーンを振り回し、何事かあざけりの言葉をかけようとした。


　しかし……。


　その言葉は最後まで続けられることはなかった。


　倒れ込んだ佳乃が、その倒れ込む動きのままに杖を上段に掲かかげると一気に振り下ろし、それでバンダナの額を痛打したのである。


　額を割られたバンダナは、気絶し、顔面を血に染めて、派手に土つち煙けむりを立てて倒れた。


「二の技わざ、変化の五」


　佳乃は、そちらを見もせずに、再び杖をついて立ち上がる。


　野や次じ馬うまたちは静まりかえっていた。


　狙ねらい澄すました一いち撃げきだったのは確実だった。が、佳乃が昨日のダメージを抱かかえたままなのも事実だった。恐おそるべきは、自らのダメージさえも隙すきを誘さそうのに利用した彼女である。


「勝ったのは犬塚！」


　審判の二年生が、倒れたバンダナを確かく認にんして宣言した。


　そこでようやく野次馬たちはざわめきはじめた。


　芳一も感心した声をあげる。


「すごいな……。勝っちゃったよ」


「そうらしいね。でも、次は駄だ目めかな」


　つぶやくように幻死郎が言った。


「次？」


　芳一は目をこらす。


　その場を歩み去ろうとした佳乃に向かって、野次馬たちの中から歩み出た者がいた。


「この場で、俺は犬塚に挑ちよう戦せんする」


　そう言った男は、右手を銀色に輝かがやかせていた。


　思わず芳一は反応する。


「月影君！」


　佳乃に大おお股またで近づいて行くのは、紛まぎれもなく雪千代だった。


　それを確認した芳一は、用具倉庫の屋根から降りると、そちらに走っていく。


「ありゃあ……。まいったなぁ。厄やつ介かいなことになるって言ったのに……」


　幻死郎も、屋根から、ひょい、と飛び降りると、芳一の後を追って歩き出す。


「審判、これで決闘成立でいいな？」


　雪千代は、芳一の存在に気づいているのかいないのか、審判と佳乃を交こう互ごに見やり、そう聞いた。


　が、審判は首を横に振る。


「その右みぎ腕うでは武器とみなされる。挑戦された者は日時の指定が可能だ」


「待て、こいつは俺の腕だぜ」


　雪千代が右腕の袖そでをまくりあげる。


　が、またも審判は首を横に振った。


「先日、理事長にお聞きした。これは理事長の裁定だ」


　そう言われては引き下がるしかない雪千代である。


「くっ……」


「女と見ると鼻息を荒あらくする奴やつばかりで困る。お前との決闘は月末だ」


　あざ笑うように佳乃は言った。


　冷たい印象の彼女が浮うかべた皮肉な笑えみは、男性にとっては少し印象がきつすぎるものだった。しかも、指定の月末は、決闘が許される期間の最終日にあたる。


「ふざけるな！　この場で即座にだ！　それとも負けるのが怖こわいか」


　雪千代は熱くなった。


　が、あくまで佳乃は冷たい。


「まさか。だが、お前には私が切る価値は感じない。心臓の音を聞けばわかる。そいつが何を考えているのかは」


「なっ……」


　ハッタリとも思えず、雪千代は思わず自分の左胸をおさえた。佳乃は目が見えない。それでも戦えるのは、誰だれよりも音を聞く能力に長たけているからだ。心が本当に見み透すかされているに違ちがいない。


「私は、強くなる。そのために切る相手を選ばなければならない。悪いな。どうやら、私が切るべき相手は別にいるらしい。ほら」


　佳乃が芳一たちの方を指し示した。


　雪千代が、ぎょっとしたように目を剝むく。


「宮殿……」


「そっちじゃない、その後ろを歩いてくる奴だ。あいつは、強い」


　佳乃の杖の先は、ぴたりと幻死郎に向けられていた。


　しかし、佳乃の言葉を無視するかのように、幻死郎は何食わぬ顔で歩いてきた。


「私は、あいつと戦いたい」


　そう言って歩き出す佳乃だったが、その前に雪千代が割り込んだ。


「俺に価値がないと言われちゃ黙だまってられない。俺に価値がないというなら、俺をさっさと片付けたらどうだ？」


　雪千代が言った。


　佳乃も表情を厳しいものに変える。


「そういうことなら、一いつ瞬しゆんで片をつけてやろうか……？」


　が、各人の思おも惑わくを正面から打ち破るかのように、走ってきた芳一が割り込んできた。


「やめてよ、月影君！　女の子を殴るような人じゃないだろ、君は！」


「……だ、そうだ」


　佳乃は気勢をそがれたかのように首を振った。


　一方、雪千代は、あからさまに表情を殺し、目をそらす。


「そういう人じゃない？　昨日今日で何がわかる」


　そして、吐はき捨てるように言った。


　芳一は、一瞬、答えに詰つまる。が、雪千代の前に回り込むと、顔を正面から見み据すえた。


「わかるさ。少なくとも、女を殴るってのは、どんなことがあってもしないだろ」


「聞いたようなことを言うな！」


「どこのヒーローだってしないさ。そういう男だったんじゃないのか？」


　芳一のその言葉に、雪千代は再び顔をそらした。


「知らないね。そもそも、俺はもう顔向けできないんだよ。俺は死ぬのが怖かった。それだけだ。失うせろ。俺の前から」


「そりゃ、死ぬのは怖いさ。恥はずかしいことじゃない。だけど……」


　芳一は雪千代がそらした顔の前に回り込もうとする。


　と、それを雪千代は左手で突つき飛ばした。


「失せろ、と言ったぞ。言うことをきかなければ、次は右手で胸を突くぜ」


「でも……」


「黙れ。もう二度と俺に関かかわるな。それほど長いつきあいじゃないんだ。列車で居合わせただけの、つまり、人生一回きりの友達って奴さ」


「それでも友達には違いない」


「そんなわけがあるか。そもそも、俺は弱い奴は友達に出来ない。危険が俺の商売だ。あんたに何ができる。ハーモニカが吹けるなんてエテ公にはふさわしい特技だよ。殴り合えないで何が男だ。臆おく病びよう者が！」


　雪千代のその言葉は痛つう烈れつだった。


　芳一は黙り込んでしまう。何事も一人の流れ者としてやり過ごしてきた日々を否定されてしまったのだ。そして、それは内心では気づいていたことでもある。


　雪千代の顔が一瞬、曇くもったが、すぐに彼はきびすを返す。


「ちっ、結局、気勢をそがれてしまったぜ。じゃあな」


　逃にげるかのように背中をまるめてその場を早足に去る雪千代である。


　芳一は、後を追うことが出来なかった。


「さて、男同士の愁しゆう嘆たん場ばのお芝しば居いはおしまいかしら？」


　芳一と雪千代のやり取りによって話をそらされた形になってしまった佳乃が嫌いやみを言った。


「……お芝居？」


　失礼じゃないか、と芳一は不満顔になるが、佳乃は意に介かいしていない。


「それだけ馬ば鹿からしいってことよ。私にはまったく関係のないことだしね。そう、私はこっちに忙いそがしいの」


　そう言って、佳乃は、ようやく近くまできた幻死郎に顔を向けた。


「ねぇ、あなた。私と戦って」


　簡単な言葉だったが、それだけに奇き妙みような色気と迫はく力りよくがあった。長いまつげの目を閉じた美少女の薄うすい唇くちびるから漏もれた冷たい印象のあるそれは、聞いている野次馬の背筋をぞくりとさせるに十分なものがあった。先さき程ほどの対決を見ているならなおさらだ。


「うん。いいよ」


　しかし、幻死郎は、その子供っぽい印象そのままの口調であっさりとうなずいた。


　その様子は見ている者を拍ひよう子し抜ぬけさせたし、何より佳乃が不快そうに眉まゆを動かした。


　それでも、返答はイエスだったのだ。


「審しん判ぱん。それなら、いまここで決けつ闘とう成立だ」


　佳乃は言った。


　審判もそれを了りよう解かいする。


　野次馬は、今度は佳乃と幻死郎を取り囲むように移動しはじめた。


「ちょ、ちょっと戦わないって言ってたんじゃ……」


　芳一は慌あわてるが、輪の中に取り残されるわけにもいかず、仕方なく二人から遠ざかる。


「いつでもいいぞ」


　佳乃は合図を待ち、今度は仕し込こみ杖づえを抜いて、ぎらりとした刀身をさらして構えた。


　一方、幻死郎は、決闘前とは思えぬ穏おだやかな顔で静かにパイプを吹ふかしている。


　審判が手を上げた。緊きん張ちようした空気が周囲に満ち始める。


　と、幻死郎が、その緊張を破って声をあげた。


「審判！」


「なんだ？」


「ボクの負け。とても勝てません」


　幻死郎が言って、大げさに肩かたをすくめた。


「え？」


　審判が聞き返した。


「だから、負けを宣言します」


「……あ、ああ。了りよう承しようした。犬塚の勝ち」


　微び妙みように納なつ得とくしていない様子で審判は言った。観衆も不満顔だった。そして、何より納得していないのは佳乃である。


「審判、まだ何もしていないぞ！」


　激げつ昂こうする佳乃だったが、審判は戸と惑まどいつつも引き下がりはしない。


「いや、ルールはルールだ。何もせず敗北を宣言することは可能だ」


「待て、それはどういうことだ？」


「決闘は終わりだ。君は勝った。魔淵は君の好きにしていい。殺しさえしなければ」


　審判は気を取り直したのか、きっぱりと言った。


「……糞くそっ、ふざけた真ま似ねを！」


　佳乃が怒いかりに顔を紅潮させる。


　それでも幻死郎は気にするそぶりすら見せなかった。


「ま、ふざけてはいるけど、真似じゃなくて、本当にふざけてるんだ。それだけは言っておこうか」


　本当にふざけたことを言い、振ふり返って歩き出す。


「貴様！」


　佳乃は叫さけんだ。


　幻死郎の背中に向かって突とつ進しん。その無防備な首に横よこ薙なぎに刀を一いつ閃せんさせる。


　ビチィッ、と肉と金属のぶつかり合う嫌いやな音が響ひびいた。


　幻死郎の首には見事に刀が命中している。


「なに！」


　何より斬きりかかった当の佳乃が戸惑っていた。相手の力量からするに、避よけられると思っていたのだろう。それほどにあからさまな、ただ振り回しただけの一いち撃げきだった。


　刀は殺人禁止のルールを万が一にも破らぬように刃はを潰つぶしてある。とはいえ、金属の塊かたまりであることは間ま違ちがいない。細い首に一撃を食らってはタダでは済まないはずだ。いかに超ちよう人じんといえど、死を免まぬがれるとは思えない。


　しかし、首を打たれた幻死郎は、そのまま前に数歩ほど進んでいた。打たれた衝しよう撃げきなどなかったかのように、だ。


「馬鹿な……」


　佳乃は啞あ然ぜんとする。刀は衝撃を吸収するゴム板でも叩たたいたかのようだった。


「え？　あ、ああ……」


　幻死郎は、きょとんとして振り返った。そして、佳乃の表情で、はじめて打たれたことに気づいたかのように、はっ、とした。


「やーらーれーたー」


　そう言って、首を撫なでると、帽ぼう子しを脱ぬぎ、よっこいしょ、とその場に倒たおれた。パイプをくわえなおすと、そのままのんびり煙けむりを吹かす。


　見物人たちは、言葉を失っていた。幻死郎の言葉に呆あきれたわけではない。ただ単純に化け物を見た時の反応である。鉄の棒で殴なぐられても、銃じゆう弾だんを食くらっても平然としているような超人は創海以外に誰も見たことはなかった。


　その場にいた誰もが内心で思っていたことがある。


　──こいつが本気を出せば最強なんじゃないか？


　それは、佳乃ももちろん同じ気持ちだった。


「き、貴様……何な故ぜ、そこまでの力を持ちながら本気にならない！」


　佳乃は怒ど鳴なる。


「いつも本気だよ、ボクは。本気だからキミに負けたんだ」


　幻死郎はよっこらせ、と立ち上がり、砂を払はらうと帽子をかぶり直す。


「そんな理り屈くつがあるか！」


「いや、正しい理屈さ。ボクはこの学校にいる限りは、キミに屈くつして生活するわけだ。それにゃ少々覚かく悟ごがいる。いつキミが足をなめろと命令してくるかビクビクしながら生活するわけだ。できればなめるのは足の親指と人指し指の間がいいんだけど」


　ろくでもないことを言う幻死郎であるが、ルール上は正しかった。実態はともかく、幻死郎は佳乃の下にランクづけられたのだ。


「ふざけるな！　私は、私は……！」


　愚ぐ弄ろうされたと感じた佳乃は収まらない。幻死郎に詰め寄っていく。


　しかし、佳乃を妨ぼう害がいする者が、思わぬところから現れた。


「待った、次は俺が！」


　見物人の中から、お調子者がそう名乗り出たのである。もちろん幻死郎でなく、佳乃との勝負をさせろ、ということだ。弱っている佳乃を狙ねらっている者は野や次じ馬うまの中には多かった。冷静さを失った今ならなんとかなるかもしれないということだろう。


「ち、面めん倒どうだ。いつでもいいぞ！」


　佳乃がそう言ったので、審判も了承せざるを得なかった。そのため、準備する間もなく、即そく座ざに決闘となったが、佳乃の関心は、歩み去っていく幻死郎に向けられている。


「おい、よそ見をしている場合じゃないぜ！」


　お調子者は、背中を向けている佳乃に容よう赦しやなく飛びかかった。


　しかし、お調子者は忘れていた。目の見えない佳乃は、どちらを向いていようとさして違いはないということを。


「三の技。変化の一！」


　佳乃は背後に仕込み杖を突き出し、飛びかかってきたお調子者の腹にえぐるような一撃を与あたえる。その突きの勢いを殺さず、仕込み杖をまるで旗はた竿ざおのように持ち上げると、宙から地面に一気にお調子者を叩きつけた。


「私は、今、機き嫌げんが悪い。そこの奴やつ。私から決闘を申し込む」


　佳乃は、手近な一人に杖の先せん端たんを突きつけた。


「い、いや、それは、ちょっと……」


　指名を受けた野次馬の一人は、いかにも威い勢せいの良い茶ちや髪ぱつ長髪に黒ずくめの伊だ達てワル風だったが、完全に怯おびえているくせに、女の子に負けるというのが許せないらしく、辞退を宣言できずにいる。そのため、やや待った後、審判が決闘を了承した。それと同時に仕込み杖がひらめき、伊達ワルを地面に打ち倒す。


　伊達は伊達にすぎなかったか、と間抜けな感想を漏らす暇ひまもなく、野次馬たちは慌ててその場を去りはじめた。次に指名されないとも限らない。


　やはり佳乃も化け物の一人であった。女とは、いや、人とは思えぬほどの膂りよ力りよく。何より目が見えぬため、逆に全方位に死角のない視界。生半可な超人では手が出せない。


　最後に審判が校庭を去った。


　残されたのは、幻死郎、佳乃、芳一のみだ。


　もっとも幻死郎だけは、元いた用具倉庫の屋根に再びあがって座り込んでいたが。


「おーい、芳一ちゃん。コーヒーとコーラふたつ買ったぞ。次、将しよう棋ぎでもやんない？」


　のんきに呼びかける幻死郎だが、芳一は気が気ではない。近くには激昂している佳乃がいるのだ。


「あ、将棋、将棋ね。やろやろ。チェスでも、チェッカーでもバックギャモンでもいいよ。放ほう浪ろう生活長いからゲーム大得意」


　芳一は、作り笑いでへらへら笑いながら幻死郎のもとに走っていく。


　と、その背後を目が見えぬとは信じられない速度で佳乃が追いかけてくる。


「うわ、うわ、うわ」


　逃げるように屋根に登る芳一である。


　それを見て、平和そうに幻死郎は笑い声をあげる。一方、用具倉庫の壁かべの前にぴたりと止まった佳乃は、まだ殺気立っている。


「返事を聞かせてもらうぞ、魔淵。まだ納得はしていない」


「いいじゃん別に。負ける覚悟で負けたんだし。さっきわかったろ？　女の子に負けたくないってばかりに意地張ってひどい目に遭あう奴もいるのさ」


　先程の伊達ワルのことである。それは佳乃も納得せざるを得ない事実だった。


「……それは、わかる。だが、それとこれとは」


「わからないかな。ボクは、キミに負けたんだ。女の子に負けたんじゃなく」


「女をひっかけるような言葉を吐はくな」


「違うな。色んな意味でひっかかったのはボクだ。厄やつ介かいなことになるのがわかっていて関かかわってしまった」


　幻死郎はそう言って、手を下に伸のばすと、佳乃の杖を引っ張り上げた。抵てい抗こうして佳乃が手を上に上げると、杖を離して今度は佳乃の手を握にぎった。と、次の瞬しゆん間かん、ふわりと佳乃の身体からだが浮ういていた。幻死郎が佳乃を持ち上げ、屋根の縁へりに佳乃を座らせたのである。


「き、貴様！」


　何事か言いかけた佳乃だったが、その膝ひざにひょいと幻死郎が頭をのせて寝ね転ころがったことで、背中をびくりとさせる。


「ひゃ！　な、何をするか！」


「ひざまくら」


「誰だれがまともに答えろと言った！」


「ボクは美人に弱くてね。つい甘えたくなる年とし頃ごろだしな。それに、このくらいの役得がないとやってられない。とはいえ、まったくやましい気持ちがないってのは、キミにはわかるだろ？」


　にやりとする幻死郎である。


「そ、それは……わかる」


　悔くやしげに佳乃は言った。


「やましい気持ちがアリアリとしか見えないけど……」


　芳一が横目で見つつ言うと、佳乃が「認めたくはないが」といった表情で言う。


「私は心臓の音でそいつの感情がわかる。こいつは興奮しているんじゃない。安心しているんだ」


「え……？」


　芳一は戸惑う。


「貴様は興奮しているがな」


　佳乃が言った。


「は、はは……そりゃ、犬塚さんは美人だから」


　苦笑いをする芳一である。


「ふん。貴様のような反応が普ふ通つうだ。それをこいつは何だ。何者だ？」


　佳乃は言いながら、ガンガンと拳こぶしで幻死郎の頭を叩く。
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「いくら丈じよう夫ぶでもボクの頭は打楽器じゃないぞ。というか、本気の腕わん力りよくで殴ってるだろ」


　背筋を寒くするような相当に奇きっ怪かいな音が周囲に響いているが、幻死郎は眉まゆをひそめただけだ。


「えらく丈夫だな。もしかしたら、創海よりも固い」


「ボクぁ不死身でね。そんだけさ。さて、キミの話を聞きたいな。正直、キミの喧けん嘩か好きには辟へき易えきさせられるね。どうして強くなりたいなんてことを？　今のままでも十分に強いじゃないか」


　幻死郎がそう言うと、佳乃は冷たい表情を取り戻もどした。


　周囲の空気が変わる。


　芳一は、思わずびくりとした。


　幻死郎は平然としているが、誰も寄せ付けぬ冷たさが佳乃には満ちていた。


　近づくだけで動けなくなるようなオーラに彼女は覆おおわれていた。


「創海に匹ひつ敵てきする……いや、もしかしたらそれよりも強い怪かい物ぶつがいたとして……。そいつをどうしても殺したいとしたら……」


　佳乃が独り言のように言った。


「そりゃあ、創海が脅きよう威いに思うような実力をつけるしかないな。それに、そこまでの奴なら、自然と創海から気にかけられるはずだ。この学校にいれば遭えるかもしれない」


「そういうことだ」


「だが、創海が脅威に思うような実力ってのは、キミには無理だ」


　あっさりと幻死郎は言った。


　佳乃が無言になった。


　芳一は慌あわてる。


「ちょ、それは言い過ぎだって……い、いや、だってさ……」


　目を泳がせた芳一だったが、佳乃が握った拳を見て、うわ、と声をあげる。佳乃の握った拳は完全に色を失って白くなっていた。指の間からは血が流れている。自らの爪つめが掌てのひらに刺ささっているのだ。


「……ちょ、血が出てる。ハ、ハンカチを」


　ポケットに手を突つっ込んだ芳一だったが、さらにそれを無視して幻死郎は続ける。


「無理だから無理と言ったんだ。自分を傷つけてどうする。キミは、あの雪千代にも勝てまい。キミだってそれはわかったはずだ」


「ほ、ほら、魔淵君も、やめようよ、そんなこと」


「……いや、いい」


　ぽつりと佳乃は言った。


　血のにじんだ手を芳一に向け、ハンカチを受け取る。


「いいんだ。それは事実だ。私も、もうわかりかけてきた。私たちは超ちよう人じんとして生まれたが、その能力や強さは、最初から決まっていて、それ以上にはならない」


　佳乃はつぶやく。


「でも、そんなのって……」


「いや、それは君もわかっているはずだ。君は絶対に私には勝てない。そう言われても、君は不快ですらないだろう。君は腕力を持っていないのだから」


「そ、それはそうだけど……」


　芳一は戸と惑まどう。佳乃の言葉は完全に正しかった。自分が今までの生活で実感してきた。だからこそ、自分は暴力からは逃にげるように生きてきたのだ。


「私とあの鉄てつ腕わんはほぼ同格だろう。心臓の動きで体格や強さもわかる。同格となれば、あとは相あい性しようだ。私は武器が無くては戦えない。あいつは一度でも右みぎ腕うでで刀を防げば、それだけで武器を奪うばえる」


　冷静に佳乃は分ぶん析せきしていた。


「それがわかっていて、どうして……」


　芳一が聞くと、佳乃の顔に再び怒いかりの感情が宿る。


「群れて他人の手先になり、確実に勝てる相手を先に潰つぶそうなどと考える奴に屈くつするわけにはいかない。そういう考えの者が、私の家族を殺した」


「だけど、月影君はそんなのとは違う……はず、だ」


　芳一は、歯切れ悪く、雪千代を擁よう護ごした。


　すると、佳乃がうなずいた。


「いや、いい。言わなくてもわかる。あの鉄腕は、君を見て動どう揺ようしていた。君には噓うそをついていたのだろう。なにがしかの脅おどしをキングダムから受けているのだろうが、それは彼が臆おく病びようであるからという理由ではない。その点では彼のことは認めよう」


「そう……なんだ」


　ほっとして芳一は息を吐く。


　しかし、それで事態が変わるわけでもなかった。


「だが、理由はどうあれキングダムなぞに群れるのは好かん。正直、勝つ方法はまだわからんが、あの鉄腕は私が倒たおす」


　佳乃がきっぱりと言った。


　その決意が曲げられることはなさそうだ。


「いや、ちょっと待ってよ、悪いんだけど、それって、犬塚さんが勝ったら、月影君はどうなるの？」


　芳一が慌てて聞く。


「キングダムによって制裁されるだろうな。噂うわさでは、キングダムは一年生にも影えい響きようを持ちたがっている。あの鉄腕には蜂はちの烙らく印いんが押されるだろう」


「もし……月影君が……勝ったら？」


「キングダムが一年生を制することになる。そうなったらそうなったで、私としては気分が悪いが、一時の敗北として受け入れるしかないだろう」


「それだけで、終わり？」


「私に負けて欲しいか？」


「いやいや、そう言ってるわけじゃなく……。あ、やっぱり、キングダムは評判悪いの？」


　すごまれて話をそらす芳一である。


「簡単に言えば、現状でもマフィアの中ちゆう核かくだ。だが、そんな心配はどうでもいい。組織なんていくつもあるのだから。息がかかっていないのは、自警団だった鉄腕と私くらいだろうな。それに目をつけたキングダムのヘッドは他の馬ば鹿かより悪わる知ぢ恵えが働くということさ」


「そこまで裏社会と繫つながってるわけね……」


　芳一は舌を巻く。


「だが、彼らとて最終的な標的は、結局のところ天澤創海に尽つきる。彼が裏社会の敵としては最強の存在だからだ」


「それがさっき言っていたここで最強になりたい理由だね」


「そうだ。そして、創海に匹敵すると言われた化け物は、噂だけならあと二人いる。まず、〝死神の食くわず嫌ぎらい〟と言われたアンブレイカブルＭ……。何もしないが、何があっても死なないらしい。噂しか知らなかったが、こいつは今日見つけた」


　そう言って、佳乃は自分の膝でくつろいだまま動こうとしない幻死郎を指さした。


「間ま違ちがいなく魔淵君のことだね……」


　芳一も納なつ得とくした。


「彼も、創海も、実のところ本当の能力はなんだかさっぱりわからない。もしかしたら、万ばん能のうの神のごとき力かもしれない」


「そんなすごい人……？」


　転がっている幻死郎を見て、芳一は「信じられない」という顔になる。


「もう一人は、Ｊ。〝マッドハウス〟Ｊ。正体不明だが、頭が完全におかしいらしい。いつも変装、あるいは着ぐるみを着ているとかで、誰も顔を知らないが、悪事にはめっぽう切れるそうだ。そして、このＪを私は追ってる。変装してどこかに潜ひそんでいる可能性も高い」


　そう口にした佳乃の声が、段々と冷たい炎ほのおを帯びていく。


「Ｊが何をした……の？」


　おずおずと芳一が聞く。


「Ｊが直接手を下したわけじゃない。だが、Ｊがそそのかした奴やつが……」


　そこまで言って、佳乃は言葉を詰つまらせた。その微び妙みような雰ふん囲い気きを察して、芳一は首を振ふった。


「いやいや、言いたくないなら言わなくても……」


　しかし、佳乃も首を横に振った。


「私の目から光を奪い、私の家族を殺した。私は幼かったが、剣けん士しではあった。Ｊにそそのかされた奴は切った。だが、Ｊは……強かった。自らが動けば良いではないかと思えるほどに。その感かん触しよく、創海にも劣おとらないだろう。今でも憶おぼえている。薄うす気き味みの悪いＪの心臓の鼓こ動どうを。奴のどす黒い血が血管を流れる音を。私はそれを頼たよりに……」


　佳乃の呼吸は荒あらくなっていた。


「いや、わかった。もういい。もういいから」


　芳一は佳乃を止めた。


　だが、佳乃はその時の記き憶おくが甦よみがえったのか、さらにゼイゼイと音の出るほどに息を荒くしていく。まるで病人の発作のようだった。しかし、病人のそれとは違い、その呼吸音は、奇き妙みようなリズムを持っていた。


　芳一は直感した。それが、まさしくそのリズムがＪの鼓動なのだと。彼女は目が見えぬためか、Ｊの記憶にさいなまれると、身体からだごとＪにのみ込まれてしまうのだ。耳から心へ直接響ひびくＪの音を身体で再現してしまうのだ。彼女の心臓がＪの鼓動を再現して動き出す。Ｊを憎にくめば憎むほど、Ｊに同化してしまう矛む盾じゆんが彼女の中に存在しているのだ。


　虚こ空くうを見つめるような佳乃の目から涙なみだが流れはじめた。
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　その哀あわれさは、先せん刻こくまでの凜り々りしく冷たい佳乃とはまるで別人だった。


　彼女は泣き出すほどに記憶から逃のがれたがっている一方、復ふく讐しゆうのためにそれを忘れまいと身体に刻み込んでしまったのだ。


　あまりに可哀かわい想そうだというのか、それまで黙だまっていた幻死郎が身体を起こし、彼女のみぞおちを殴なぐりつけようと拳こぶしを作った。うまく殴れば呼吸が止まり、気絶させることができる。


　しかし、芳一はそれを手で制した。


　幻死郎は「どうして？」と視線を返すが、芳一が行動を起こしたのを見て「なるほど」と、うなずいた。


　佳乃の耳に音楽が聞こえてきた。


　最初は、まるでＪの鼓動を再現するかのような不快で耳みみ障ざわりな音だった。だが、それは少しずつ変化していった。音程を調節し、リズムを整えていく。その変化に従って、佳乃の心臓も段々と穏おだやかに動きはじめた。


　Ｊの鼓動は消えていった。


　音楽がそれにとってかわった。


　それは、柔やわらかく、静かで、だが圧あつ倒とう的な存在感を持っていた。どれほど音が小さくても、聞き逃すまいと必死になってしまうような音楽。それが佳乃の心に真まっ直すぐに浸しん透とうしてきたのだ。


　ハーモニカにより奏かなでられた曲だと佳乃が気づいたのは、曲が完全に終わってからしばらくしてからのことだった。


　今や、佳乃の心は以前よりも、いや、家族を失って以来、一度としてなかったほどに落ち着いていた。


「宮殿……君がこの曲を？」


　音に敏びん感かんな佳乃であるから、改めての確かく認にんである。


　それでも、芳一は声に出して答える。


「そうだよ」


　すると、佳乃は、戸惑いを眉まゆに浮うかべたが、やがて歯を食いしばって、首を振った。


「礼を言いたいが、そういうわけにもいかない。消さないでくれ私の記憶を。君の音は、私の決心を揺ゆらがせる」


「……余計なことをしたかな」


　芳一は目を伏ふせた。


　すると、即そく座ざに幻死郎が口を開く。


「復讐なんて疲つかれるだけだぜ。そりゃあ、忘れた方がいいね」


「知ったことか」


　佳乃は吐はき捨てるように言った。


　幻死郎は眠ねむたそうな声で言う。


「どれだけ強くなろうと、一度はじめた喧けん嘩かは終わらないんだよ。創海だって、結局は喧嘩の数を増やしているだけじゃん。最強を目指すってのは、そんなもんだよ」


　佳乃の頰ほおがぴくりと動く。


「だが、創海ほどの力があれば……」


「同じだよ。喧嘩のレベルは違うけどね。それに喧嘩や復讐の好きな奴だけがそれをやりゃあいいのさ。キミは好きでもないことをやってる。そいつはよくないぜ」


　さらに幻死郎がそう続けると、佳乃は言葉に詰まった。


「だが……」


「だが、とか、でも、ではじめる言葉がまともだったためしはないぜ」


「だが、私は私の道を行く。貴様には関係ない！」


　佳乃はやけっぱちになったように叫さけんで立ち上がった。


　用具倉庫の縁へりに腰こし掛かけていたので、その膝ひざで寝ねていた幻死郎は校庭に落ちる。どさりと音を立てて幻死郎は校庭に転がった。


　それを見下ろし、佳乃は言う。


「貴様の理り屈くつはわかった。だが、私は意志を曲げん！　それは貴様が間違っているからだ。大体、貴様だって戦うことになるだろうに！　先刻の決けつ闘とうで、貴様のことは知れ渡わたったんだぞ！」


　佳乃は言った。


　いわば八つ当たりである。


　それでも、幻死郎としては、顔をしかめざるを得ない。


「そうだよなぁ。んー」


　そして目をつぶり、しばらく何事か考えるように口をもごもごとさせていたが、やがて名案が浮かんだとでもいうように目を見開いた。


「そうだ！　全部うまくいく方法を考えたぞ」


「何だと？」


　これには、その場を立ち去ろうとしていた佳乃も足を止めた。


「ああ、これなら悩なやみは解決だ。芳一が一年生で最強になればいい。ボクもキミも芳一の配下になったと宣言するのさ」


「えええええ！」


　芳一は慌あわてる。


「ちょっと待ってよ、何を言ってるんだよ！」


「そうだ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。こんな弱い奴に」


　佳乃の否定に、むしろ芳一は乗っかる。


「そうだよ。犬塚さんの言うとおりさ」


「いやいや、まぁ、そうなれば丸く収まるんだ。ボクは戦わなくて済む。それに芳一だってけっこうやるじゃないか。音楽でなんとかなるんじゃないの？　心に響いたぜぇ」


　幻死郎は身体を起こし、砂を服から払はらいながら言った。


「そんなに都合良く事が運ぶわけ無いよ！　喧嘩しかけてくる相手にハーモニカを吹ふくわけ？　そんなぁ」


　芳一は、その光景を思い浮かべて、あまりの現実味のなさに自ら笑い出す。


　幻死郎も声を出して笑った。が、それでも自説は曲げない。


「ははは、そりゃあ、いいや。だけど、キミが最強を目指せばいいってのは、我ながら悪くない考えだぜ。キミには初対面の佳乃が自分の深い事情を話したじゃないか。そうさせる何かがあるのさ」


　芳一は、ぶんぶん、と首を横に振る。


「ないない！　そりゃあない！」


「その通りだ。私が口を開いたのも、気の迷いと情報収集のためだ。それに貴様らのように目的もなくゴロゴロとしているだけで何かが解決できるはずがない」


　佳乃の言葉にうなずく芳一である。


「まったくそうだよ。うん」


「私は行くぞ。剣けん技ぎを磨みがき、すぐに貴様とて倒たおしてやる！」


　佳乃はそう言って、用具倉庫の屋根からスロープに飛び移ろうとした。


　と、幻死郎がそこに声をかける。


「待った。目的がない？　きっと芳一にはあるぜ、ボクにはなくとも。そいつに賭かけてみればいいのさ。あ、それと最後にもうひとつ」


「何だ？」


　いらついた口調で佳乃が聞く。


「スカートは短くしておいてくれ。見上げたけど、パンツが見えなかった」


「死ね。不死身だかなんだか知らないが死ね！」


　佳乃は罵ば倒とうした。


「いいね。キミに殺されたいな」


　幻死郎は気楽に言った。


「数日間だけ待っていろ！　必ず殺す！」


　そう怒ど鳴なって佳乃は去っていった。


　そんな冗じよう談だんにしか思えないやりとりも、芳一には笑えなかった。いや、佳乃は冗談とは思っていないかもしれない。ともかく、冗談が冗談になりそうもない。幻死郎はどこまで本気かわからないが、このままだと、どうにも妙みような方向に話が転がりそうだ。


「さっきの、冗談だよね。僕は死にたくないんだ」


「ま、普ふ通つうは冗談だと思うだろうな。普通は、ね」


　幻死郎はそんな不ふ穏おんなことを言って、にやりとしただけで、以後、芳一の質問に答えることはなかった。
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猫ねこじゃ猫じゃ、とおっしゃいますが


猫が、猫が、ミニスカートにカーディガン姿で来るものか


ソレ、オッチョコチョイノチョイ、オッチョコチョイノチョイ




　翌日、登校途と中ちゆうに芳ほう一いちは気づいた。


　視線を感じる。


　気のせいではなかった。列車のホームで柄がらの悪い服を着た大人が、隣となりの聖せい湘しよう学がく園えん生徒に「あれが宮みや殿どのか？」と質問しているのに気づいてしまったのだ。その生徒は昨日、佳よし乃のの決闘の野や次じ馬うまをしていた生徒だ。当然、芳一の顔を知っている。


　一年生を誰だれが仕切るのか？　その結果に街のマフィアも興味があるという話は本当のようだ。だが、そんなことはどうでもいい。問題は、先日の幻げん死し郎ろうの提案がどうやら現実のものになっているらしいということだ。


「これは、まずい」


　芳一は、思わず一人つぶやいていた。


　こうなってくると、列車内でも、学校内でも、一人でいるのは危険だ。


「はやいところ魔ま淵ぶち君を探さないと……」


　あてになるのは彼くらいのものだ。とはいえ、昨日の様子からすると、もしかしたら一番あてにならないのかもしれないが。


　列車にいても、歩いていても、とにかく注目されているのを感じる。路上演奏には慣れているから、人に囲まれることは平気なのだが、この注目のされ方はちょっと違ちがう。視線がナイフになってずんずんと突つき刺ささってくるような感覚だ。


　それでも、街中で喧けん嘩かを売ってくるような者はいなかったので、学校に着くまではなんとかトラブルには巻き込まれずに済んだ。途中、引き返すことも考えたが、借りているアパートは一人暮らし。突き止められたら安心して眠ねむれたものじゃない。


　しかし、当然ながら学校が一番危ない。


　芳一は校庭を歩いている間、必死に知り合いを探した。


　そして、幸い、門もん馬ま青あ緒おを見つけた。相変わらず派手なホスト風の、というよりアイドル崩くずれのような格好が目立っていた。


　が、駆かけ寄ろうとしてみると、幸い、どころの騒さわぎではなかった。まさに、ある意味、最悪の行動を青緒はとっている真っ最中だったのだ。


　青緒は、なんとキングダムのマークが入った服を着た二人組にへこへこと頭を下げ、何やらいろいろと解説をしていたのである。


「ええ。魔淵ってのは、ホントに気分屋なんです。だからでしょうね……」


　そんな言葉が聞こえてくる。


　気づかれないように芳一は校庭の端はしへ移動。青緒の話が終わるまで待つ。


　どうやら、話を聞いているのは、蝦が蟇まとチャッカマンと呼ばれていた二人組だ。やがて、彼らは青緒に金を渡わたして、その場を離はなれた。


　嬉うれしそうに金を財さい布ふにしまう青緒の後ろから芳一は声をかけた。


「見てたよ、門馬君」


　青緒は、びくりとしたが、振ふり返って、呼び止めたのが芳一だと気づくと、とたんにふてぶてしい表情になった。


「なんだよ、脅おどかすなよ。宮殿じゃないか」


「なんだよ、じゃないよ。僕や魔淵君の情報を売ったな！　僕のことはそんなに知らないだろうけど、魔淵君は古いつきあいじゃないのかい？」


　芳一が苦情を言うが、青緒は、きしし、と笑う。


「あいつとは古いつきあいだよ。だけど、まぁ、これまでもずっと、利用しつつ利用されつつやってきたのよ」


　それは一面では本当だろうが、一面では噓うそだろうと思えた。どう考えても、青緒が幻死郎を利用し、幻死郎はその勝手な期待にこたえたりこたえなかったりしてきただけだろう。


「それはそっちのつきあいの話だからそれでいいけどさ。僕の情報なんてそんなに知らないだろうに」


「いやぁ。俺の地じ獄ごく耳みみは伊だ達てじゃないぜ。ほれ」


　青緒は携けい帯たいを開いて住所録を表示した。正確な芳一の住所が記されていた。


「どうやって……」


　これには芳一も舌を巻く。


「悪く思うなよ。校門でお前と話してたし、幻ちゃんとも知り合いだからさ。キングダムに目をつけられちゃったわけ。そんなら、ってんで、強い方についたのよ。情報流せばお金ももらえるしね」


　まったく悪びれない青緒である。


　なんとも見事な処世術だと皮肉も言いたくなるが、芳一としては呆あきれる以外にまったく手段がない。


「じゃ、僕はどうなるってんだ」


　愚ぐ痴ちる芳一に、青緒は笑え顔がおを見せる。


「いやぁ、頑がん張ばってくれよ。賭かけの中で最大のオッズがお前なんだよ。その他（戦せん闘とう能力者）ってのと、その他（エテ公）ってのがあってさ。お前、そのエテ公組だから」


　この上、さらに儲もうけるつもりでいるらしい。


「おいおい……」


　愚痴る芳一だが、ともかく何か自衛策を考えないといけない。その場を離れてＡ組の教室に入る。同時に奇き妙みような緊きん張ちようがはしり、級友の目が芳一に集まる。


　そういえば、大体の流れとしてクラス最強を決める動きがあるのを失念していた。どうやら、昨日のうちにＡ組のそれは決していたようだ。級友たちが芳一と見比べるようにしているのが、端の席で机に脚あしをのせている長身の脇わき坂さかだった。


　──やばい……。


　芳一はクラスを見み渡わたす。怪け我がをしている者が何人かいた。昨日は自信に満ちた表情でクラスをねめつけるように見ていた者たちばかりだ。全員、中学ではトップだったのだろうが、脇坂に負けたらしい。


　教室から逃にげようか、とも思うが、脇坂の目は芳一を見事にロックオンしていた。外に出るということは、芳一から決けつ闘とうを誘さそうという意味になってしまう。


　それならば幻死郎を頼たよろう、と思うが、席に彼の姿はない。あの性格だ。遅ち刻こくは当然、最悪、学校には来ないだろう。


　──本当にやばい。


　自分の席にとりあえず向かう。打開策を考える。


　脇坂の情報……は、ない。情報を持っていそうな青緒は、昨日は幻死郎のところに遊びに来ていただけで、別のクラスだ。そもそも、彼に聞いても金を取られるだけだろう。


　しかし、ごちゃごちゃ考えている余よ裕ゆうはなかった。


　芳一が席に着くや、脇坂が立ち上がった。


　脇坂は手が常人よりも妙みように長く、伸のばすと膝ひざあたりまでありそうだ。そのため身体からだのバランスが妙な感じだが、かなり背は高く、筋肉質な体つきをしている。たとえ超ちよう人じんとしての力がなかったとしても、かなりの腕わん力りよくだろう。さらに、長ちよう髪はつで、ひげが濃こく、まるで漫まん画がの原始人のように見える。


「おい、宮殿。外に出ようぜ」


　うめくような声で脇坂は言った。


　断ることは簡単なはずだ。だが、それはそれで全面降こう伏ふくを意味する。殴なぐられずに済むとも思えない。一発殴られて吹ふき飛ぶか、抵てい抗こうして殴られるかの選せん択たくがあるだけだ。逃げ道はないらしい。


　それでも、一いち縷るの望みに賭けるのは悪くない。昨日、幻死郎は芳一の音楽には心を動かすものがあると言っていた。ならば、馬ば鹿からしくとも、ここで音楽を奏でるのは最後の手段としてふさわしいような気がする。


「まぁ、待ってよ。一曲聴きいてからでも遅おそくない」


　芳一はハーモニカを取り出した。


「何をふざけたことを言ってやがる」


　脇坂はそう言ったが、芳一はその言葉に答えるかわりに即そく座ざに曲を奏ではじめた。


　──誰もが知っていて、楽しくなるような曲を……。


　咄とつ嗟さに選んだ曲は、『スター・ウォーズ』のテーマだった。


　芳一の演奏は見事だった。それは軽快で、快活で、浮うき立つような気持ちになる演奏だった。


　しかし、今回ばかりは、むしろ、それがよくなかった。


　ぶちん、と血管が切れそうな音が脇坂から聞こえてきた。ひげが濃いせいで顔色がわかりにくかったが、それでも目がこれまでないほどに血走っていた。


　──え？　なんで？


　芳一は焦あせる。それに対する回答は、すぐに本人から返ってきた。


「てめぇ、コラぁ！　そりゃあ俺のあだ名がチューバッカだってことを知っての嫌いやみか！」


　脇坂は怒ど鳴なった。


　──げっ！


　芳一は息をのむが、級友たちには、これは余裕の挑ちよう発はつに見えたらしい。


　それも当然だろう。決闘前にちょっと待てと言ってから相手を馬鹿にする曲を披ひ露ろうするなど、普ふ通つうは侮ぶ辱じよくとしか思わないだろう。


「じゃあ、外に出ようか」


　内心で冷や汗あせを流しながら、芳一は言った。こうなると、もはや殴られるタイミングを先に延ばすことしかできそうにない。と、そのアイデアからさらに思いついた。昨日、青緒がまとめていたオッズ表。そこでＦ組の麻あさ田だ哲てつ平ぺいというのが電でん撃げきを使うと言っていたのを思い出したのだ。


　──青緒の読みが確かなら、Ｆ組はそいつが勝っているだろうから……。


　電撃で気絶する方が痛くないだろう。先にそいつに喧嘩を売って気絶することにしよう。いや、うまくいけば脇坂と麻田が先に喧嘩をはじめてくれるかもしれない。どちらが先に自分と決闘するか競きそわせるように挑発すればいいのだ。我ながら、それは良いアイデアに思えた。


「広い場所がいい。校庭でやろう」


　芳一は言い、先に立って歩き出す。校庭に向かう廊ろう下かでＦ組の前を通ることになる。その時に適当に因いん縁ねんをつけて麻田を怒おこらせるのだ。


　──なんか確実に成功しそうに思えてきたぞ。


　後ろからついてくる脇坂の凄すさまじい熱気を感じつつ、Ｆ組の前にさしかかる。開いていたドアから中を見て、ちょうど一番前の席でこちらに背を向けている丸まる刈がりの男に声をかける。


「麻田ってのはいるかい？」


　ちょっとＡ組のトップが決まる前に挨あい拶さつしておこうかと思って、という台詞せりふを準備していたのだが、それが言える瞬しゆん間かんはやってこなかった。


　振り返った男の人相が尋じん常じようなものではなかったからだ。


　丸刈りと見えたのは、後ろだけで、前は稲いな妻ずま形がたに剃そり込みが入った凝こった髪かみ形がただった。さらに眉まゆはなく、頰ほおには自ら刻んだのか稲妻形の傷きず跡あとまである。


「俺が麻田だよ。気安く呼び出すのはどこの馬鹿だ、コラ」


　まったくもって最近まで中学生だったとは思えない貫かん禄ろくのある声である。


　──こっちのほうが最悪じゃないか！


　芳一が言葉を続けられないでいると、麻田が首を斜ななめに傾かたむけ、片目と口をひんまげ、ガンを飛ばしてきた。


「今、俺は忙いそがしいんだよ。女口説いてるんだからよ。用事がねぇなら帰れ、タコ！」


　女、というのは、麻田の後ろの席に座っていた。


　可愛かわいかった。癖くせのある髪かみの毛が頭で跳はねていた。目は吊つり気味だが上まぶたは笑ったように弧こを描えがいている。鼻は少し扁へん平ぺいだが小さく、横に大きめの口から八や重え歯ばがのぞいていた。子供っぽい表情が印象的だったが、今は、ひどく困り顔をしている。どうやら麻田を嫌きらっているらしいことはすぐにわかった。


　麻田は、その女の子の手を握にぎっていた。芳一と話している間も手を放していない。左手で手首をつかみ、右手で彼女の掌てのひらをいやらしく撫なでるなどしている。


　芳一は、それがどうにも気に入らなかった。どうせ喧けん嘩かを売るなら、ついでに女の子が断りやすくしてやるのがいいだろう。そう思うと、完全に麻田に対する恐きよう怖ふを忘れてしまっていた。


「僕だって忙しい中、わざわざ声かけてやったんだ。あんたが忙しいってんなら、その用事自体なくしてやるよ。その子はあんたの面つらが気持ち悪いとさ。女の気持ちが表情からわからないとは絶望的だぜ」


　その言葉で、麻田は逆上した。


「おうコラ！　命惜おしくないんか！」


「こっちは忠告しただけだ。何なら本人に聞いてみな」


　芳一が言うと、麻田は女の子の方を見た。


　彼女は、可愛らしい苦笑いを浮かべ、麻田に向かってとんでもないことを言った。


「いやぁ、顔がすごい変だなぁと思ったから興味あっただけなんだよねぇ。この国には珍めずらしい人種がいるんだなぁと感心してたんだけど」


　麻田の顔が興奮のためか、どす黒いものに変わる。


「なんだ、こら、このドブスが！　このタコ殺したら全員の前で、この場で犯してやるから寝ねとれ！」


　そう怒鳴った麻田の手から、青白い火花が散る。それは握った女の子の手に吸い込まれた。彼女は、不意にのけぞると、ばたり、と机に突つっ伏ぷした。電撃をスタンガンのように使ったわけだ。


　今度は、芳一が逆上する番だった。


「何してやがる！」


「黙だまれや、コラ！　やってやるって言ってんだろうが！」


　麻田は机に飛び乗り、そこから芳一に向かって跳とんだが、これには芳一もドアから外に転がり出て避よける余裕があった。


　しかし、廊下に転がり出ると、今度は正面に逆上した脇坂が待っていた。


「俺を無視して何見境なく喧嘩売ってやがる！」


　前門の虎とら、後門の狼おおかみ。とは良く言ったものだ。


　芳一は、まさに前進も後退もできなくなっていた。


　──やぶれかぶれで暴れるしかないか……。


　そう考えたが、今度ばかりは、やけっぱちというわけでもなかった。これまでさほど深く超人たちに関かかわろうとはしてこなかったが、関わってみると、やはり自分の力が足りないことが泣けてくるほど悔くやしい。ここで勝たなければ、あの女の子がひどい目に遭あうだろうに、何もできないのだ。


　だからこそ、やぶれかぶれになってでも一発当ててやろうという気になっていた。


「こいつは女を気絶させるような奴やつだぞ、少し、待ってろ！」


　どん、と脇坂の腹を拳こぶしで叩たたいた。


　本気でないように見えたかも知れないが、芳一としてはかなり本気の力で殴っていた。


　まるでゴムを貼はった鉄板を殴っているかのようだった。


　当然、脇坂は平然としていた。


　──畜ちく生しよう……どうにもならないのか！


　しかし、事態は思ってもみなかった方向に転がる。


　なんと、逆上していた脇坂が、効果がなかったとはいえ殴られたにもかかわらず、その場を引き下がったのである。


「あ、ああ……そうか。早く済ませろよ」


　これは、芳一にとっては幸いだった。


　──まずは助かった……。


　その時、芳一に向かって麻田が突っ込んできた。凄まじい形相である。


　──いや、助かってない！


　横っ飛びに芳一は廊下を転がる。


　先さき程ほどまで芳一がいた場所を麻田が駆かけ抜ぬけていく。


　麻田は壁かべに電撃を撃うち込んでいた。窓のアルミサッシに通電したのか、それが青白く輝かがやいたかと思うと、サッシの振しん動どうで窓が音を立てて弾はじけた。


　生身で喰くらったら、気絶では済まないだろう。


　さすがに芳一は青くなる。


　思うように足が動かない。


「なんだぁ？　びびってんじゃねぇか、ダセエなぁ、このタコが！」


　芳一の様子を見た麻田が見下したように笑う。


　気づかれた、という恥はずかしさと、それを笑う麻田の薄うす汚ぎたなさに、芳一は、頭の芯しんが熱くなったように感じる。やぶれかぶれになったつもりが、何もできない自分が情けない。様々な感情が頭の中でうずまいた。全身の筋肉が硬かたくなって震ふるえ出す。


　フォォオオオオォオォオオォオオオォォォ！


　吼ほえるような声が響ひびく。


「な、何だ、てめぇ、妙みような声を出しやがって！」


　麻田が戸と惑まどったように言った。


　それほど不気味な声であった。


　いかに悪漢生徒の麻田といえど、いや、悪漢生徒だからこそ、人間に出せそうにない声などには敏びん感かんである。相手の超ちよう人じんとしての能力が発動していると疑われるような異常事態は警けい戒かいしなくてはならないと身に染しみてわかっているのだ。


　しかし……。


　声を出したのは芳一ではなかった。


　その声を聞いた芳一は、それをまるで猫ねこのようだと思った。


　次の瞬間、Ｆ組の教室の壁がはじけ飛んだ。


　その壁の前には麻田が立っていたのだが、異変を察知した彼は跳び退のく。


「ぐわっ！」


　しかし、壁が崩くずれてくる音に混じって、麻田の悲鳴が聞こえる。


　黒い影かげが、崩れた壁を突き破って跳び出し、麻田の前を横切ったのだと芳一が気づいたのは、その悲鳴があった一いつ瞬しゆん後だった。


「な、なんだ？」


　芳一は戸惑った。


　教室の壁はさして厚くない木製だったが、そこに鋭するどい刃は物ものでズタズタに切ったかのような傷が入っていた。


　麻田の胸から血が流れていた。着ていたシャツは裂さかれている。


　教室の中から飛び出してきた黒い影は、壁を切り刻んだ後、外に飛び出し、その途と中ちゆうで麻田の胸を切ったことになる。


　それは、廊下に着地し、再びあの咆ほう吼こうをあげていた。


　フゥウォオオオオ！


「……なんだって？」


　芳一は、その正体に気づいて驚おどろく。


　黒い影は、先程、麻田に気絶させられた女の子だった。


　いや、着ている制服からするに、明らかに彼女だとわかっただけで、その姿は獣けもののように変化していた。


　まず手が変形していた。びっしりと毛が生えた獣の手だ。しかも人間のそれより大きくなっている。足は靴くつを履はいた人間そのままだったが、手足を廊ろう下かについて背筋をぴんと伸のばした姿は、まさに猫科の動物に特有の、しなやかで美しいものだ。


　顔こそ彼女のものだったが、目が赤く輝き、口元からは泡あわの混じった唾だ液えきが垂れている。八重歯は伸びて牙きばとなっていた。毛は逆立ち、たてがみのようになびいている。


　それは美しい獣だった。ただし、凶きよう暴ぼうな獣だった。近寄りがたい気高い雰ふん囲い気きを持ち、野生の怒いかりに満ちていた。


「やりやがったな！」


　麻田は叫さけんで電でん撃げきを放った。彼女を見て攻こう撃げきを放てるその自信というか、無む謀ぼうさは驚くべきものだったが、無謀な行こう為いはやはり無謀に終わった。


　パキィ！　と弾けるような音がした。空気を裂いた電撃が、獣の身体からだの表面を撫でた音だった。獣は、青白い電撃を周囲にまとったまま、何事もなかったかのように、再びうなり声をあげた。


「な、なんだと！」


　さすがに、麻田はひるむ。


　その瞬間、獣の姿が消えた。


　いや、消えたと見えたのは、獣が跳ねたからだった。


　たとえ小さな猫であっても、瞬間的には人間では追いつけないほどの速度を出すことができる。それが人間サイズだとすれば、その速さは想像もつかない。


　獣が、次に現れた時は、麻田の後ろ側に着地していた。


　その瞬発力は、並なみ大たい抵ていのものではない。


　麻田は、獣の着地後、一秒ほども遅おくれて、ようやく振ふり返った。が、次の瞬間には、ぐらりと身体をよろめかせて倒たおれる。その顎あごが横にずれていた。獣が爪つめを立てたのでなく、横よこ薙なぎに殴なぐったのだろう。


「おい……これでＦ組のトップは猫ねこヶが森もりになったってことか？」


「え？　でも、彼女、自分でバニラだって言ってたよね……噓うそだったの？」


　Ｆ組の壁に開いた穴から外の様子を見ていた生徒たちがそう口にする。バニラというのは、十七歳以下であるのに無能力の者を上品に表した女生徒の間で使われる隠いん語ごである。


「ということは……」


　芳一は、まじまじと、獣＝彼女＝猫ヶ森、を見た。彼女が自分を傷つけた麻田に復ふく讐しゆうした、ということになるのだろう。


　しかし……。


　猫ヶ森は、そこからもう一度、跳んだ。


「うわ！　なんだ！」


　脇坂が悲鳴をあげていた。一瞬のうちに地面に倒され、のしかかられた脇坂は、その後、悲鳴をあげる間もなく猫ヶ森の猫パンチを何度も受けて昏こん倒とうする。


　──どういうことだ……。


　芳一もこれには戸惑うが、勝利の雄お叫たけびをあげる獣の目を見て気づいた。


　彼女は完全に正気ではなかった。


「見境なく襲おそっているのか……」


　思わず芳一はつぶやく。


　すると、思わぬところから答えが返ってきた。


「狂戦士反応だ。彼女は今でも正気を失うと、その状態に陥おちいるらしい」


　芳一は背後を振り返る。いつの間にやってきたのか、理事長の創そう海かいが立っていた。


「今でも……って？」


　思わずそう聞き返す芳一である。


「彼女は、私が海外から連れ帰り、特別に入学をさせた生徒なんだよ。海外勤務の両親がアフリカで紛ふん争そうに巻き込まれた。まだ赤ん坊ぼうの彼女は誘ゆう拐かいされ、その地で少年兵として育てられた。名前は猫ヶ森絽ろ美み。猫の神様にでも愛されたか、その化け身しんということなんだろう。彼女は、猫科の身体能力と性質を身体に付ふ与よすることができる」


　その説明で、創海がここに現れたわけもわかった。


「少年兵……。そんなひどい目に……」


　芳一は思わず言葉を失った。アフリカなどの紛争地域では、まだ分別のない子供を誘拐して、戦争用に教育を施ほどこし、誰だれより凶暴な虐ぎやく殺さつ集団に育て上げることが常態になっていた。超人であれば戦士に育て、常人であれば親に身みの代しろ金きんを要求する。そんなことがまだ行われているのだ。


「こちらに来てからの彼女は、性格的にはかなり奔ほん放ぽうなところもあったが、落ち着いていたのだがな。興奮して戦せん闘とう状態になるとこうなってしまうのであれば、本意ではないが、サイコドクターによる精神調整を行わなくてはならないか」


　何やら恐おそろしいことを言っているのではないか、と芳一には感じられた。


　その一方で、創海が「本意ではないが」と言っている意味もよくわかった。今、猫ヶ森絽美は、狂きよう乱らんし、誰だれ彼かれと無く攻撃を繰くり広げている。これが繰り返されるようなことは止めなくてはいけない。


　生徒たちは危険を察知して逃にげ出し、あるいは武器を手にしているが、絽美は武器を持っている者でも見境無く、手近な者に片かたっ端ぱしから襲いかかっている。


　しかし、毛を逆立てて暴れている彼女の姿は、ひどく哀あわれに芳一には思えた。


「さぁ、君も下がって。私ならば彼女を傷つけずに捕つかまえられる」


　創海は芳一の肩かたに手を置いた。


「でも、そうしたら、彼女は精神をいじられるわけですよね？」


「仕方のないことだ。だが、私の知っているサイコドクターは優ゆう秀しゆうだ。彼女の獣としての本能を消し去ってくれるだろう」


　創海の言葉は、優やさしげで、揺ゆるぎなかった。


　だが、それだけに、芳一には、それがひどく身勝手なものに聞こえた。


「そんなのでいいんですか？　連れ帰ったのはいいけど、暴れたら精神をいじるなんて」


　言ってから、しまった、と思ったが、創海はそれでも変わらず落ち着いていた。


「それは彼女にとっても望ましいことだろう。さぁ、下がって」


「いいえ……」


　こうなると止まらなかった。芳一は、首を横に振っていた。


「……彼女が凶暴な面を持っているなら、それも性格の一部です。それを消し去るのが望ましいとは思いません。まだ別のやり方があるはずです」


　あの凶きよう悪あくな顔をした麻田に、とんでもないことを無む邪じや気きに言えることが、何より彼女の奔放な性格を表しているように芳一には思えたのだ。その無邪気さと凶暴さは紙かみ一ひと重えのところにある。


　創海は、ここで表情を変えた。冷たく言い放つ。


「そうだとして、君に何ができる？」


　芳一が無能であることが自明であるかのような言葉。


　それが気に入らなくて、芳一は表情を険しくした。


「できますよ。あなたより上手にね」


　絶対的な存在を前に楯たて突つくという恐ろしいことをしているのだという意識は、すでに芳一にはなかった。


　創海は、はっ、としたように目を見開いたが、すぐに面おも白しろそうな顔になる。


「それなら、早くやってみせてくれ」


　実際、今は切せつ羽ぱ詰つまった状態だった。絽美は鉄パイプをチェーンで繫つないだ凶悪な道具を使って、抵てい抗こうしようとしていた生徒のその武器をはじき飛ばし、脇坂の時と同じように押し倒していた。次の瞬間には彼はパンチを打ち込まれているだろう。あるいは、さらに凶悪な爪か。


　芳一は尻しりポケットからハーモニカを抜ぬいた。


　誰かから昔、聞いたことがあった。猫ねこが好きな曲はクラシックで、しかもモーツァルトが好みだと。


　ハーモニカしかないため、本来のものを表現できるはずもないが、主しゆ旋せん律りつのみは可能だろう。セレナーデの十三番ならば、第二楽章がいわゆるＣメジャー。なんとかなるはずだ。


　芳一は吹ふきはじめる。効果はすぐに現れた。絽美の耳がぴくりと動いた。


　穏おだやかな曲だが、最初はアレンジを加えて荒あら々あらしく吹く。今の絽美の心に素す直なおに浸しん透とうし、同調させるためだ。


　絽美は、その音に身をよじった。怒りそのものは麻田を倒したことで弱まっていたらしい。後は防衛本能のままに動いていたということだ。彼女は、踊おどるように、本能のままに、音に身を任せた。


　そして、彼女は吼ほえた。歌うように。


　それを聞いて、芳一は音楽を柔やわらかく変化させていく。


　絽美の本能のダンスがスローテンポになっていく。


　やがて、曲調が通常のセレナーデになると、四本足で歩いてきた絽美は、ぶるりと身を震ふるわせ、さらに、うん、と尻を上げた伸びをした。そして、芳一の方に寄ってきて、その頰ほおを芳一の足にこすりつける。


　可愛かわいらしい猫の仕草。


　芳一がしゃがみ込むと、彼女はその膝ひざに上半身を預けて芳一を見上げた。
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「本当にできるものだな」


　創海が感心した声をあげた。


「だから、できると言ったんです」


　この学校にきて、はじめて芳一は誇ほこらしい気分になれた。


　絽美が身体を起こす。自分がどのような状態にあったかを憶おぼえているのか、いないのか、芳一の顔を見ると、こう言った。


「ねぇ、君、あたしのためにやってくれたんだよね？」


　芳一の身体の芯しんに、温かいものがともる。


「ああ」


　そううなずくと、絽美が顔をくしゃくしゃにして笑った。


「ありがとう」


　天にも昇のぼる気持ちというのがあるとしたら、こういうものだろう。


　芳一は、人生最良の時というのは、今なのではないか、と思いはじめた。


　……が、次の瞬間に、創海から言われたことで、その気分も吹き飛んでしまう。


「気に入られたようだね。そういうことなら、彼女は君に任せよう。さらに、私がジャッジしていたということで、君がＦ組の麻田君、Ａ組の脇坂君を倒したことになる。彼女は君の下に入ったことになるのだからね」


　それだけ言うと、創海は携けい帯たいを取り出し、どこかに連れん絡らくを入れはじめた。


　しばらく、芳一は創海の言ったことを咀そ嚼しやくできなかった。


　ややあって、二年生と事務員が数人やってきて、見物人たちを退散させると、怪け我が人を助け起こし、ゴミを片付けはじめて、ようやく芳一は言葉の意味に、はっ、とする。


「それって……」


「その通り。うまくやってくれたまえ」


　創海は、事務的に言って、きびすを返して立ち去る。


「え。あ、ちょっと……」


　芳一は後を追おうとするが、後ろから絽美にのしかかられ、廊ろう下かに倒れてしまう。


「うわっと！」


　絽美は創海の背中に手をついて伸のび上がり、創海の背中にこう呼びかけた。


「ね！　創海！　あたしをＡ組に入れてよ！」


「え？」


　芳一は戸と惑まどうが、創海は「かまわない」というように手を上げた。


「わお、ありがと！　楽しくなるぅ！」


　絽美は立ち上がる芳一の腕うでに、その腕を絡からめてもたれかかった。


「な、ちょっと……」


「猫ヶ森絽美！」


　絽美は、今いま更さらのように自己紹しよう介かいをして、ぐい、と芳一に顔を近づけた。


「芳一。宮殿芳一」


　芳一は言った。絽美の匂においがした。シャンプーや化け粧しよう品ひんでなく、野性的な絽美の香かおりだった。ぞくりと背筋に来る甘美な感覚がある。


　自然と、彼女に向かって手が伸びた。絽美の顎あごの下を猫のように撫なでてやると、彼女は目を細めて喉のどを鳴らした。


　誰しもその辺を歩いている猫を可愛がったことがある。飼い猫ならば飽あきているはずだが、それでも膝に乗ってくれば撫でる。人間は猫を撫でることによって快感を得る生き物なのである。絽美を撫でると、その数倍の快感が全身を柔らかく包み込んだ。


　このまま何時間でも撫でていられそうだ。


　しかし、人間が自分勝手な生き物である以上に、猫は気まぐれな生き物なのである。


「ここまでー」


　絽美は言うと、ひょいと芳一の手の間から逃のがれた。


「あ、ちょっと……」


　思わず芳一は絽美に手を伸ばしていた。彼女は廊下を遠ざかっていく。


「あとであそぼーねぇ。Ａ組に挨あい拶さつしてくる！」


　──これは、本気で気に入られたってことで、いいんだよね？


　思わず自問自答してしまう芳一である。


　付き合うとか、どうとかいうことは明言していないが、彼女からＡ組に来ることを望んだということは……。


　芳一は頭から順番に溶とけていくような気持ちになる。そして、彼女に触ふれた感かん触しよくを思い出すように手を動かす。


　──やばいなぁ、これ、はまりそうだなぁ……。


　しかし、にやけてばかりもいられなかった。


　絽美と一いつ緒しよにいれば、当然ながら嫉しつ妬として喧けん嘩かを売ってくる者がいるだろう。絽美の戦闘能力は凄すさまじく高いが、騙だまされないとも限らないし、弱点もあるだろう。となると、芳一も気を引き締しめてかからないと身も守れない。


　それに、現在進行形で行われているゲームの問題もある。すでに早くもＦ組から情報は流れはじめていた。


　宮殿芳一が、あのＦ組の麻田哲平に勝利した、と。


　麻田は、あの雪ゆき千ち代よが戦いを避さけてきた相手である。相あい性しようの問題もあるが、それだけ強いと目されているのだ。それに勝ったとなると、ターゲットは芳一（実質は絽美）に変わることになる。


　これからどうするかは深刻な問題だった。


　思案顔でＡ組に戻もどった芳一だったが、すぐにその顔が崩くずれる。級友たちの奇き異いの目に耐たえなければならなかったからだ。


　絽美は、想像以上に人なつっこい性格らしく、Ａ組の一人一人に挨拶をして回っていたのだ。Ａ組の面々も、もちろん先さき程ほどの経けい緯いは知っていたわけで、絽美と芳一に対する興味は並々ならず高まっている。


　──まいったな、こりゃあ……。


　席に戻ると、肝かん心じんの時にはいなかった癖くせに、青緒が寄ってきて、余計なことを言う。


「なんだよ、あんな可愛い子を彼女にしてよぉ。ずるいぜ、俺と君の仲じゃないか」


「誰だれがそんな仲だ、こら」


　二重の意味で芳一は抗こう議ぎするが、青緒は聞いてはいない。なれなれしく肩かたを組んできて芳一にささやく。


「君のださい制服も、幻ちゃんみたいにコーディネイトしてやるからさ、丁度、明日は土曜日だ。ダブルデートとしゃれこもうぜ。絽美ちゃんに友達連れてきてもらってよ」


「……それで魔淵君も服の趣しゆ味みが微び妙みようなのか」


　そうは言ったが、青緒の提案自体は、それほど悪いものではなかった。こっちの街の様子を知っておくのもいいだろう。それに何より絽美と一緒にいられるのは大きい。彼女のこともよくわかるだろう。


「じゃあ、ちょっと聞いてみる。ただ、彼女、友達いるかどうかわからんよ」


「え？　そりゃあ、何で？」


「アフリカ帰りだと」


「はぁ？」


　青緒は絶句した。


　絽美は、まだＡ組のみんなに愛あい想そを振ふりまいていた。どうも悪印象は持たれていないらしい。そんなに人慣れしている彼女が海外帰りだなんて、青緒でなくとも信じられない。


「それで、今、誰がどんな感じに残ってるんだ？」


　芳一は話を変えた。


　それだけで、青緒には内容が通じた。


「ＯＫ。デートの話をのんでくれたから無料で伝えよう。麻田と脇坂が消えたから、ほぼ三人に絞しぼられちまった」


「三人……。つまり、月つき影かげ君と、犬いぬ塚づかさん」


「そういうこと。月影は効率的に動き回ってるらしい。相手を逃にげられない状じよう況きようにして、有利な場所で決けつ闘とうを挑いどみ、強いと言われてるけど確実に勝てる相手で星を稼かせいでいる」


「逃げられない状況？」


「キングダムの協力があるんだよ。別に手を出しゃしないが、キングダムの連中が囲めば、動きは制限されるわな」


「そういうことか」


　苦々しい気分に芳一は唇くちびるを嚙かむ。それは雪千代らしくない行いだ。


「犬塚は無茶苦茶だ。武器持ちだから喧嘩を自分から売らず、強い奴やつに片かたっ端ぱしからインネンをつけてる。で、あらかた片付けちまってるってわけだ。犬塚と月影でほぼ決まりだな。片方に負けて、自分はまだまだやれるって思ってる奴もいたが、実際、挑んでみたらさんざんに負けてる」


　青緒はそう言って絽美の方に首を振った。


「ま、彼女が出てくるまでは、その二人で決まりだったがな」


「やっぱり、僕らが今回のことで注目されるわけ？」


　怖おじ気けづいたように芳一が聞くと、青緒はうなずいた。


「そりゃそうさ。誰もお前の存在を気にかけてなかったからな。で、彼女の方も、それこそ猫ねこかぶってたわけだろ。それが麻田と脇坂を一いつ蹴しゆうじゃあな」


「……で、正直なところ、その三人って、戦ったらどうなると思う？」


　その質問には、青緒が面おも白しろそうに目を輝かがやかせた。


「そいつは、実は、じゃんけんみたいな感じで興味深いぜ。犬塚は月影に勝てない。月影は猫ヶ森に勝てない。猫ヶ森は犬塚に勝てない」


　その後に、青緒が付け加えた説明によると、どうやら犬塚佳乃が武器持ちなのがキーになっているらしい。雪千代は剣けんを手で受け止めて折ればいいので佳乃の勝ちは難しい。だが、絽美に対しては、武器が有利に働くだろうということだ。だが、絽美の動きは、雪千代の鉄てつ腕わんでは捉とらえにくい。


　その見解は間ま違ちがっていないだろうと芳一にも思えた。


　だが、そうなると……。


「そうなると、僕は、本当にどうするべきなのかな？」


「知るかよ。トップとればいいんじゃないの？　ただ、お前がみんなの前で俠おとこ気ぎを見せなきゃ、駄だ目めになるどころか、お前は半殺しになるに決まってるけどな」


「だけど、トップになったって、キングダムに取り込まれるんじゃ……」


「それのどこが悪いんだ？　卒業しても好きにできるぜ」


「だから、そういうの嫌いやだって言ってるじゃん……」


　芳一は、青緒にはその手の話は通じないものとあきらめた。


　そして、チャイムが鳴り、授業がはじまった。


　生徒たちのほとんどが教室から出て行った。教師が来て、絽美の席が用意されたのだが、彼女の強きよう硬こうな主張で芳一の隣となりに決まった。が、絽美は芳一とじゃれるために横の席を選んだわけではなかった。彼女はなんと、授業が大好きだったのだ。


「一緒に勉強しようね！」


「え……？」


　芳一は絶句する。真ま面じ目めに授業を受けている者が少ないのは、英才教育が施ほどこされているからでもある。要するに、授業内容が難しいのだ。しかし、こうなると芳一は全授業に出ないわけにはいかなかった。


　──このままだと頭が良くなってしまいそうだ……。


　馬ば鹿かっぽい絽美だが、実は猫の記き憶おく力は人間の何十倍もあるのだ、と芳一は後に聞いて納なつ得とくすることになる。
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俺を殺してくれ


そう言って、死神に賄わい賂ろをはずんだ


だが、あいつらは心を動かさなかった


だから、不様に生きている


すでに、何事も俺の心を動かすことはない


それでわかったことがある


あいつらは、仲間が欲ほしいのだ




　芳ほう一いちの懐ふところには前日の稼ぎがあった。旅先で粗そ大だいゴミ置き場に捨ててあったギターをチューニングし直したものを持ち出し、夜にフラメンコギターをひとくさり奏かなでると、それなりの金になった。


　朝に待ち合わせ場所の駅前広場に行くと、すでに青あ緒おがそわそわした顔で待っていた。いつもの改造制服よりも、えらくド派手な私服である。完全に歌か舞ぶ伎き町ちようのホストのステージ衣い装しようだ。


「シャンペン開けたらコールしてくれるのか？」


「ホストじゃねぇよ！　で、カナちゃんは？」


　カナちゃんというのは、Ｆ組での絽ろ美みの友達である。ダブルデートということで、絽美に誘さそってもらったのだ。当然ながら、これは青緒への報ほう酬しゆうでもある。デートはデートだが、芳一には、青緒からキングダムのことを聞き出そうという目的もあった。


　ともあれ、約束の時間は過ぎている。芳一は時計を見ながら言った。


「カナちゃんの顔は僕も知らないな。連れてくるのは猫ねこヶが森もりさんだよ」


「何、その他人行ぎよう儀ぎな言い方。名前で呼んでないわけ？」


　青緒は冷やかすように言った。芳一は照れる。


「いやぁ、なんかまだ呼びにくくて。ってか、昨日会ったばかりじゃないか」


「俺は呼ぶね。即そく日じつ。カナちゃんと！　んで、遅おそいなぁ」


「猫が早起きとは思わないなぁ。それに、彼女は昨日聞いた話だと、学校の近くのマンション住まいだよ。ここから近い分、油断して十分くらいは遅おくれるんじゃない？」


「そうかぁ。待ち遠しいと、その辺の可愛かわいい子を見つけてナンパしたくなる」


「やめとけ。ほら、来たよ」


　芳一が絽美に気づく。


　服は休日であるのに、制服のミニスカートとカーディガンだ。


「おはよー」


　絽美が挨あい拶さつすると、挨拶しようとした芳一を押しのけ、青緒が身を乗り出す。


「カナちゃんは？」


「んー、来てないね。電話してみる」


　青緒の焦あせりをまったく無視して、のんびりとした仕草で携けい帯たいを取り出し、ボタンを押した。耳に当て、しばらくして口を開く。


「あ？　カナちゃん？　え？　あ、そうなんだ。風か邪ぜ引いた？　んー。わかったよぉ。残念だねぇ。そんじゃ、お大事にぃ。うん、そんなのいいよ。ありがと。じゃ」


　絽美は電話を切る。


　その瞬しゆん間かん、「あ！」と青緒が声をあげて、まるで関係ない方向を指さした。


　そちらに芳一が目をやる。


　そこには、ほぼ同じタイミングで携けい帯たい電話を切った女の子がいた。駅前の銅像の陰かげに隠かくれていたのが、青緒の声に気づいたか、小走りに駅改札へと走っていく。


「あれがカナちゃんだ！　畜ちく生しよう！　やられた！　俺は女生徒の顔と履り歴れきは全部調べてるから知ってるんだ！　間ま違ちがいない！」


「ああ、なるほど」


　芳一は、目で絽美にうなずいてみせた。


　絽美は、ぺろりと舌を出す。


　要するに、カナちゃんは青緒のことがわからなかったから、まずは隠れてその見かけを確かめたというわけだ。そして、絽美に一ひと芝しば居いうってもらったのだ。


「いいじゃないか、楽しくデートして、最後に振ふられるより」


　芳一は言ったが、青緒は頭を抱かかえている。


「納得いかねー！　いいか？　途と中ちゆうでナンパするから協力しろ！」


「協力はできないなぁ……」


　ともかく、こうしてデートがはじまった。


　予定通りに芳一の服選びからはじめたのだが、それすら最初から難航したのは、後の波乱を予感させるものだった。


「俺の馴な染じみの店だから」


「嫌な予感しかしないが……。行かずに済ますのもアレだしな……」


「うわー、このお店、キンキラだぁ！　あとギンギラ！」


「さぁ、一通り見たし、ここは出よう」


「おい、なんだよ、ここじゃ買わない気か？」


「量りよう販はん店でいいよ。普ふ通つうのから選びたい。あっちにアウトレットのモールあるんだろ」


「じゃあ、そっちでもいいが、ブランドはやっぱ、ヴェルサーチかティノラスだな」


「マフィア、ホスト系から離はなれようよ……」


「うわー、モールって広いねぇ！」


「あー、走っちゃ駄だ目めだよ、絽美！」


「なんだよ、普通に絽美って言ってるじゃねぇかよ」


「あー、なんかはずみで……。でも、まぁ本人まるっきり気にしてないみたいだから、いいんじゃない……かなぁ……」


「芳一！　これがいいよ！　このおっきいリボンがついたシャツ！」


「それ子供服じゃないか。しかも女物の」


「えー？　アフリカだと男の友達がこんなの着てたよ。あと背中に天使の羽根がはえているのとか」


「アフリカってのは変わったファッションセンスしてるんだな」


「違うよ。アフリカの少年兵だから、きっと支し援えん物資をそのまま着てるんだよ。アメリカ人がハロウィンで着たお古ふるを支援だといって送ったんだ」


「うへぇ。アメリカひでぇなぁ」


　そんな風に騒さわぎながらも、芳一は、なんとかアウトドアブランドのシャツと、安物だが本物のダウンが使われているダウンジャケットを買う。ダウンは夜間の演奏に使う必ひつ須すの商売道具でもある。


　昼食はファーストフードで済ませ、映画を見た後、ゲームセンターなどでだらだらと遊ぶ。芳一は、その間、なんとか青緒からキングダムについてを聞き出そうとしたが、青緒は「言わない」「知らない」の一点張りだった。


　日が暮れてから、青緒がおすすめだという店に入ることになった。英国風のパブだ。そこなら酒が入って青緒も口がなめらかになるかもしれないと思い、芳一もそこで同意した。学生は積極的に受け入れていないはずだが、このご時世、未成年だからといって断るところもない。店内を見回すと、聖せい湘しようの生徒が多かった。さすがに制服ではないが、どこかで見た顔ばかりだ。


　芳一はギター一本のいわゆる流しで各地の酒場に入るのに慣れていた。絽美はアフリカで軍人に交じって酒を飲んでいたとのことで、注文に困ることはない。芳一はシャンディガフ。絽美はアフリカあたりじゃ最高級品だというギネス。青緒は酒がきつくないとまず酔よわないとのことで、おごりだと思って、しょっぱなからラフロイグのトワイス・アップを頼たのんでいる。


　本場英国風なのか、さしてうまくない料理をつまむ。青緒は味覚が狂くるっているのかと思いきや、スタイルが気に入っているだけか、通つうぶって解説しつつもあまり食は進んでいない。が、絽美だけはどうも味覚が猫ねこ準じゆん拠きよらしい。ビネガーをぶっかけたフィッシュフライをひたすら詰つめ込んでいる。


「そういや、猫って甘みは感じないんだっけ」


　芳一が、そうつぶやいてミートパイをかじった時、不意に店内がざわついた。入り口の方を見ると、キングダムの連中が連れ立って入ってきたのがわかった。


　例のチャッカマンを先頭に、嘉か門もん、浩こう三ぞう、蝦が蟇ま、雪ゆき千ち代よと揃そろっている。


　芳一は顔を強こわばらせた。


「あれは……」


「うへぇ、こりゃやばい。じゃあな。この場でおさらばだ」


　と、青緒は、もみ手せんばかりの態度で、嘉門たちの方に走っていく。


　あまりの変わり身に呆あきれている暇ひまはなかった。


　青緒がやってきた方を見たキングダムの面々は、芳一と絽美のことも目に入れた。


　芳一と雪千代との目が合う。


　一瞬、芳一は微笑ほほえみを浮うかべた。


　しかし、雪千代は表情を強ばらせて目をそらした。


　嘉門は芳一たちの方を見ようともしなかったが、他の面々は興味深げな視線をちらりと送ってきた。


　一番いい席である奥のテーブルについていた生徒たちを押しのけ、キングダム一行はそこに座る。青緒がかいがいしく注文聞きや酌しやくをしてまわった。


　それを見て、情けないと思う以上に、芳一は、本当にキングダムのことを、特に嘉門の能力についての詳くわしいところは知らないのだと理解できた。もし、青緒がそれを知っていたのなら、芳一や絽美と一いつ緒しよにいたところを見られるのはとんでもない不都合になる。


　つまり、嘉門の能力を破る鍵かぎはまったくわからないままということだ。


　が、その視線が嘉門に気づかれた。


「よう、まさか、一年締しめるのは女に隠れてるそこの奴やつってことはねぇだろうな！」


　不意に嘉門が周囲に聞こえるように言った。


　キングダムの面々は笑わなかったが、店内にいた他の生徒たちは声をあげて笑った。


　その言葉に芳一は思わず言い返してしまう。


「二年締めてるのは天あま澤ざわ創そう海かいでしょうに。そうである以上、誰だれが一年締めようが関係ないはずですがね」


　一瞬にして店内が静まり返った。


　それはキングダムの、特に嘉門の痛いところを突ついているのは、周知の、だが誰も指し摘てきしない事実だったからだ。


「もめ事は起こすなってよく言ってるんだよ、俺はさ……。下手なこと言うんじゃねぇよ。俺はいいが、こいつらが何をするかわからねぇ」


　静かに嘉門は言った。落ち着いた風を装よそおっているが、すでにキレかかっているのは声の抑よく揚ようから明らかだった。


　しかし、芳一も雪千代がいる手前、そう簡単に引き下がることはできない。


「そりゃあ、このあたりでもめ事を起こせば天澤創海がやってくるからでしょう？」


　挑ちよう発はつするように言った。


　嘉門が立ち上がろうとしたが、それを制したのは雪千代だった。素す早ばやく立ち上がると、怒ど鳴なる。


「一年で勝つのは俺だ。お前はここじゃ二番目だ。素直に引き下がってな！　キングダムが創海を倒たおす！　俺が一年の兵隊まとめて、キングダムと共に創海と戦争起こしてやるんだからよ！」


　芳一には返す言葉がなかった。


　まさか、雪千代がそこまでキングダムに取り込まれているとは思わなかったからだ。


「坊ぼう主ず、そういうことだ。喧けん嘩かするなら別の場所でな。俺たちの鉄てつ腕わんがお前をぶちのめしたいとよ！　女を使うような真ま似ねするんじゃねぇぞ」


　嘉門が、静かに芳一をあざける。


　かっとしそうになるのを抑おさえ、悔くやしさに唇くちびるを嚙かみつつ、芳一は絽美の手を引いた。


「出よう」


　緊きん張ちようした空気の中、芳一たちは出口に向かう。


　地下一階にある扉とびらを閉めたとたん、店内の空気がほっとしたものに変わったのが感じられた。店の階段を上りながら、芳一は悪態をつく。


「畜生！　どうして自分からキングダムに協力してるんだ！」


「その理由はわかんないけど、芳一、悔しかったんだね。でも、あんまり怒おこらない方がいいよ。手から、悔しさやなんかがいろいろ伝わってくるから」


　絽美にそう言われて、芳一は、はっとして手を放した。まだ絽美の手を握にぎっていたのだ。


　階段を駆かけ上がり、外の風に当たると、大きく息を吐はいた。


　すると、小走りで追いついた絽美が、ひょいと芳一の手を取る。
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「なんで？　握るなって言ってないよ」


「え？」


「優やさしい気持ちで撫なでてくれるのが好きなの」


　絽美は無む邪じや気きに言った。


　芳一は、無言で絽美の頭に手を置いた。


「今日は、帰ろう。送るよ」


「うん」


　手をつないだまま駅前を過ぎ、絽美のマンションの前まで行く。


「それじゃあ……」


　と、言いかけた芳一の言葉をふさぐように、絽美は手をぎゅっと強く握った。


「え？」


　はっ、として、芳一は絽美の顔を見返す。


　絽美は顔を上気させ、とろけそうな、そしてどこかだらしないとも見える笑顔を芳一に向けていた。一方的にじゃれてくる時の猫がよくみせるような、うっとりとした、それでいて甘えた子供のような笑顔だ。


　芳一は、その顔に射すくめられたようになってしまって、息苦しくなるまで呼吸を忘れていたことにも気づいていなかった。


　絽美が、そんな芳一の腕うでにするりと自らの腕をからめ、頰ほおをこすりつけてきた。


「今日はあんまり二人になれなかったし、上がってミルクでも飲んでいかない？　もう少し一いつ緒しよにいたいな」


「う……うん」


　芳一には断る理由はなかった。いや、そう答えた時にはすでにエレベーターに乗り込んでいた。


　まだ夜は浅いが、エレベーターには二人きりだ。絽美が五階のボタンを押し、扉が閉まると、すぐさま芳一の後ろに回り込んだ。その肩かたに自らの顎あごをのせ、ゴロゴロと喉のどを鳴らす。


　──これって……。つまり……。


　芳一は全身の血がたぎるような感覚に、興奮と戸と惑まどいを覚える。田舎町を流れていた時、親切なお姉さんが家に泊とめてくれたことも一度や二度ではない程度にはあるが、その時は、ここまで興奮することはなかった。どうにも抑えられぬ衝しよう動どうのようなものが身体からだの奥から突き上がってきて、うまく声が出せなくなる。


　何も言えぬまま、おずおずと絽美の肩に手を回す。


　幸い、抵てい抗こうはされなかった。


　──こんなに緊張するなんて……。これがホントの恋こいってやつなのかな……。


　無言でエレベーターの階数表示を見つめるが、その時でも首筋にかかった腕から絽美の体温と鼓こ動どうが直じかに伝わってきて気が気ではない。


　エレベーターが五階に到とう着ちやくし、部屋の前まで芳一を誘ゆう導どうした絽美が、もどかしげに鍵を開ける。


「入ってー」


　絽美が言い、芳一を玄げん関かんに招き入れる。と、絽美は後ろ手に扉を閉めるや、いきなり芳一を押し倒した。


「うわっ！」


　芳一は、そのまま玄関に倒れ込む。上から絽美が覆おおい被かぶさって、その頰をこすりつけはじめた。


「うにゃにゃー！」


「うわ……ちょっと……」


　芳一は戸惑うが、絽美は積極的だった。


「ここじゃダメ？　じゃあ、奥に行くー」


　絽美はそう言うと、芳一を左ひだり腕うでだけでひょいと抱かかえ、普ふ通つうの女の子よりもかなり強い力で、ずるずると彼の身体を引きずりながら部屋の奥へと運ぶ。


　広めのワンルーム。奥は複数のクッションが山積みになっていて、大きな猫のベッドのようになっていた。そこに絽美は芳一と共に、ぼふっ、と埋うまる。


　もはや、邪じや魔まする者もなく、人目を気にすることもない。絽美は芳一の胸にぐりぐりと顔を押しつけはじめた。


「にゆっ、にゆっ、にゆっ……」


　絽美が甘えた声を出す。


　こうなっては、芳一も男らしさを見せなくてはならない。


「絽美っ……」


　そう言って、絽美の身体に腕を回す。


　と、絽美が苦しげに身をよじった。


「むぅう……そうじゃないでしょ！」


「え？　そうじゃない、って？」


　芳一は首をひねった。何かやり方が間ま違ちがえていたとでもいうのだろうか。


「ちゃんと撫でて」


　絽美はきっぱりと言った。


「撫でる……？　ああ……」


　芳一は、荒あらくなる呼吸を落ち着かせながら、絽美の背中に回した手を、段々と上に上げていく。背中を撫でながら、下着のホックに手をかける。それを指で外した。


「ん……。そう……直に撫でて……」


　絽美の言葉のままに、芳一は、手を前にもっていく。絽美の豊満な胸に、手が段々と近づき、掌てのひらに柔やわらかい感かん触しよくが触ふれはじめる。


　──もうちょっと……。


　しかし、それもつかの間だった。


「そうじゃないでしょ！」


　絽美が芳一の手を握って、自らの背中に戻もどす。


「え？　駄だ目め……なの？」


「もう……わかんないかなぁ」


　不満顔の絽美である。


　芳一も不安になってきた。


「いや、その、不快になったのなら、ごめん……」


「そういうわけじゃないけど、大事なのは順番なんだから」


「順番？　キスが先……とか？」


「そうじゃないよ。もう、あたしの口から言わせないで欲しいな」


　口をとがらせる絽美である。


「いや……その……ごめん。本当にわからなくて」


　おずおずと芳一は言う。


　すると、絽美は拗すねたように首を横に振ふった。


「言わなきゃわかんないなんて、ダメだぞ。ほら、まだ発情期じゃないから交こう尾びはダメだってこと。まだそういうことしても気持ちよくならないから」


　絽美は、ぴしゃり、と言った。


「え？」


「あと二か月くらい、かな。そのくらい待ったら交尾しようね」


　屈くつ託たくなく言う絽美である。


　芳一としては、ぽかん、とするしかない。


「え……あの……じゃあ……僕をここに連れ込んだのは……」


　半ば呆あきれたように聞く芳一に、絽美は目を細めながら答える。


「一いつ緒しよにいたかったってのは本当だもん。いろんなところ撫でてもらうのって、猫ねこにとって最高の幸せだもんね！」


「いや……その……まぁ……。わかった」


　拍ひよう子し抜ぬけというか、熱情を持てあましてしまった芳一だったが、絽美を撫でることがこちらにとっても気持ちよくないはずがない。気持ちを切り替かえて、首筋、顎の裏、頭、背中、とたっぷり撫でてやる。


　盛せい大だいに喉を鳴らす絽美だった。


　とはいえ、芳一も男だ。ついつい下半身には血が集まってしまう。収まり悪く硬こう直ちよくした部分の位置をさりげなく直していると、それに気づいた絽美が、にやぁ、と目を細めた。


「そういうことなら、あたしも芳一のこと撫でようか？　十分撫でてもらったから」


「いや、まぁ……自分からお願いはしにくいなぁ……」


　直接に言われたことで、つい一歩退ひいてしまう芳一だったが、絽美は、そんな男心をわかっているのかいないのか、舌をちろりと妖あやしく動かす。


「じゃあ、舐なめる？　そっちのが好き？　ミルク舐めてあげようか？」


「いや、そういう話でもなくって……」


　芳一は困り顔で言った。


　と、絽美が身体を起こし、キッチンへ向かう。


「そう？　じゃあ、芳一がミルク飲む？　いれるよ？」


「このタイミングでそれを言われると……冗じよう談だんでも嫌いやかなぁ……」





　普通のホットミルクを二人で飲み、夜も深くなって、どうやら満足したらしい絽美が眠ねむり込んでから、芳一はマンションを出た。一部に欲求不満が溜たまっているのはともかくとして、芳一の心に静かな満足感が満ちたことは確かだった。


　──この場を離はなれたくないって気持ちがわいてきたのは初めてかな……。


　そんな感かん慨がいを抱いだきながら、再び駅へと向かう。まだ終電まではややある。


　改札をくぐる前に、寝ねている絽美を起こさないよう携けい帯たいでメールを送ろうとしていると、そこで芳一を呼び止めた者がいた。


「よぉ」


　そう言われて、顔を上げると、そこに立っていたのは、同じクラスのあの毛むくじゃらの巨きよ人じん、脇わき坂さかだった。


「うわっ」


　思わず芳一は身体を強こわばらせる。


　恐きよう怖ふが表情に出ていたのだろう。脇坂は勘かん弁べんしてくれ、というように両手を振った。


「殴なぐりゃしねぇよ。ちょっと、いいか？」


　駅前のシアトル・コーヒーのチェーン店を脇坂は指し示した。


　不安だったが、芳一はうなずく。


「そう緊きん張ちようしないでくれ。あれは、俺も悪かった」


　脇坂は言った。


「え？」


「最初はお前と猫ヶ森が憎にくらしくてな。あのパブで偶ぐう然ぜん見つけた時はやってやろうとも思ったんだが、キングダムへの啖たん呵かで思い直した。それで、話をしようと思ってな。待ってたんだ」


「待ってた？」


「悪いが、後を追っかけさせてもらった。で、マンションに入ったのを見たんでな。長かったな」


　脇坂は、にやり、とする。芳一は顔を赤らめた。


「そいつは人が悪いぜ」


「はは、うらやましいぜ。こちとらモテたことなんざないんでな」


「そんなことを言うために待ってたのかい？」


「まさか。来いよ」


　脇坂がコーヒーをおごった。二人はコーヒーを持って、端はしの二人席に座る。一人がけのソファは大きな脇坂には小さすぎ、彼は背中をまるめてうずくまるようにしていた。こうして見ると、毛だらけの顔も妙みように愛あい嬌きようがある。


「お前、自信を持っていいぜ。あのパンチ、実は効いていたんだ」


「まさか」


　芳一は肩をすくめた。


　現に今も脇坂は平然としている。あれから一日しか経たっていないのに、絽美にやられた怪け我がの影えい響きようはまったく見えない。


「俺は丈じよう夫ぶだけが取り柄えでね。どんなパンチも効きゃあしなかった。だが、あれだけは効いたんだ。なんていうか、お前の無念というか、苛いら立だちがわかってな。ガツンと心に効いたっていうか……。良い歌を聴きいたみたいだった。俺は、昔の悔くやしい気持ちを思いだしてたぜ。自分の姿を馬ば鹿かにされても何も言い返せなかったガキの頃ころを。一発殴って、自分の力に気づくまでは、あのときのお前と同じような気持ちだった。そいつを思い出していたんだ。もっとも、一発殴ってからは、恐こわがられるようになっちまって、さらに荒あれたけどな。おかげさまで、隣となり町まちからこの学校よ」


　にやりと脇坂は笑った。


　つられて芳一も微笑ほほえむ。


「脇坂君。僕も悪かった。絽美の分も謝るよ」


「いや、いいんだ。それでよ、チューイって呼んでいいぜ。俺は名前は忠ただ維つなっていってよ。親しい奴やつだけはチューイって呼んでた」


「チューイって、あの映画の……あれ……だよね？」


　おずおずと口にする。それはスターウォーズのチューバッカの愛あい称しようのはずだ。


「ああ。だが、ダチが呼ぶ分には別だ」


　にたりと脇坂は笑う。


　それ以外にあまり器用な表情はできないらしい。


　芳一はうなずいた。


「わかった。こっちも芳一でいい」


「おう。ところで芳一、協力するぜ。なんでも言ってくれ」


「そんな……悪いよ」


「いや、実は、理由もあるんだ。俺は隣町から来ただろ。そこでダチがいる。そいつは、ま、ご多た分ぶんに漏もれず悪漢生徒でな。屠と龍りゆう会かいってチームに入ってるんだ」


「隣町って、僕はあまりこの辺に詳くわしくないんだ」


「ここからだと私鉄の方の終点だな。海っぺりのこの学校からすると、かなり陸側だ。バイクじゃ二十分くらいかかる」


「そのチームが、もしかしてキングダムと？」


「わかりが早いな。そういうことだ。キングダムが安全な縄なわ張ばりを求めてやってくるって言われてるんだ」


「ごめん。僕はまったくそっちの流りゆう儀ぎには明るくないんだ。どういうこと？」


「おお、悪いな。つまり、このあたりは創海の縄張りなんだ。要するに、創海が自分の手下を使って、この街を安全に保ってるってわけだ。喧けん嘩かがあると、どこで聞きつけたか、創海が飛んでくることがある。文字通り飛んでくる。まるでスーパーマンだ」


「そりゃ……えらいことだね」


　芳一は驚おどろく。その様を想像すると、笑えてすらくる。


「だから、キングダムもこの辺じゃ暴れねぇ。創海の目があるからな。だが、その創海もあんまり離れたところじゃ目を光らせてないらしい。そもそも喧嘩なんざ無数にあるからな。遠くのには出張っていかないのさ」


「なるほど。それでパブでも襲おそわれなかったのか」


「特に生徒同士のもめ事は許さないだろうな。だが、創海ってのも妙に律りち儀ぎなところがある。法律を守ってるんだな、日本の」


「自分は別の国みたいなもんなのに？」


「ああ。つまり、悪い奴だから何もしていないのに一方的に潰つぶすってことは、最近じゃしてないらしい。証しよう拠こがあってはじめて出てくる。しかも、殺しまではしない」


「うん」


「そこで、キングダムは屠龍会の縄張りを欲ほしがってるんだ。キングダムは兵隊はいるが、創海のせいで荒あらっぽい商売ができないんで金がない。平たく言えば、キングダムはあっちで麻ま薬やくを捌さばきたいのさ」


「麻薬を……」


　芳一は息をのむ。地方でも麻薬をやっている者は見たことがある。もちろん、それで廃はい人じんになってしまった者も。


「屠龍会はバイクチームだ。麻薬は厳禁、酒すら制限付きだ。キングダムのことでは、ぴりぴりしてるんだよ」


「それでキングダムと戦うなら、協力したいってことか」


「おう」


　チューイは同意した。


　芳一は、どう答えて良いものかわからなかった。正直、チーム同士の縄張り抗こう争そうやら麻薬やらは遠い世界の話のようにも思える。雪千代のことは気になるが、彼も完全に取り込まれてしまったように感じる。


「正直、キングダムと戦うのは無理だと思う。その……僕にできることは、やっぱり何もないよ。真ま壁かべ嘉門だって恐いし、そもそも他のメンバーにだってまるでかなわないだろうし。何より、月つき影かげ君に勝つことは無理だ」


　芳一が言うと、チューイは無言で何度もうなずいた。


「わかる。わかるけど、やっぱり、俺はお前に動いて欲しいのさ」


「買いかぶりすぎだよ」


「ああ。でも、待ってるぜ。いつでも呼んでくれ。一年生の戦争ってのは、俠おとこ気ぎの戦争なんだろ？　誰だれもキングダムにはついていかねぇよ。犬いぬ塚づかだって自分のことしか考えてねぇのは丸わかりだ。だから、自信を持ってくれ」


　チューイはそう言って席を立った。芳一に手を上げて店を出て行く。


　──自信……ねぇ。あっても勝てなきゃ意味がないよなぁ……。


　芳一は、もやもやした気持ちを抱かかえたまま、チューイの後から店を出た。


　列車はすでに終わっていた。とはいえ、自宅アパートまでは歩けない距きよ離りではない。


　──まぁ、いいか。歩いて少し頭を冷やそう。


　列車の線路沿いに歩くが、やや行くと、そのルートは大きく公園を回り込む道になっていた。地図によると、ここを突つっ切きるとかなり時間を省略できるはずだった。


　芳一は少し迷ったが、公園に入る。落ち着いて物を考えるにはその方がいいかもしれない、と考えたからだ。が、その判断は間ま違ちがいだったかも、と即そく座ざに考え直すことになる。


　公園の反対側の出口あたりにバイクを停とめた一団がたまっているのが見えたからだ。


　遠くだし、こちら側が暗く、あちら側が明るいから、向こうからは発見されていないようなのが幸いだった。公園の中央を歩いていたのだが、脇わきにそれて茂しげみに隠かくれた遊歩道に入る。そこから向こう側をうかがってみると、それがただのゴロツキではないことに気づいた。いや、ただのゴロツキかもしれないが、見覚えのあるゴロツキだった。


　──あのバイク……髪かみ形がた……。


　そこにたまっていたのは、明らかにキングダムの面々だった。特に嘉門の髪形は間違えようがない。


　芳一は遊歩道が彼らがたまっている場所の裏側へと伸のびているのを確かく認にんすると、身を潜ひそめて足音を立てぬように歩き始めた。とにかく音が聞こえるところまでは近づいてみたかった。


　──見つかったら危ないってのに、こんな風に隠れて何やってるんだろう……。って、反射的に動いてしまったけど、そうか、嘉門の能力を探さぐろうと思ってたんだ……。


　思わずそう芳一は自分を振ふり返ってしまうが、やがて聞こえてきた会話の内容に思わず身体からだを強ばらせてしまう。


　会話をしていたのは、チャッカマンと蝦蟇、そして嘉門だ。


「しかし、雪千代はマジで信じてますね。キングダムが創海に挑ちよう戦せんしようとしてるって」


　そう言ったのはチャッカマンだ。


「笑えるぜ。数揃そろえたって、創海にゃ勝てっこないのによ」


　そう答えて嫌いやらしく笑ったのは嘉門だった。


「でも……ホントに勝てたらいいすよねぇ」


　蝦蟇はつぶやくように言った。それは、何の気なしにいった言葉だったろうが、そんな蝦蟇をいきなり嘉門が殴なぐりつけた。それは、あまりに突とつ然ぜんだった。追従笑いを浮うかべていたチャッカマンも、そのままの顔で固まっていた。


「馬ば鹿か野や郎ろう！　殴る蹴けるで勝つの勝たねぇのなんざも、ガキの遊びだろうが！　ガキくせぇ考えもう捨てろや！　たまにてめぇら馬鹿どもと一いつ緒しよにいてやりゃあこのざまだ！　安いパブで不ま味ずい飯喰くって、辛しん気きくせぇ公園なんぞで缶かんコーヒー飲むような遊びなんざ今いま更さらできるかよ！」


「はい、すんません！　すんません！」


　蝦蟇はひたすら身を低くして詫わびる。


　嘉門は何度も蝦蟇を殴りつけた。


　しかし、その違い和わ感は傍はた目めにも明らかだった。嘉門の拳こぶしは、常人の力しかなかった。蝦蟇にはまるっきり効いていない。それでも、ひたすら蝦蟇は平身低頭しており、嘉門はその態度が気に入らないのか、さらに殴り続けた。


「この馬鹿野郎が！　喧嘩なんざ強くても死ぬのが恐いから俺の言うこときいてるんだろうが！　所しよ詮せん、そんなやつばっかりだ！」


　荒れる嘉門に、チャッカマンがとりなそうと手を伸ばす。


「すんません、その辺で、おさめてください。あまり蝦蟇を殴って傷が残ると、また雪千代が拗すねて言うことをきかなくなります」


　その言葉で、今度は矛ほこ先さきがチャッカマンに向かった。殴り疲つかれたのか、嘉門は荒い息を吐はき出しながら、チャッカマンに蹴りを入れる。


「てめぇもか！　言うこときかねぇとカウント減らすぞ！」


　チャッカマンは腹を押さえてうずくまり、効いたふりをした。


「すんません、すんません！　しかし、雪千代を抑おさえておくのも難しいもんでして……」


「だったら、俺がカウント減らしてやるよ！」


「いや、でも、あいつは死ぬのが恐こわくないのか、それじゃあいうことを聞きませんで……」


「てめぇらがうまく騙だまさねぇからだろうが！　せっかく俺があの宮みや殿どのとかいうのを蜂はちで刺さすって脅おどしてんだから、もうちょっとうまくやれや！」


「だから、ヘッドはあんな風にやる気はないですが、キングダムは創海を倒たおそうとしているって騙してるじゃねぇっすか……」


　さすがに不満顔でチャッカマンは嘉門を見上げた。


　嘉門は肩かたで息をし、蹴るのをやめた。だが、目を血走らせて、狂きよう気きの淵ふち寸前で踏ふみとどまっているかのような表情になる。


「あんな風にやる気はないって？　それが俺に対する口の利き方か？」


　そうあえぐように言うと、手つきだけはひどく冷静に、いや、冷れい酷こくですらある仕草で、ぱちん、と指を鳴らした。


「ぐわっ！」


　チャッカマンが、今度は本当にうずくまってうめく。


　彼の手のカウントが、〝４〟から〝３〟へと減った。


「ふへへ……。おら、とっとと忠誠を誓ちかえや、こら！」


　嘉門は、自分が疲ひ労ろうでふらふらになるまでチャッカマンに暴行を続けた。


　そして、チャッカマンは公園の地面で土下座をした。その頭を嘉門が踏みつけ、ようやく嘉門は落ち着きを取り戻もどした。


「ふ……ふぅ……。俺は車呼んで帰るから、てめぇらとっとと失うせろ」


　嘉門は、足あし下もとがおぼつかない酔よっぱらいのように、ふらふらと公園を去った。蝦蟇とチャッカマンは、立ち上がり、肩を落として顔を見合わせる。


「浩三と雪千代のいないところなら、ヘッドもわかってくれると思ったんだがな」


「最初は俺ら三人だけだったのにな、キングダムはよ。昔は自分も安酒飲んで公園でたむろってたのすら忘れてらぁ」


　そうつぶやき合う。


　覗のぞいていた芳一は、いたたまれない気持ちになってしまう。その場にはいづらかった。このまま公園を抜ぬけようと、静かに歩き出す。


　と、ばきり、と音が。木の枝を踏んでしまったのだ。


　はっ、として、思わず立ち上がると、蝦蟇とチャッカマンと目が合う。


　芳一は「やばい！」と、硬こう直ちよくしたが、二人は、うんざりしたように首を横に振った。


「ああ、かっこ悪わりぃとこ見せちまったな」


「は……。見ての通りだよ。そんな具合だったのさ。ところで、嗅かぎ回っても無む駄だだよ。俺たちだってヘッドの能力をどう解除したものかわからねぇんだ」


　二人にかける言葉は芳一にはなかった。


　すると、思いの外、親切に二人は言う。


「お前は学校離はなれてどこか行きなよ」


「そうだぜ。俺たちみたいになっちゃ哀あわれすぎる。あれ以来、狂くるっちまったんだよ。前の一年戦争ん時、一人ぶち殺して以来な。ああ、そうだった。あいつは、蜂に何度も刺されて、カウントが下がって……」


「あれから、俺たちのことも信用しなくなって、俺たちにもカウントをつける始末だ。じゃあな、俺たちは行くぜ。ホントに学校から離れろよ」


　そして、蝦蟇とチャッカマンは、自じ嘲ちよう的に笑うとバイクで去っていった。


　残された芳一は、怒いかりと、喜びと、悲しみと、恐きよう怖ふとでどうしていいかわからなくなっていた。


　少なくとも、雪千代が雪千代であることを曲げていなかったのは嬉うれしかった。だが、彼を脅し、そそのかしている嘉門を倒す方法はまるでわからない。蝦蟇たちの言うとおりに逃にげることは嫌だったが、確かにそうするのが正解だろう。


　しかし……。


　蝦蟇とチャッカマンの表情を思い出す。彼らとてこの境きよう遇ぐうから救って欲しいという目をしていた。


　──力が……欲ほしいな。


　そう切実に思いながら、夜道を帰った。


　夜はほとんど眠ねむれなかった。


　翌日、朝食をとってから、ふらりと街へ出た。どこか飲食店でぼんやりと考えごとをするつもりだった。


　今でも頭の中では昨日のことが渦うず巻まき続けていた。


　出来ることはふたつある。


　簡単に言ってしまえば、逃げるか、前に進むか、だ。


　逃げるのは簡単。これまでと同じだ。面めん倒どうなことになってきたのだから、どこかの街へと移動を開始すればいい。しかし、今回ばかりは、これまでと違ちがう。おそらくは好きになれそうな人が何人もいる。離れたくないと思う人がいる。これまで、そんな人は一人としていなかった。


　だが、前に進むためには、何をすればいいのか、を考えると混乱してくる。そこでは、何をしたいのか、がより重要になってくるからだ。流されて生きてきた芳一にとって、これまで何より大事なものは自由だった。


　だが、他人との関かかわりを経へて、その自由というのが、いわば預金のようなものだとわかってきた。自由は〝将来の可能性の増加〟にすぎない。金も、時間も、体力も、様々なしがらみのなさも、将来、何かをする自由を生み出すものだ。だが、自由であること自体は、何かを決定したりはしない。


　そうなると、ここらで意地を張らなくちゃいけない。友人、恋こい人びとと一緒にいられる時間のために、嘉門を排はい除じよしなくてはならない。


　そのために、創海に頼たよる？　いや、彼は動かないだろう。創海が彼自身の作ったルールに従うならば、嘉門が人を殺してはじめて彼は動くことになるからだ。しかも、日本の警察に逮たい捕ほさせるだけだ。


　そうなると、今の自分のままで、嘉門を倒さなくちゃならない。


　だが、それなら……。


　そこでループに陥おちいる。


　何もできないのなら逃げるしかない。そして、今の自分には何もできまい。


　気がつくと、街から離れたところにまで来ていたらしい。周囲は住宅地で、入り組んだ道に入り込んでいた。駅ビルがあるから、そちらに向かえば街には戻れるだろう。昼食のために、昼にはそちらに戻りたかった。


　歩き出す。


　どうにも駅ビルが近づいてこない気がする。少し行くとすぐに行き止まりか、曲がり角が待っていた。無理に駅ビルの方に行こうとすると、同じ所に出てしまう。


　かといって、急がば回れということか、と逆方向に歩いて行くと、本当に延々と逆方向に向かって行く真まっ直すぐな道が存在し、どうにも不安になって足が止まる。


「まいったな」


　この年ねん齢れいになって、というよりも自分が迷子になることが、芳一にはにわかには信じられなかった。流れ者としての経験から、裏道での方向感覚には自信がある。地元民しか知らない近道を初見で見つけるのが得意技わざだったのだ。


　──ちょっと妙みようだぞ。


　逆方向への一本道を行く。その行き止まりが見えない。車が通れないほどの幅はばしかない道だ。向こうが見えない道路など、国道クラスでないと存在しないだろう。しかも、左右は住宅だ。


　住宅？


　不思議に思って右の家の表札を見る。そこには表示はなにもなかった。向かいの家にも、数軒けん先まで行っても。


　ここが現実の道だとは思えなかった。


　──まさか、そんなことができる超ちよう人じんがいるのか？


　そうとしか考えられなかった。


　と、前に人が立っていた。


　いや、正確には中に人が入っているとしか思えないもの、だ。


　それは、場末のテーマパークはおろか、地元商店街の宣伝でも使われそうにない、奇き妙みようなキャラクターの着ぐるみだった。


「やー・こんにちわー」


　その着ぐるみは右手を上げて言った。


　ぞっとするような甲かん高だかい声に、唾だ液えきのぺちゃぺちゃという音が混ざっていた。


　その着ぐるみは、芳一の知っている限りで言うと、カモノハシに似ていた。丸くて黒いプラスチックの目と、ウレタンを詰つめたフェルトのクチバシが目立つ。ただ、それが円えん筒とう形のボディについていればよかったのだが、身体からだは茶色の全身タイツを着ているだけなのか、はっきりと人間形をしていた。頭のみがカモノハシ風なのだ。


　その不気味さに、芳一は一歩も動くことができなかった。


「こんにちわー・ぼくわ・じぇいだよー」


　──Ｊ！


　確かに、そのカモノハシはそう言っていた。


　Ｊ。


　記き憶おくが確かなら、この着ぐるみの主が、犬塚佳よし乃のが言っていたマッドハウスＪで間ま違ちがいない。


「Ｊ……」


　芳一はつぶやく。


「そうだよ・ぼくわ・じぇい・きみの・なやみを・かいけつ・するよー」


　どう見ても成人男性としか思えない体格なのに、子供のような声としゃべり方だ。


「悩なやみを解決……？　僕の何を知っているって言うんだ……？」


「まかべ・かもん・の・じやくてん・を・しつている・よー」


　芳一は、背筋が凍こおるような思いがした。


　本当に心が読まれているとしか思えなかった。


「こわがら・なくて・いい・ぼくわ・うそわ・ゆわない」


　芳一は、もはや何も言えなかった。ただ、心底からくる恐怖に身を震ふるわせることしかできなかった。Ｊの声の調子は、佳乃が再現していた心臓の鼓こ動どうのそれと確かに一いつ致ちしていた。だが、直じかにそれを感じると、桁けた違いの衝しよう撃げきがある。


「こわがる・な・かもん・の・ちから・は・すこし・かんが・え・れば・わかる」


「ちようじん・の・ちから・わ・どうぐを・つかつて・なにかする・の・と・おなじ」


「ひこおき・を・はつめい・できる・ような・ひと・だけが・そら・を・とべる」


「だから・ほんと・わ・とおく・で・ひと・を・ころせ・ない」


「いちねん・まえ・かもん・にも・おしえて・あげた」


「だから・きみ・にも・おしえる」


「きみ・いちねん・かつ」


「そのかわり」


「もらう」


　──もらう？


　芳一の中で恐怖が弾はじけた。Ｊに背を向けると、転がるように走り出す。


「きみ・の・きようき・もらう」


「ぼく・わ・せいじよう・だ」


「せかい・で・ただ・ひとり・せいじよう・だ」


　走る。


　走る。


　声がそれでも追いかけてきた。


　どこまでも一本道は続く。


　足がもつれて、倒たおれた。


　顔を上げると、助け起こしてくれる者がいた。


　それが、Ｊだった。


「うわぁあああ！」


　芳一は叫さけんだ。


「こわがるな・ぼく・わ・せいじよう・だ」


「みんな・くるつてる・せかいの・ぜんいん・が・くるつてる」


「ぼく・わ・ひとり・せいじよう・だから・きようき・を・あつめて」


「おしえて・あげなくちや・いけない」


「きみ・たち・わ・くるつてる・と」


「せかい・で・いちばん・くるつてる・そうかい・と・げんしろう・たち・が」


「ほろびる・ため・にわ・きみ・が・つよくならない・と・いけない・んだ」


「だから・ひんと・を・おしえた」


「かもん・にも・おしえた・が・かもん・は・よわかつた」


「でも・きみ・わ・みこみ・が・ある」


「がんばれ・よ・きみ・は・あたま・が・いい・から」


「できるさ」


「でも・きみ・の・きようき・を・もらう」


「そして・しようき・に・なつて・くれ」


　もはや限界だった。恐きよう怖ふは外から頭を染しみ通って脳を白く飛ばした。


　芳一の口から叫びが漏もれる。


「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」


　叫んで、走……。


　芳一は、住宅街に立っていた。


　──え？　え？　あれ？


　右を見る。


　その家の表札には、山やま田だ、とある。


　周囲を見回した。住宅街の屋根の向こうに駅ビルが見える。


　何の変へん哲てつもない路地だ。あたりには誰だれもいない。


　夢だったのか、と疑いながら、駅ビルに向かって歩く。ひとつ角を曲がっただけで、食堂と不動産屋に挟はさまれた道に出た。そこを道沿いに行くと駅前広場に出るのは昨日通ったのでわかっていた。


　駅前広場は人で賑にぎわっていた。


　そこでパチンコ屋の看板を持って立っていた着ぐるみが目についた。


　芳一は、一いつ瞬しゆん、ひ、と息をのむが、よく見ると、それはカモノハシではなくライオンだった。


　──やっぱり、夢だったのかな……。


　半ばほっとしてライオンの前を通り過ぎる。


　その瞬間。


「夢じゃないよ！」


　ライオンが言った。


　ぎょっ、としてライオンの顔を見る。


　しかし、そんな芳一を無視して、ライオンは看板を見せつけるように動かしはじめた。


「夢じゃないよ！　ホントにジャンジャン出します！　出させます！」


　ああ、そういうことだったのか、と安心して芳一は再び歩き出す。


　と、そこに再び声をかけられた。


「芳一」


　またも驚おどろいて振ふり返ると、そこには幻げん死し郎ろうが立っていた。


「なんだい、そんな今にも心臓が止まりそうな顔なんかして」


「あ……ああ。驚いたんだよ。さっき……」


〝Ｊを見た気がして……〟と言いかけたが、芳一はその言葉をのみ込む。


　まさかとは思うが、Ｊがどこかで見ているような気がしたのだ。そして何より、彼は幻死郎の名前を知っていた。


「さっき、耳元でパチンコの宣伝をされてさ。で、魔ま淵ぶち君は何してるの？」


「昔なじみに会った帰りだよ。何かといろいろあって」


　そう言って、幻死郎はポケットからパイプ・セットの入ったポーチを取り出した。


「ところでさ」


　芳一が切り出す。


「なんだい、また。妙に気合い入ってるじゃない」


「超人の力って……」


「ああ？」


「超人の力って、道具を使って何かするのと変わらないって、言ってる人がいて……。それって、つまり、大きな力を持ってる人は、もともと超人でなくても……。その……何かスケールが違ちがうってことでいいのかな？」


　Ｊの言葉が頭に残っていた。


　幻死郎は、面めん倒どうそうにパイプをくわえた。


「そりゃ、言った本人に聞けよ」


「いや……何かで読んだんだ。最近あるじゃない、社会学の新書。〝子供が危ない〟みたいなタイトルだったかなぁ」


　適当にでっちあげて言う。


　すると、幻死郎はパイプに火をつけながら言った。


「そんな本、いい加減なもんだぜ。でも、ま、実感としては正しいな。逆だけど」


「逆？」


「その力の使い方を見れば、その人間のスケールがわかるってことさ」


「だとすると……だとすると、だよ」


　芳一は意気込んで幻死郎に向かって身を乗り出した。


「なんだよ。長くなるなら喫きつ茶さ店でも行こうぜ」


「真壁嘉門は、自分の見ている前でしか、力を使えないんじゃないかな」


「ん……？　あ、ああ。だとしたら、これまでの行動も納なつ得とくがいくけど……。でも、まぁ、あえて試ためす奴やつはいないわな。そんな勇気がある奴がいるものかって」


　ははは、と幻死郎は笑う。


　が、芳一は、ある大きな決意をした目をして、幻死郎に言う。


「ねぇ、僕が犬塚さんを倒しても怒おこらないかい？」


「は？　なんで？」


「いや、怒らないなら、それでいいんだ」


「ま、場合による。傷とか残ったら、怒ると思うなぁ、ボク」


「そんなことにはならないよ。僕は一年のトップに立って……真壁嘉門に勝つ」


　芳一は、力強く言った。


「どうしたんだ。男の顔になってるじゃねぇか」


　冷やかしではなく、幻死郎が感心する。


「そうかい？　僕は、やり方を見つけたんだ。僕にできるやり方を」
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死んだら墓に一言だけこう書いてくれ


あいつはうたをうたうひとだった




　実に大げさなやり方だった。今時ありえないくらいに。


　決けつ闘とう状じよう。


　差出人は宮みや殿どの芳ほう一いち。送られたのは、犬いぬ塚づか佳よし乃のと月つき影かげ雪ゆき千ち代よ。


　そして……。


「なぜ、俺にまで来てる？」


　真ま壁かべ嘉か門もんは、手紙を持ってきたチャッカマンに言った。


　そこは、学校の屋上。今のところはキングダムのたまり場になっていた。デッキチェアにテーブル、丸椅い子すがいくつか。さらに冷蔵庫とビーチパラソルが置かれ、冬でない限りは快適に過ごせる環かん境きようが作られている。


　今は春。良い季候のため、キングダムの面々はかなりの数がそこでくつろいでいた。


　しかし、嘉門の一言に場は凍こおり付いたままだ。


　嘉門はデッキチェアに転がり、身内であるのに脅おどすような目でチャッカマンを見ている。


「いえ……一年生が持ってきただけで、内容はわかりませんでしたので……。雪千代とヘッドの双そう方ほうに届いているとわかれば、内容の想像もつきましたが……」


「馬ば鹿か野や郎ろう！」


　恐きよう縮しゆくしているチャッカマンを嘉門は蹴けりつけた。


「すんません」


「ま、いいさ。雪千代。これで決着つけられるんだろうな？」


　嘉門が呼ばわると、雪千代が歩み出た。


「終わらせますよ。宮殿芳一は、なんも力はないですから。多分、犬塚佳乃も来るでしょうが、こちらも問題ないです」


「そりゃあいい。決闘場所は放課後の体育館だってな」


　嘉門はテーブルに決闘状を投げた。


　文面では、一年生の二人を倒たおした後、真壁嘉門と一対一の勝負がしたいと書いてある。


「おい、浩こう三ぞう」


　嘉門は、実質ナンバーツーである曽そ野の浩三を呼び出した。


「はい」


　リーゼントの浩三が応じると、そちらを見もせずに命じた。


「野や次じ馬うまが来るだろうが、全員体育館には入れるな。キングダムで囲んでおけ」


「わかりました。その……」


　浩三が困り顔で切り出す。


「どうした？」


「どうして、囲むんですか？　野次馬には喧けん嘩かを見せてもなんも損はねぇっすが……」


「馬鹿が！」


　嘉門は浩三を蹴り飛ばした。


「タイマン張るわけねぇだろ！　目が見えねぇ女でも、ひょろい坊ぼう主ずでも、猫ねこ娘むすめでも、勝った奴はキングダムに入れるんだよ。決着ついたら全員でやんぞ。へへっ、坊主と女で、女の方が残ったんなら、おめぇ負けてもいいぜ。そうすりゃ、キングダムに性欲処理係が入ることにならぁ」


　下げ卑びた笑い声を嘉門があげると、追従して何人かが笑った。


　が、その笑い声を遮さえぎるように、雪千代が大声を出した。


「負ける？　そいつは勘かん弁べんですよ」


「ふん。威い勢せいが良いな」


「タイマン張らないのがキングダムのやり方だってんなら、従ってもいいですけど、一年戦争は、創そう海かいのやり方でやらなくちゃいけないんでね。まだキングダムは二年の天下取ってないってんでしょ？　俺は誰だれが来ようとタイマンでやって勝ちますよ」


　雪千代は不ふ機き嫌げんなのか、意気込んでいるのかわからぬ表情で言った。


　その態度に、浩三たちは内心で冷や汗あせを流すが、嘉門はそれを笑い飛ばした。


「おう。ならやってみろや」


「はい。ついでに、いいですかね？」


「なんだ？」


「宮殿が来たら、俺、左手でやるんで。許可、くれませんかね」


　ふてぶてしい雪千代に、嘉門は不機嫌そうな目を向けた。


「おめぇ、なんでそう顔に似合わねぇ台詞せりふ吐はきやがるんだ、この」


「顔は俺のせいじゃない」


「生意気言ってんじゃねぇ！」


　嘉門は怒ど鳴なったが、雪千代のことは蹴らなかった。表情を強こわばらせたまま、雪千代の足あし下もとのあたりを見ている。


　と、雪千代はさらに聞く。


「左手でいいんすか？　いけないんすか？」


「だから、生意気言うなって言ってんだろうが！」


　嘉門は指を鳴らした。


「う……うげぇ……。ぐぅ……ふ……」


　雪千代は顔を真っ青にして、冷や汗を額に浮うかべたが、倒れることなく踏ふみとどまった。手の甲こうのカウントが進んで〝７〟になった。


「けっ。左手でやりたいなら好きにしろ。ただし、一年戦争終わったら、キングダムのやり方だ」


　嘉門はあざ笑った。


「キングダムのやり方で……創海に勝つんですよね？」


　念を押すように雪千代は言った。


　軽けい薄はくに嘉門は笑う。


「ははっ。そんなの当然だろ」





　同じ頃ころ、幻げん死し郎ろうは佳乃の膝ひざに甘えるように寝ね転ころがっていた。


「何な故ぜ、貴様が私の膝にのっている」


　佳乃は不機嫌な声を出す。


「わざわざ探して、手紙を届けに来たんだ。そりゃないぜ」


　裏庭のベンチに座った佳乃の膝に頭をのせ、幻死郎は決闘状をひらひらさせている。


「殴なぐっても落としても這はい上がってくる奴やつを他になんと言えばいいんだ！」


「さぁ？　ゴミ虫とか、豚ぶた、とか、薄うす汚ぎたないゲス、とか呼んでくれたら、ちょっと嬉うれしいかもな」


「嬉しがるな！」


「駄だ目めか。でも、ホントに嫌きらいな奴なら、もうちょっとキミ冷たいだろ？　見たぜ、言い寄ってくる男を、めちゃくちゃ冷たい態度で切り捨てたの」


　幻死郎が言うと、佳乃が表情を変えた。


「え？　見た？　どこで？」


「さっきＢ組のクラスの前だ。親切そうにドアを開けたりしていた奴」


「ちっ……あれは、私を可哀かわい想そうな奴と思う心と下心が奴の心音に出ていたからだ」


「俺以外、そんな反応が出てない奴に会ったことあるかい？」


　からかうように幻死郎が言うと、佳乃は口ごもった。


「う……」


「ま、いないだろうな。それより、やめようぜ、こんなこと」


「止めるな。私は、こうとしか生きられない」


「それなら、無理して止めはしないけど、さ」


　幻死郎が真顔になる。


　その心音を察知して、佳乃がぴくり、と頰ほおを動かした。


「心配……してくれるな。決心が、揺ゆらがない……とも限らない」


「いや、死ぬ前に身体からだ許してって言おうと思ったんだけど」


「だから、どうしてお前はそういう言葉を下心無しで言えるんだ！」


「純愛には性せい行こう為いも含ふくまれる！」


「いい加減にしろ！」


「わかったわかった。だけど……」


「なんだ？」


「あいつなら……なんか変えてくれるかもしれないな」


「あいつ……？　宮殿のことか？」


「ああ。あいつなら、俺を殺してくれるかもしれない」


　幻死郎は、つぶやくように言った。


「殺してくれる……？　またそんなことを言っているのか？　というか、ホモか？　そいつはお前が女を口説くときに使っていた言葉だったな」


　佳乃がまるっきり不ふ真ま面じ目めに応じると、幻死郎は笑う。


「せめて両刀と言って欲しい」


「ああ、もういい！　早く帰れ！」


　佳乃は怒鳴った。





　そして、放課後がやってきた。


　野や次じ馬うまたちは早い内から体育館前に集まっていたが、キングダムが出入り口を封ふう鎖さしていたため、入れなかった。


「なんだよ、見せない気かよ」


　と、絡からむ者はいない。キングダムに逆らう一年生はいなかった。


　それでも、野次馬たちは、体育館を覗のぞける窓に群がって人山を作っていた。負けた、あるいは雪千代や佳乃にかなわないと見て参戦していない者も、喧嘩は三度の飯より好きという連中ばかりだったし、隙すきを見て参戦しようと考えている者は、二人の能力や癖くせを見ようと必死になっているのだ。


　彼らの目当ての三人のうち、雪千代はすでに中に入っていた。キングダムが事前に体育館を封鎖した際に、一いつ緒しよにやってきていたのだ。今は、体育館奥のステージに座り、何も言わずにうつむいている。さらにそのステージ上には嘉門がパイプ椅子を出しており、高みの見物とばかりに座って足を組んでいた。


　やがて、野次馬たちが騒さわぎ出す。


　彼らがふたつに分かれて作った道の真ん中を、まるで目が見えているかのように歩いてくるのは佳乃だ。


「上級生の皆みなさんは、手を出すなんてしませんよね？」


　佳乃は入り口近くで、そう口を開いた。


　目が見えぬのにこちらの正体に気づいたことに、扉とびらをガードしていたキングダムの面々は驚おどろき、なんら彼女をからかうことなく、ざ、と道を空けた。


　かつん、と彼女の杖つえの音が響ひびく。体育館の板張りの上を歩いて行く。


　雪千代が顔を上げた。


「よぉ。俺は映画は好きだけど、座頭市は見てないんだ。シリーズが多すぎてな。座頭市を殺した相手役の名前が知りたいんだが、あんた知らないか？」


　それを聞いて、にやりと佳乃が笑う。


「さぁ？　私は映画を見ないから。でも、座頭市が負けたことはないんじゃない？」


「そうだったか。座頭市は座頭市でも、あんたは勝かつ新しんでも北きた野のでもなく、香か取とりってことにしておこう。弱く見えてくるからな」


　雪千代はステージから降りた。


　軽くステップをとりはじめる雪千代を見て、野次馬たちが歓かん声せいをあげる。


　が、体育館の中央で、ぺたり、と佳乃は座り込んだ。


「なんだい、そりゃ新しい構えとも見えないが？」


　雪千代が聞くと、佳乃は拍ひよう子し抜ぬけするような事を言った。


「あなたとは、今、やらない」


「何だと？」


　雪千代が目を見開く。


「あなたも武器持ちでしょ？　だから、挑いどまれた私は延期できる。武器を選ぶのにね」


　佳乃は静かに言った。


「おい、そりゃあないぜ。怖おじ気けづいたとしか見えない」


　雪千代が文句を言うと、佳乃はそれを鼻で笑う。


「私は強くなるしか興味がないの。だから、機会は多い方がいい。あなたは、あの猫娘の後よ」


　すると、雪千代が顔をゆがめた。


「いけない。いけないよ、そりゃあ。自分を高めることに凝こり固まった奴は命が危ないって。俺なら、あんたを傷つけずに勝ってやる。そのつもりだったんだ」


「うぬぼれるな。私が不利だと思っているんだろうが、こちらとて奥の手はあるさ。静かに待っていればいい」


　佳乃がくすりと笑った。


　雪千代はうなった。


「ふん、わかった。待つさ」


　困り顔で再び座り込んだ。


　が、それからほどなく、再び野次馬たちが騒ぎ出す。


　今度は扉をガードしていた面々は、早めに左右に分かれる。


　芳一がやってきた。緊きん張ちようした足取りで、ややぎくしゃくとしている。その背後に、飼い犬のように絽ろ美みが従っている。いや、背後についてきてはいるが、猫ねこのようにあっちにふらふら、こっちにふらふらとしている。その光景は妙みように様にならなかった。


　野次馬もキングダムの面々も笑い声をあげた。


　芳一は、どんな顔をしていいものかわからないといった顔で体育館に入った。


　と、同時に、腕うで利ききの武芸者のような仕草で佳乃が立ち上がった。


「さて、やろうか、子猫ちゃん」


　しかし、それに答えたのは芳一だった。


「いや、彼女はやらない。僕がやる。彼女は無理についてきちゃったんだよ」


　ぴくり、と佳乃は眉まゆを動かした。そして、心音を聞いたのか、口を開く。


「だが、お前はそんなに緊張しているじゃないか」


「そりゃ、僕は戦ったことがないし、これからすることがうまくいくかわからないからね。緊張するに決まってる」


　芳一は隠かくさずに言った。


「私を馬ば鹿かにしているのか？　ともかく、私は後ろの猫ねこヶが森もりとしかやらんぞ」


　佳乃が怒ど気きを声に含めた。


　しかし、芳一は引き下がらなかった。


「だが、規定じゃ、僕の挑ちよう戦せんを犬塚さんは断れない」


「……むう」


　佳乃は口をつぐみ、やや考えた後、口を開く。


「猫ヶ森。私とやれ」


「え？　でもぅ、芳一が戦うなって言うんだもん。約束したからね」


　絽美は口をとがらせた。
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「だが、貴様が先に挑戦してくれれば、そちらを先にしても問題あるまい」


「やだね。挑戦されても、武器無しだから、あなたのは断れるし。心配だから来ただけだってば」


　すると、佳乃は失望したように首を振ふった。


「戦場にいたというから期待したのだがな。それに、貴様、私のカンが外れていなければ、人殺しの匂においがする」


　その瞬しゆん間かん、絽美の表情が変わった。


「今、なんて？」


「人殺しと言った。怒おこったな。何度でも言ってやろうか。人殺しだ。私の嫌いな人殺しの匂いだ。染しみついている。とれないぞ、生しよう涯がい」


「駄目だ！」


　はっ、として芳一は言った。


　しかし、絽美の顔色は変わっていた。


「好きで人殺しになったわけじゃないんだよ。わかるかな？」


　そう言った絽美の手は、すでに獣けものと化している。


「駄目だよ、絽美……」


「ごめんね、芳一。でも、もう、遅おそい！」


　絽美は吼ほえた。目が赤く輝かがやく。


　にたぁ、と笑う佳乃が、身体を低くし、杖を構えた。


「先に侮ぶ辱じよくを詫わびておこう。済まなかった。怒らせるためにやっただけだ」


　その言葉を、絽美が聞いていたか、いなかったか。


　答えは、ただ獰どう猛もうな叫さけびだけだった。


　叫びと、獣と化した絽美が跳とんだのが同時だった。


　刹せつ那な。


「技わざの四。変化の一」


　ざ。


　風が鳴った。


　杖から抜ぬき打ちされた銀の刃やいばが、光の弧こだけを描えがいて、消えた。


　ぎぃん！


　耳鳴りのする音が響く。


　次の瞬間には、すでに絽美は佳乃の後方にいる。


「まずは、相手の技を相そう殺さいする……！」


　佳乃は、いかなる足運びか、その場で足を組み替かえず、するりと振り返った。


　一方、絽美は後ろ足で立ち上がった。いや、元は人間なのだから、それが普ふ通つうなのかもしれない。


　そして、しなやかな足で駆かけ出すと、左右のパンチの連撃を佳乃に叩たたき込んでいく。


「変化の二」


　佳乃の剣けんが再びひらめく。こちらも連撃だった。右に左に、上に、下に、刀身は消え、次々と銀色の弧だけが、佳乃の前方に美しく描き出される。


　かぎ爪づめと刀身が打ち合わされる激しい音が連続し、ひとつの響きとなって、びぃん、と体育館を揺ゆらす。


　どぅ、と歓声が沸わいた。


　これはすでに喧けん嘩かの域を超こえていた。死の淵ふちを越こえてきた武芸者同士のギリギリの技競くらべだった。


　絽美も、佳乃も、連撃を繰くり出す手を休めることができなかった。張り詰つめた緊張を先に切ってしまった方が負ける。そういう戦いだった。


　野次馬たちもそれに気づき、先さき程ほどまでの歓声が噓うそのように静まり返った。


　先に限界を迎むかえるのはどちらか。


　シンプルな、しかし、極限の根競べ。


　先に根をあげたのは、佳乃だった。


　ぐら、と身体からだが揺らぐ。刀身のひらめきの速度が落ち、右に振り上げた刀身が返ってこない。


　絽実が前方に飛び出す。その速度が尋じん常じようでない。


　ほとんど無む尽じん蔵ぞうのスタミナが彼女にはあるのか、と誰だれもが息をのんだ。


　その時。


「変化の三」


　ずん。


　鈍にぶい音が響いた。


　佳乃が下から振り上げた左手の甲こうが絽美の腹にめり込んでいた。刀は右手のみで握にぎられている。連撃の最中、隙すきを作ると同時に左手を刀から放していたのだ。


　しかし。


　絽美の強きよう靭じんな身体に、その一いち撃げきでは不足だった。絽美は一いつ瞬しゆん、動きを止めたが、右手の爪の必殺の一撃を佳乃の頭に向かって繰り出す。


　またも、しかし。


　右方に上げられた刀が、瞬時に戻もどってきて、絽美の首筋を叩いていた。


　ばきぃ、といびつな音。


　刃は潰つぶしてある。切れはしない。だが、威い力りよくは十分だった。


　絽美の目の光が消える。ゆっくりと倒たおれる。


　どさっ、と絽美の身体が崩くずれると同時に、佳乃の刀が折れた。


「こちらが有利な状じよう況きようだったのに……紙かみ一ひと重えの差……」


　勝利者とも思えぬ顔で佳乃はしゃがみこんだ。


「絽美！」


　芳一は駆け寄ろうとする。それを佳乃が手で制した。


「生きている。揺するな。脳に血が行けば目を覚ます」


「くっ……」


　芳一は踏ふみとどまった。


　佳乃の言うとおり、確かに絽美はゆっくりと呼吸していた。


「僕にも、少々容よう赦しやをしないでいい理由ができた」


　芳一が言った。


　顔中に汗あせをかきながらも、佳乃は、「はっ！」とひとつ息を吐はき、呼吸を整える。立ち上がり、刀を捨てると、手刀を芳一に向けた。


「なぜ、そんなに心音が乱れない？　なぜ、怯おびえていない？」


　その質問に、芳一は簡潔に答えた。


「必ず勝てるからさ」


　そして、ハーモニカを尻しりポケットから抜いた。


　野や次じ馬うまたちが、ざわめく。


　芳一がハーモニカを口につけるに至って、野次馬たちのざわめきは笑いに変わった。


「何考えてるんだ？」


「そりゃあ、泣き落としってことか？」


　そして、ハーモニカの音が流れ出しても、もちろんその場の者たちの反応は変わらない。


　ただ一人を除いては。


「うわぁああ！　やめろ！　やめろ……やめ……！」


　佳乃は、うめいた。耳をふさいだ。膝ひざをついた。首を左右に振った。


　それでも、その音は佳乃の耳に飛び込んできた。音は心臓をわしづかみにし、その鼓こ動どうを強制的に速くしてしまう。


「きゃぁああああああ！」


　かすれた音しかでないほどに叫んだ。


　芳一の奏かなでる、音楽とも言えない音楽。


　それは、Ｊの言葉を模も倣ほうしたものだった。


　あの無限に続く謎なぞの街で出会った着ぐるみ。それが発した恐きよう怖ふの言葉。芳一には、その音程を正確にトレースできる耳と演奏技術があった。


　不気味な音は、床ゆかを這はうように響ひびく。


　佳乃は、周囲が何事かと不ふ審しんに思っている中、ただ一人、もがき続ける。過去の悪夢とのダンスを一人踊おどる。


　芳一は、自らで苦痛を与あたえながら、それから彼女を解放しようと歩み寄る。左手でハーモニカを操あやつりながら、右手で手刀を彼女の首筋に叩き込んだ。


　それは、お世辞にも見事と言える一撃ではなかった。が、佳乃は昏こん倒とうした。


　体育館を囲んだ誰もが、口をあんぐりとさせ、一言も発しなかった。芳一が何をしたか、理解できる者は誰だれ一人いなかった。


　静まり返った体育館を、芳一は前に歩いて行く。


　雪千代が、ぽん、とステージから床に降りた。


「俺にも曲を聴きかせてくれるのか？」


「いや」


　芳一は、ポケットにハーモニカを戻す。


「男は拳こぶしだ……って、僕が言うといまいち決まらないな」


「そうでもないぜ。ところで、約束してくれ」


「何を？」


　雪千代と芳一は、体育館の中央で向かい合った。


「俺に負けたら、この学校から出て行きな」


　静かに雪千代は言った。


　芳一は何も言わずにうなずいた。


「ハンデだ。俺は左手だけだ」


　す、と雪千代は、左手で拳を作って前に出した。


　その正面に芳一は右手を出した。
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「僕は右利きだ。丁度良いな」


　芳一が言うと、雪千代が眉まゆを動かした。


「何がだ？」


　いぶかしげな雪千代に、芳一は笑いかけた。


「好きだろ、クロスカウンター」


　人が二人で向かい合うと、右手と左手がぶつかり合う形になる。ボクシングの、いや、映画好きの人間があこがれるクロスカウンターは、この場合、芳一が放った右に、雪千代が絶ぜつ妙みようのタイミングで左を打てば成立する。


「そりゃあ……好きさ」


　雪千代は笑い出した。


　二人は向き合って、おかしくてたまらないと言うように笑いだした。


「はは……はははは！」


「ははは！　さぁ、やろうか」


　芳一は右拳を握った。


「お前が先に打つのかよ」


　雪千代が驚おどろいて聞いた。


　クロスカウンターは、後から放った方が有利なのである。


　しかし、芳一はうなずいた。


「そう、僕が先だ」


　野次馬たちがそれを聞いてざわめく。さすがに、これでは芳一が狂くるったと思ってもおかしくない。


　が、雪千代は、芳一の目に、揺るぎない決意を見ていた。


「ＯＫ。わかった。一発で眠ねむれるように加減してやる」


　雪千代はうなずくと、利きき腕うでとは逆の左構えをとる。


　芳一はここで負ける覚かく悟ごをしているものと見て取ったのだ。


「よろしく頼たのむ」


　不器用に芳一も構えた。


「行くよ」


「ああ」


　雪千代がうなずいた時、芳一が右を放った。


　不器用な、素人しろうとのパンチだった。雪千代にとっては、正直なところ遅おそすぎる。


「合わせるのに手間取るぜ！　寝ねな！」


　雪千代は遅おくれて左を放つ。


　芳一の右腕が伸のびきって雪千代の左ひだり頰ほおをとらえた瞬しゆん間かん、雪千代の左腕が芳一の右腕の外側からかぶさり、芳一のパンチの威力を殺しつつ、芳一の右頰にめり込む。


　ぐしゃり。


　いびつな音がした。


　芳一は前進した分、自分のパンチの威力プラス雪千代のパンチの威力を喰くらったことになる。


　ぐらり、と芳一の身体が崩れる。


　戸と惑まどった目で雪千代が、倒れる芳一を見ていた。


　雪千代の頰に汗の玉がいくつも浮うかぶ。


　そして、芳一が床に倒れた。


　決着。


　一年生で最強は月影雪千代で揺ゆるぎない。


　誰もがそう思った。


　が……。


　その瞬間、雪千代の脳に激しい衝しよう撃げきが襲おそいかかった。


　いや、正確には、芳一の拳を浴びた瞬間に、脳に映像が、音声が、叩たたき込まれていた。


　フラッシュバック。


　まるで映画を強制的に見せられているかのように、芳一の記き憶おくが打ち込まれていた。


　雪千代は、芳一の体験を、芳一の目で見て取った。


　再現される。


　その映像。


　その音声。


　そして、その場にいた芳一の感情。


　──芳一は、自分の体験や感情をすべて拳に込めることが出来るのだ！


　雪千代は、そう気づいた。そして知る。


　キングダムについて芳一が知ったことを。


　自分が嘉門に騙だまされていたこと。


　メンバーの嘉門に対する複雑な感情。


　自分が芳一をかばってキングダムに味方していたこと。


　何より、芳一がそれに気づいており、なんとかしようと苦く慮りよしていたこと。


　泣けてきた。


　ただ、ただ、泣けてきた。


　雪千代の頰を涙なみだが伝う。


　そして、雪千代は崩れた。脳が打ち込まれた情報量によって疲ひ弊へいしたのだ。


　それでも、これは心地ここちよい疲ひ労ろうだった。酩めい酊ていするような感覚。


　その時、芳一は、立ち上がった。ふらつきながらも、倒れた雪千代に近づく。


　今にも気を失おうとしていた雪千代の手を、芳一はしっかりと握にぎった。


「君の勝ちだ」


　雪千代は言った。


「勝ち負けなんていいさ」


　芳一は笑う。


「そうか。だが……。まだ、嘉門がいる」


　雪千代は心配そうに言った。芳一は首を横に振ふる。


「大だい丈じよう夫ぶさ。安心して寝ててくれ」


「おう……待ってろ。二、三分ほど、寝る」


　そして、雪千代は気を失った。


　右頰をおさえながら、芳一は屈かがんでいた腰こしを起こすと、ステージに向かってひょこひょこと歩いて行く。


　野次馬の誰だれもが、その光景を信じられない目で見ていた。


　外から見ていた者には何もわからなかった。


「触ふれた者を気絶させる力でもあるのか？」


　野次馬たちの疑問を代弁するかのように、嘉門が言って、パイプ椅い子すから大おお仰ぎような仕草で立ち上がった。


「違ちがう」


　芳一は言い切った。


　その前方に、すとん、と嘉門が降り立つ。


　二人はかなりの距きよ離りをおいて向かい合った。


「じゃあなんだ。麻ま酔すい針でも持ってたか？」


「それも違う」


　嘉門はその答えに不満だとでも言うように首を振った。


「まぁいい。お前も俺に忠誠を誓ちかうようになる。刻印、つけてやるぜ。栄えい誉よに思いな」


　す、と嘉門は手を振った。芳一の周囲を何匹びきかのスズメバチが旋せん回かいしはじめる。


「嫌いやだな。刺さされると、痛い」


「最初だけだ。じきに慣れる。さて、じゃあ、いくぜ」


　嘉門は指揮者のように右手を振る。芳一は手を振ってスズメバチを払はらおうとしたが、素す早ばやく左腕の袖そでにつかまった一匹が、針を音も立てずに皮ひ膚ふに潜もぐり込ませた。


「ぐっ……！」


　芳一は、痛みにうずくまる。右手で左腕をおさえたが、その手の甲こうに数字の〝10〟が浮かび上がる。


「は……ははははは！　さあ、こっちに来い」


　嘉門は笑い、芳一を手で招く。


　ゆっくりと立ち上がった芳一は、嘉門に向かって一歩踏ふみ出した。


「さて、話してもらおう、お前の力を」


　嘉門は問いかけたが、芳一は何も答えず、歩みを止めなかった。


　静かに、その拳が握られる。


「何を逆らってやがる！」


　そう怒ど鳴なり、嘉門は指を鳴らした。


　カウントが〝９〟に下がる。


　芳一が痛みにうめいた。


　だが、倒たおれることはない。


　一歩、また一歩、と嘉門に歩を進めていく。


「死にたいのか！」


　嘉門は叫さけぶ。そして、キングダムの面々を呼んだ。


「来い！　全員だ！　こいつを囲め！」


　号令で体育館にキングダムの面々がなだれ込んでくる。嘉門の前に壁かべを作り、歩いてくる芳一の前に立ちはだかった。


　野や次じ馬うまたちもキングダムに続いて体育館に入り込んでくる。


　その騒さわぎで、気を失っていた絽美、佳乃、雪千代が目を覚ます。その間にも、芳一はキングダムの面々が作る輪の中心に囲まれている。瞬またたく間に芳一を囲む輪が大きくなる。


「芳一！」


「芳一！」


　絽美と雪千代が声をあげた。が、その声は芳一に届くものの、そこに駆かけつけるには至らない。二人ともまだ身体からだがまともに動いていないのだ。


　と、芳一が、その声に応こたえるかのように、右手を上げた。


　それは、まるで、観衆にその手の甲を見せつけるかのようでもあった。


「それじゃあ、僕の力を教えよう。僕の拳こぶしは、心を伝える拳だ！」


　芳一はよく通る声で叫ぶ。


「は？　寝ぼけてるのか、てめぇ」


　嘉門はいきなり元気を取り戻もどし、挑ちよう発はつするように首を振った。


「だけど、そうとしか言いようがない。音楽は人の心を動かす。楽器を通じて、演奏者と曲の心を伝えるからだ。僕は、楽器を操作するように、人の心に僕の記憶と、感情を伝えることができる」


　芳一の言葉で、芳一を囲む輪がざわめいた。


「強い感情を伝えれば、相手を気絶させることもできるってことか」


　嘉門も納なつ得とくする。


「そういうことだ」


　芳一はうなずいた。そして嘉門は再び命じる。


「じゃあ、その力、俺のために使ってもらう。こちらに来い」


　だが、芳一は動かなかった。


「来い」


　まだ動かない。


「カウントを減らすぞ」


　芳一は静かに冷たく嘉門をにらんだまま、やはり動かない。


「ち、てめぇ、舐なめやがって！」


　嘉門は指を鳴らした。


〝８〟。


　そこで、痛みにうめいて首を振った芳一が、再び口を開く。


「あなたの能力を知ったら、そりゃあ舐めるしかない」


「な……なんだと、こら！　ハッタリかますのもいい加減にしろや！」


　嘉門は怒鳴った。


　カウントが減る。


〝７〟。


「ハッタリかどうかは試ためせばわかる。あなたの能力は、あなたの見ている前でしか起こらない。あなたが見ていなければ、虫はコントロールされないし、カウントも減らない」


「それがどうした！　殺せるのは同じだろうが！」


〝６〟。


「それはそうだ。だけど、重要なことがそれでひとつわかる。能力は、その超ちよう人じんの性格的なスケールを超こえることはない。つまり、そいつの器うつわが力ってことだ」


「何をわかりきったことを言ってやがる！」


〝５〟。


「あなたは、操あやつれても虫の毒しか操れない。アレルギー反応を引き起こして、手に数字を浮かび上がらせることが出来る程度だ。あなたはカウントを下げて痛みを感じさせるためだけに、大体の場合足あし下もとに蜘く蛛もを送り込んで刺している。そうしない場合、痛みを感じない。カウントが進むと痛みも無くなると噓うそをついて、それがばれないようにしつつね」


「う……うるせぇ！　それで十分だろうが！　殺せるんだぞ！」


〝４〟。


「そうかもしれない。だけど、それは虫を大量に操って刺した時だけだ。その力も、相当に集中しないと使えない。操れて十匹ぴきもいかないだろう。それがバレるのが恐こわい。あなたは臆おく病びようで恐がりなんだ。その証しよう拠こそのものが、数字を浮うかび上がらせる能力だ。数字が出れば、実は毒が人を殺すには至らないものだってことがばれなくて済む」


「そんなはずがあるか！　殺せることを証明してみろってのか！　おお？」


〝３〟。


「やれるなら、やってみろ……と言いたいけれど、実際に殺せることも知ってる。蜂はちで何度も刺せば、アレルギー反応で死ぬ奴やつは出る。だけど、重要なことは別だ」


「み、みんな！　こいつを黙だまらせろ！」


〝２〟。


「あなたが殺せるとしたら、僕一人だ。しかも蜂で襲おそうしかできない。さぁ、どうする？」


　そう芳一が問いかけたのは、嘉門にではなく、キングダムの面々にだった。


　浩三が、蝦が蟇まが、チャッカマンが、顔を蒼そう白はくにして汗あせだくになり震ふるえていた。


　嘉門が裏返った声をあげる。


「どうした！　どうしたんだお前ら！　こいつを殴なぐれ！　黙らせろ！」


〝１〟。


「僕なら、みんなの気持ちを彼に伝えられる！　さぁ、どうする！」


　拳を握りしめた芳一が叫んだ。


　もはや泣き顔になった嘉門が奇き声せいをあげながら、身体に仕込んだすべての毒虫を一気に解放した。


　ざ、と黒い霧きりのように虫たちが拡ひろがる。しかし、数匹しか操れないという芳一の予測は当たっていた。芳一を目指して飛んでくるのは数匹のスズメバチ。


　芳一は嘉門に向かって走り出した。


　右拳を振り上げ、嘉門に向かい、跳とぶ。


　しかし、スズメバチがその前に立ちはだかり、身体に取りつこうとする。


　その瞬しゆん間かん。


　炎ほのおがスズメバチをあぶり殺した。


　チャッカマンが、炎を細く絞しぼって噴ふき出したのだ。


　浩三が素早く走って虫を踏みつぶし、蝦蟇が舌を伸のばして虫を根こそぎ舐め取る。


「おまえら！」


　嘉門が絶望に泣き叫ぶ。


　その情けない顔に、芳一の拳が打ち込まれる。


「これが！　これが、みんなの気持ちだ！」


　脳を焦こがすほどの怒いかりが。


　嘉門の罪の結果が。


　だが、嘉門をまだ本音では慕したう者たちの心が。


　一気に嘉門の脳に注ぎ込まれた。


〝０〟





　芳一は目を閉じて倒れていた。


　ぴくりとも動かず、大きく手を広げて。


　そこに雪千代が歩み寄った。


　かがみ込み、芳一の頰ほおに触ふれる。


「芳一……」


「何？」


　芳一は目を開いた。


　青空が見える。


　ここは、かつてキングダムが使っていた屋上だ。デッキチェアに芳一は転がっていたのだが、いつの間にか寝ねていたらしい。


「何、じゃねぇよ。絽美ちゃんと犬塚がまた喧けん嘩かだ」


　雪千代が親指で階段の方を指さした。


　ぎゃあぎゃあとわめく獣けもののような声と、冷たいが怒りに震える声が聞こえてくる。


　芳一は仕方なく腰こしを起こし、階段に向かおうとするが、その時、「ぎゃ！」という妙みような音に続いて、一転、「ご、ごめん！」、「す、すまん」、と二人の謝る声が聞こえてきた。


「何だ？」


　芳一と雪千代とが階段に向かうと、階段への扉とびらを開けて幻死郎がパイプを吹かしながら出てきた。


「チューイが止めに入って二人に殴られたんだ。ま、喧嘩は止まったからいいんじゃないかねぇ」


「うわー」


「それにしても、あいつ頑がん丈じようだな」


　芳一と雪千代が顔を見合わせる。


　絽美と佳乃が、チューイの左右の肩かたに手を貸しながら屋上に上がってくる。


　思い思いの場所で、芳一たちはくつろぎはじめた。


　嘉門は学校を去った。キングダムは浩三をヘッドに、二年生中心のチームとして生まれ変わった。そして、一年生は、まだ残っていた気の荒あらい者が芳一に挑いどんだが、その全員を雪千代と絽美が易やす々やすと退けた。


　ほどなくして、芳一が一年生のトップとなった。もっとも、当人がなろうとしたかどうかはともかくのこととして。


「で……これからどうするんだ？」


　雪千代が聞いた。


「どうするって？」


　何も考えていない様子の芳一に、雪千代が困り顔になる。


「そりゃあ、腕うでっ節ぷしの強い一年全員に命令できるんだ。ちょいと遠えん征せいして周辺の治安を良くするとか、あるだろ？」


「ああ……そういうことなら、雪千代に任せるよ」


「いや、そう言われると、張り合いないんだよなぁ」


　雪千代は頭をかく。


　大体、芳一、絽美、さらに幻死郎までもが一いつ緒しよにいると、どうにも緊きん張ちよう感がない。


「でもさぁ、基本、楽しく暮らすのがいいよ」


　芳一は言った。雪千代もそれには同意する。


「ま、そうだけどさ」


「どうせトラブルは、創海が居る限り向こうからやってくるって。来ない方がいいけど」


　芳一はそう言って、佳乃を連れてどこかにしけ込もうとしている幻死郎を見やった。トラブルを連れてくるのは、おそらく創海だけではない。幻死郎、そしてＪも。そう内心で思うが、言葉にはしなかった。


　あと三年もある。まだ先は長いのだ。何が起こるかはわからない。


　結局のところ、芳一自身は流れ者でなくなっただけだ。そして、自分の生き方を貫つらぬくのなら、たとえ居場所が決まっても、やることは同じなのだ。


「出会った相手を笑わせてれば、この世界がどんなにひどくなろうと、その間だけはお互たがい、嫌いやなことを忘れられるじゃないか」


　いつかの天使が言っていたように、もうすべてが終わっているのかもしれない。妙な力を持った奴が暴れている世界は地じ獄ごくのようなもので、もうどうにもならないのかもしれない。しかし、それなら……。


　すべてが終わっていることを忘れてしまえばいい。


　そして、何があったのかを忘れなければいい。


　終わっても、すべてが消えてしまわないように。






　あとがき







　何を書くべきか悶もん々もんとしていると「映画の話をしろ」と、どこからか声が聞こえてきた気がした。そんなわけで『タクシードライバー』の話をしよう。ああ、どうせなら毎刊一本の映画について書くのも悪くない思いつきだ。さて……。


『タクシードライバー』はロバート・デ・ニーロの出しゆつ世せ作さくだ。本作のキャラクター、月影雪千代がスタイルから真似しているのが、デ・ニーロ演じるトラヴィス。二十六歳、自じ称しよう海かい兵へい隊たい名めい誉よ除じよ隊たい者しやで、タクシー運転手になる前は約二年ほど無職だった模も様ようだ。さらには世間を軽けい蔑べつしており、そのせいで孤こ独どくで不ふ眠みん症しよう。そんなどうにもさえない造ぞう形けいの人物なのだが、デ・ニーロの演技力がとんでもない魅み力りよくを与えてしまったことが映画全体の評価を決定づけている。


　映画の大半はトラヴィスのモノローグで進行する。さえない男の一人称に感情移入できるはずもない。つまり、本来はかなり実験的な映画だったのだ。が、デ・ニーロが見事に表現した、彼の抱く狂きよう気きと、軽蔑すべき対象に命がけで突っ込んでいく迫はく力りよく──逆さか恨うらみどころか、通とおり魔ま的てきに襲しゆう撃げきしているにすぎないが──とが、一部の視し聴ちよう者しやに唯ゆい一いつ無む二にの共きよう感かんと、凄すさまじい感動を与えたのだった。


　本来のテーマが何であったかは、ネットでも検けん索さくしてもらえればかなりの数が見つかるだろうから、ここでは書かない。だが、この映画を〝一人の男の狂気を通じて見た世せ相そうの歪ゆがみ〟ではなく、〝虐しいたげられた男の永遠に癒いやされぬ孤独な叫び〟として受け取り、「自分もそうなんだ！」と叫んだ〝雪千代たち〟が確実に存在したことは事実だ。そして、それとて間違った見方をしている、とは言えない。


　手に入らないものを求め、手の中にあるものに常に不満なら、人は、確実に孤独になる。とは、『タクシードライバー』を見た分ぶん析せき家の言葉だが、それはほとんどの理想家や倫りん理り観かんの強い人に当てはまるだろう。どれだけ恵まれた立場にいても、そうなり得るということで、〝雪千代たち〟こそ、そういう人間なのだ。


　それならば、本作のような明らかにどうかしている社会で、その自じ警けい団だん的てきヒロイズムがどこに向かって走り出し、何を起こすのか？　あるいは、案外そのままストレートにヒーローになってしまうのか？　そのあたりは、自分でも気になっていたりするのだ。それが描けるように、そしてまた映画の話ができるように、続刊が出るよう応援してくだされば幸いである。
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